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　何な故ぜ、と誰だれもが問うた。

　それが彼らへの侮ぶ辱じよくであるとは知らずに。




　彼らは──エイティシックス。





──フレデリカ・ローゼンフォルト『戦野追想』
















序章　女王陛下は戦都にいまし









「──また貴様か、ヴラディレーナ・ミリーゼ大尉」

　入室したレーナを一目見るなり、デスクの向こうの上官は苦々しげに顔を歪ゆがめた。

　草臥くたびれた軍服に無ぶ精しよう髭ひげと、およそ平時の軍人にあるまじき風ふう体ていの上官を、髪かみ一筋の乱れもない完かん璧ぺきな休めの姿勢でレーナは見下ろす。

　隙すき無く着込んだ糊のりのきいた黒染めの軍服と、一ひと房ふさだけ赤く染めた銀ぎん繻しゆ子すの艶つやの長い髪かみ。半年前、スピアヘッド戦隊を──生き残りのエイティシックス達を必ず戦死させるための処しよ刑けい部隊を、力及ばず戦野の彼方かなたに失わせてから纏まとい続けている、彼らの喪もに服する黒衣と、彼らだけに流させた鮮せん血けつの色しき彩さい。

　命令違い反はんを犯おかして彼らを援護した廉かどで、階級は一つ降格になった。投げ与えられた大たい尉いの階級章から、おそらくもう二度と昇しよう進しんすることはない。

「迎げい撃げき砲ほうの無許可使用。本来の補給物資ではない弾だん頭とう・装備の自戦隊への供与に、他戦隊への直接指揮。──同じことを何度言わせるつもりだ。エイティシックス豚どものために余計な手続きの手間をかけさせるな。輸送部や装備部からどれだけの苦情が来ていると思っている」

「その全てについてあらかじめ許可をくだされば言わなくてすむことです、中佐。苦情については、先方が言うのもあなたが愚ぐ痴ちをこぼすのも勝手ですが、わたしの知ったことではありません」

　中佐はアルコール中毒で淀よどんだ片目の下に皺しわを刻む。

「口の利き方に気をつけろ小娘。大たい尉い風ふ情ぜいが、身の程を知れ」

　レーナは薄うすく、冷ややかに嗤わらった。

　階級以外に振ふりかざすものもなければ、実際に何らかの処分を下す度胸もないと、自ら暴ばく露ろするような言い草だった。

　レーナは今や、東部戦線でトップの〈レギオン〉撃げき破は率りつを誇ほこる戦隊のハンドラーだ。そして部下の戦績はそのまま上官の評価にもつながる。戦争序じよ盤ばんで正規軍人が軒のき並なみ死んだから転がり込んだだけの中佐の地位では飽あき足たらず、更さらに上を望むこの男にとって、自分は決して殺せない『金の卵を産む雌めん鶏どり』だ。

　おいたの度が過ぎない限り、何をやらかそうが庇かばってくださる。

「失礼いたしました、中佐殿」

　優ゆう雅がに、敬礼。







　歴史ある建物の多い第一区でもとりわけ絢けん爛らんな、かつての宮殿の匂においも色濃い国軍本部の廊ろう下かを歩くと、軽けい侮ぶと嗤し笑しよう、嫌けん悪おの目と囁ささやきがついて回る。

　エイティシックス如ごときのために、少佐の地位も幹部候補生の未来も投げ捨てた愚おろか者もの。人と家か畜ちくの区別もつかないお姫ひめ様。あと一年で全ての〈レギオン〉は機能を停止すると──もう戦争は終わるというのに、豚ぶたの妄もう言げんに踊おどらされて『戦争長期化』への備えを唱える道化。ただでさえ絶ぜつ滅めつ寸前の色つきどもをわざわざ戦せん闘とうで潰つぶして回る、残ざん忍にん非道な鮮血の女王ブラッディレジーナ。

　くだらない。

　首に嵌はめたままのレイドデバイスが起動して、一いつ瞬しゆん足を止める。ついでブーツの踵かかとを鳴らして、寄木の床の美しい廊ろう下かを早足に歩き出した。

『聞こえてっか？　ハンドラー・ワン』

「キュクロプス。──〈レギオン〉ですね？　状じよう況きようは？」

　知覚同調パラレイドを通じて届く、パーソナルネーム〈キュクロプス〉ことシデン・イーダ大たい尉いの伝でん法ぼうな声。レーナの指揮下、〝女王の家臣団〟と呼ばれつつある戦隊の戦隊長だ。

　スピアヘッド戦隊での一件以来、必ずプロセッサー達の本名は着任したその日に聞くようにしている。けれど決して、パーソナルネーム以外では呼ばない。

　人間扱あつかいしていると思っていた、そのつもりで名前で呼んでいたスピアヘッド戦隊の誰だれをも、結局自分は、入る墓もなければ刻む名もない無人機として死ぬ運命から、救ってやれはしなかったから。

『ポイント一一二の旧高速鉄道ターミナルあたりまで入られてる。悪ぃな、レーダーが欺ぎ瞞まんされてて、気づくのが遅れた。……新入りどもにはキツい戦いになりそうだな』

　つい舌打ちが一つ零こぼれる。

　確かにきつい。ただでさえ人死にが絶えないあの戦死者ゼロの戦場で、一つ間ま違ちがえば大勢の犠ぎ牲せいが出かねない状じよう況きようだ。

「〇六二に主力を展開、別働隊で誘さそい込こんでください。そこならまだ、残りの迎げい撃げき砲ほうの射程内です。民家が密集して狭せまい街路が多い地区ですから、機体の小さい〈ジャガーノート〉に有利にもなります」

　キュクロプスが嗤わらう。

『基地の鼻先で迎げい撃げきかよ。抜ぬかれたらここの戦区はもちろん、下手したらあんたら共和国の地じ雷らい原げんまで喰くいこまれる位置だぜ』

「ですが、生き残るにはそこが今から選べる最良の迎げい撃げき地点です」

　きっぱりと言い切ると、キュクロプスは声を出さずに笑った。

　生き残る。彼らエイティシックス達が。そして〈レギオン〉に完全包囲されたこの共和国に暮らす、レーナ自身も。

　生き残れと、言ってくれた。

　戦い、生いき抜ぬけと信じてくれた、もういない彼らに応えるために。

『了解だ、女王陛下。……態勢が整ったらまた繫つなぐぜ。そっちも、何かわかったら教えてくれ』

　知覚同調パラレイドが切れる。

　管制室に向かう足を更さらに速めようとして、ふと、過ぎかけた窓の外の光景にレーナは一いつ瞬しゆんだけ歩調を緩ゆるめた。

　銀ぎん髪ぱつ銀ぎん瞳とうの白ア系ル種バだけが行き交う、サンマグノリア共和国首都の石造りの街並み。自由と平等、博愛と正義と高潔の共和国の国こく是ぜを表す五色旗と、革命の聖女マグノリアの肖しよう像ぞう旗きが空々しく翻ひるがえる、青く潤うるむ春の空。

　もうすぐ、彼らと──スピアヘッド戦隊の皆みなと、初めて言葉を交わした季節がくる。

　最さい期ごに辿たどり着つく場所まで征ゆくのが自由で、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで戦たたかい抜ぬくのが誇ほこりだと、最後に笑って旅立っていった、もう戻もどらない彼ら。

　彼らはどこまで進んだのだろうか。

　今はどこに、──たとえばこの時期、溢あふれるように咲さき誇ほこる春の花の野に。




　せめて斃たおれ、眠ねむることは出来たのだろうか。
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第一章　ワルキューレの騎き行こう









　最前線の空はどこも阻電攪乱型アインタークスフリーゲの薄うす雲ぐもに鎖とざされて、退たい廃はいじみた銀色に穢けがれて昏くらい。

『更さらに接近する戦車型レーヴェ集団、大隊規模と推定！　……こっちにも一個中隊が来ます！』

　中隊無線を悲鳴のような報告が駆かけ抜ぬける。ここまでの戦せん闘とうで中隊戦力の三割を損そん耗もう、なおも押し込まれ追おい詰つめられている彼らギアーデ連れん邦ぽう軍ぐん第一七七機き甲こう師団第一四一連隊第一八中隊の残存兵にとっては、死の宣告にも等しいそれ。

『接せつ触しよくまで四五秒！　神様……！』

「っ……まだ来るのか……！」

　戦せん闘とう機動の激しい振しん動どうにさらされる〈ヴァナルガンド〉の縦列複座のコクピットで、ユージンは呻うめいた。白セ銀レ種ナ純血の白銀の髪かみと瞳ひとみ。十七歳にしては線の細い童顔に眼鏡。

　連れん邦ぽうの対〈レギオン〉戦術は徹てつ底ていした部隊戦せん闘とう──一機の敵に複数名、複数機で相対する集団戦だ。いかに最さい新しん鋭えいの第三世代多フ脚ェ機ル甲ド兵レ器ス〈ヴァナルガンド〉といえど、陸戦の支配者たる戦車型レーヴェとやりあうには最低でも倍は要る。まして劣れつ勢せいともなれば、最も早はや勝ち目などあろうはずもない。
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『くそっ、砲ほう兵へいの連中は何をしていた！　阻そ止し砲ほう撃げきは！』

　後席の砲手兼車長ガナーの中隊長が吐き捨てるのが、無線の向こうに聞こえる。八脚きやくのたてる騒そう音おんと戦せん車しや砲ほうの大だい音おん響きよう、パワーパックの咆ほう哮こうのせいで、〈ヴァナルガンド〉はコクピット内のこの至近でも肉声での会話はできない。

　無論、中隊長とてわかっている。阻電攪乱型アインタークスフリーゲの常時展開下、それもこの闇やみの中、レーダーもセンサも、目視も役に立つものではない。〈レギオン〉どもとの戦いは、いつだって一方的な急きゆう襲しゆうが幕開けとなる。

　傷だらけの装甲強化外骨格アーマードスケルトンを纏まとい、一二・七ミリ重じゆう機き関かん銃じゆうを抱かかえて近接猟兵型グラウヴォルフに対たい峙じする装そう甲こう歩兵達が塹ざん壕ごうもろとも踏ふみ潰つぶされる。堅けん牢ろうな重複合装そう甲こうと強力無比な一二〇ミリ戦せん車しや砲ほうで武装した僚りよう機きの〈ヴァナルガンド〉が、唯ゆい一いつ埋うめ得えぬ機動性能差に翻ほん弄ろうされて撃げき破はされる。生きつ粋すいの殺さつ戮りく機械である〈レギオン〉に対し、人間は神経の反応速度で劣おとり、そしてあまりに加速度に弱い。単純な巡じゆん航こう速度では劣おとらずとも、加速や制動、旋せん回かいといった総合的な運動性能では致ち命めい的てきなまでに後れを取る。

『ひるむなぁっ！　退いたってどうせ逃にげられやしないんだ！』

『来てみろ鉄てつ屑くずどもがッ！　祖国同どう胞ほうの楯たてになるなら本ほん望もうだクソがっ！』

『ちくしょう、死んでたまるか、連れていかれてたまるかよ……！』

　罵ば声せいと銃じゆう弾だんを浴びせかけて鋼鉄の魔ま獣じゆうと迫せまりくる死に抗あらがう歩兵達の、捨すて鉢ばち一歩手前の絶ぜつ叫きようが無線を飛び交う。

　抗あらがいながら既すでに覚かく悟ごを決めているその響ひびきに、ユージンは奥おく歯ばを嚙かみしめ。




　ぴん、と。発し続けていた救きゆう援えん要よう請せいに、応答信号が返ったのはその時だった。




　重なる青い月光と夜よ闇やみの紗しやを斬きり裂さいて数発の砲ほう弾だんが飛来。異様なほどの正確さで〈レギオン〉の隊列上方に到とう達たつするや炸さく裂れつし、内包する子爆弾クラスターの驟しゆう雨うを叩たたきつける。

　装そう甲こう歩兵達の扇せん状じよう陣じん地ちを外した上で最も多くの〈レギオン〉を効こう力りよく圏けんに収める、神かみ業わざのような砲ほう撃げきだ。

　装そう甲こうの薄うすい斥候型アーマイゼがまとめて沈ちん黙もく。被ひ弾だんした背部多連装ロケットランチャーを近接猟兵型グラウヴォルフがパージ。軽量級の〈レギオン〉が戦せん闘とう能力を減げん耗もうする中、無傷の砲ほう塔とうをぐるりと巡めぐらせかけた戦車型レーヴェが、次の瞬しゆん間かん側面装そう甲こうを徹てつ甲こう弾だんに射い抜ぬかれて頽くずおれる。

　連続する砲ほう声せいは、土つち煙けむりと地じ響ひびきを上げて戦車型レーヴェが倒たおれてようやく、遠えん雷らいのように響ひびき渡わたった。

　初速、毎秒一六○○メートル──音速を遥はるかに超える戦せん車しや砲ほうの砲ほう声せいは、着ちやく弾だんよりも遅れて届く。そして鋼板を叩たたき合わせるような、重くも鋭するどい特とく徴ちよう的てきなその音おん響きようは。

「八八ミリラッチュ・バム……!?」

『っ、まさか……！』

　それは、地を這はう無様な虫けらを無む慈じ悲ひに狩かりたてる跳とび蜘ぐ蛛もさながら、突とつ如じよ、闇やみに鎖とざされた空中から〈レギオン〉に襲おそいかかった。

　隊列中央の戦車型レーヴェの砲塔上面に着地、同時に激げき震しん──四基の脚きやく部ぶ対たい装そう甲こうパイルドライバの電磁パイルをまとめて叩たたきこまれた戦車型レーヴェが激しく痙けい攣れんする。

　節足を模した俊しゆん敏びんな長い四本の脚きやく部ぶ。磨みがいた骨の色をした純白の装そう甲こう。高周波ブレードとワイヤーアンカーそれぞれ一対を装備した両の格かく闘とうアームは今は蜘く蛛もの鋏きよう角かくさながら折りたたまれ、背部ガンマウントアームの八八ミリ滑かつ腔こう砲ほう。

　四つ足の先せん端たんに五七ミリパイルドライバの鋭えい利りな銀色を煌きらめかせ、冠かんした戦いくさ乙おと女めの名に相応ふさわしい獰どう猛もうな冷れい艶えんさでありながら、どこか無くした己の首を探して戦場を這はいずる白骨死体のようでもあるその異形。

『〈レギンレイヴ〉……！』

　機内無線に零こぼれたひきつった呻うめきは、救きゆう援えんに来た友軍にというより、むしろ敵に向けるそれによく似ていた。

　ＸＭ２〈レギンレイヴ〉。重複合装そう甲こうの防ぼう御ぎよ力りよくと一二〇ミリ滑かつ腔こう砲ほうの貫かん徹てつ力りよくを重視した〈ヴァナルガンド〉とは真逆、機体重量に比して莫ばく大だいな出力と強きよう靭じんかつ高性能のリニアアクチュエータによる運動性能に主眼を置いて開発された、後発の第三世代フェルドレスだ。

　機動性を偏へん重ちようして装そう甲こう防ぼう御ぎよも大火力も捨て、しかもそのあまりの高機動性ゆえに搭とう乗じよう者しやの体を破は壊かいしかねないという、狂きよう気きの設計思想で組み上げられた三次元高機動戦せん闘とう専用機。

〈レギオン〉支配域の更さらに向こう、有人搭とう乗じよう式しき無人機などという悪あく魔まの兵器を運用する共和国の、その『無人機』をあろうことか元にして造られた兵器にして、共和国が生み出した『奴やつら』の乗機だ。

　命も情もない〈レギオン〉は仲間の死を悼いたみも恐おそれもしない。即そく座ざに最優先目標を切きり替かえた戦車型レーヴェの砲ほう撃げきが、僚りよう機きの残ざん骸がいも巻まき添ぞえに〈レギンレイヴ〉に殺さつ到とうする。

　間かん一いつ髪ぱつ〈レギンレイヴ〉が飛び退き、刹せつ那な遅れて擱かく座ざした戦車型レーヴェに命中。十数トンにもなる巨大な砲ほう塔とうが、誘ゆう爆ばくした自身の砲ほう弾だんに吹き飛ばされて高々と宙を舞まった。機密保護のため、あえて爆圧排除パネルブローオフ・パネルを持たない戦せん闘とう機械の壮そう絶ぜつな最さい期ご。

　赤黒いその業ごう火かと、凶器きようきそのものの重量で降り注ぐ装そう甲こう片へんの雨をかいくぐって〈レギンレイヴ〉が駆かける。

　戦車型レーヴェ間の五〇メートルの距きよ離りを一息に走破、迎げい撃げきせんと砲ほう塔とうを巡めぐらせた戦車型レーヴェの鼻先で横っ飛びに跳ちよう躍やくし、交こう錯さくざまに無防備な車体側面に八八ミリ砲ほうの高速徹甲弾ＡＰＦＳＤＳを叩たたきこむ。すかさず突とつ撃げきにかかった近接猟兵型グラウヴォルフは展開した高周波ブレードの一いち撃げきで斬きり伏ふせ、次の戦車型レーヴェにただ一機突とつ貫かんする。

　そう、一機。

　ただ一機だ。その一機が、ほぼ無傷だったはずの〈レギオン〉増強機き甲こう中隊を蹂じゆう躙りんしていく。高周波ブレードの甲かん高だかい叫きよう喚かんを撒まき散ちらし、パイルドライバの紫し電でんを閃ひらめかせ、八八ミリ砲ほうの咆ほう哮こうを響ひびき渡わたらせて、屑くず鉄てつどもを本物の鉄てつ塊かいに変えていく。

　機体性能によるものではない。搭とう乗じよう者しや──元の『無人機』への皮肉と敬意をこめて、操縦士オペレーターではなく処理装置プロセッサーと呼ばれている──の技量が桁けた外はずれなのだ。

〈レギンレイヴ〉と戦車型レーヴェの平均的な撃破・被撃破比率キルレシオは、〈ヴァナルガンド〉と戦車型レーヴェのそれと大差ない。一いち撃げきもらえば致ち命めい傷しようである分、〈レギンレイヴ〉の損そん耗もう率りつの方が高いくらいだ。実際、〈レギンレイヴ〉試験部隊は、配備直後に一個中隊が文字通りの全ぜん滅めつに追い込まれた。生存者は一名──その同じ戦せん闘とうで、対たい峙じした敵部隊をたった一人で壊かい滅めつさせた『奴やつら』のみ。

　連れん邦ぽうによって戦場の地じ獄ごくから救い出されながら、自らその地じ獄ごくに舞まい戻もどった狂戦士ウォージャンキー。

『奴やつら』は〈レギオン〉との死し闘とうを恐おそれない。その果ての死を厭いとわない。装そう甲こうを軽視した──搭とう乗じよう者しやの生命を軽視した〈レギンレイヴ〉を平気で駆かり、〈レギオン〉の大群を向こうに回して命知らずの寡か兵へいの戦せん闘とうに身を投じる。

　その、狂きよう気き。

　不意に起き上った人ひと影かげが、〈レギンレイヴ〉の長い脚きやく部ぶに縋すがりつこうとする。〈レギンレイヴ〉はついと脚あしを持ち上げてそれを避さけ──そのまま無造作に突つき下おろされた脚あし先さきのパイルが、人ひと影かげの頭部を串くし刺ざしにした。

　対戦車自走地じ雷らいだ──それはわかっている。だがそれでも、ユージンは湧わき上あがる戦せん慄りつを抑おさえきれなかった。あの一いつ瞬しゆんで、プロセッサーは本当にあの人ひと影かげが助けを求める友軍の兵士ではないと見分けられたろうか。

　あるいは友軍か否いなかなど端はなから気にせず、自機を守ることだけを優先したのではなかったか。

　ゴミでも放り捨てるように振ふられた脚あし先さきから、妙みように生々しくずるりと抜ぬけた人型が最後の戦車型レーヴェに激げき突とつする。活性化した信管が接せつ触しよくして作動、炸さく裂れつした成形炸さく薬やくのメタルジェットが戦車型レーヴェの上部装そう甲こうを食い破る。

　燃もえ盛さかる猛もう火かの朱あかい光が、ひととき〈レギンレイヴ〉とその純白の装そう甲こうに描えがかれたパーソナルマークを照らし出す。

　シャベルを担かついだ首の無い骸がい骨こつ──プロセッサーの正気を疑う、あまりに禍まが々まがしくあまりに不ふ吉きつな、戦場では最も忌いまわしく最も親しい死神の意い匠しよう。

　初うい陣じんで僚りよう機きが全ぜん滅めつする中、たった一人で全ての敵機を屠ほふってのけた、『奴やつら』の中でも随ずい一いちを誇ほこるプロセッサーの、そのパーソナルマークだ。

　名は──たしか。

　思い至って目を見開くユージンの背後──砲ほう手しゆ席せきの中隊長が吐き捨てた。

　共和国の悪意によって生み出され、残ざん忍にんで研とがれ、無む慈じ悲ひを以もつて磨みがかれた。忌いまわしい〈レギオン〉どもと何も変わらぬ、人の形の殺さつ戮りく兵器と畏おそれられるその名前。




『エイティシックス……共和国の化物め……！』







　基本的に、機き甲こう兵器の類は履り帯たい式しきにしろ多た脚きやく式しきにしろ、戦せん闘とう時じ以外は自走させない方が故障が少ない。

　先進技術研究局・設計案一〇二八試験部隊実働戦隊〝ノルトリヒト〟の専用重装輸送車に自分の〈レギンレイヴ〉──〈アンダーテイカー〉を収容し、シンは輸送車のキャビンに戻もどる。

　連れん邦ぽう軍ぐん共通の鋼はがね色いろの機甲搭乗服パンツァーヤッケに、国章の双そう頭とうの鷲わしの徽き章しようと少しよう尉いの階級章。首を覆おおう淡あわい空色のスカーフは厳密には軍紀違い反はんだが、この程度の逸いつ脱だつは公おおやけの場以外なら黙もく認にんされている。

　スカーフの下のレイドデバイスを外そうとして、後部箱型荷台コンテナカーゴの整備クルーから知覚同調パラレイドで通信が入る。

『──ノウゼン少しよう尉い』

「伍ご長ちよう、無線のスイッチが入ったままだ」

　知覚同調パラレイドと無線の双そう方ほうから同じ舌打ちが一つ。

『いけね、そうでした。どうもこの、知覚同調パラレイドってのは無線と勝手が違ちがっていけねえや。何でじゃじゃ馬に加えてこれまでうちの隊で実験するんだか……と。弾だん薬やくの補ほ充じゆう、また高速徹甲弾ＡＰＦＳＤＳと成形炸薬弾ＨＥＡＴが半々でいいっすよね』

　ノルトリヒト戦隊の隊員は、その大半を正規の軍ぐん籍せきを持たない旧戦闘属領兵ヴァルグスが占しめる。かつて連れん邦ぽうが帝てい国こくであった頃ころ、有事の防衛陣じん地ちとして帝てい国こく国境に配された戦闘属領ヴォルフスラント居住の隷れい属ぞく戦士階級であった彼らは、先祖代々に亘わたる戦場暮らしで荒あらっぽく、現政権下では傭よう兵へい扱あつかいで軍規が緩ゆるい。これでも最大限、上官に敬意を払はらった口調だ。

「ああ」

『あと、ブレードの替えもうないっすからね。〈ジャガーノート〉の数自体減ってる上にあんな頭おかしい兵装使ってんのは少しよう尉いだけなんすから。次の戦せん闘とうからは辻つじ斬ぎりみたいにばっかばっか叩たたっ斬きるの、もうやめてくださいよ』

　ＸＭ２を制式名の〈レギンレイヴ〉ではなく、元となった共和国の『無人機』と同じ〈ジャガーノート〉の名で呼ぶのも、ノルトリヒト戦隊の特徴だ。一月前、試験配備直後の戦せん闘とうで本来の戦隊長と戦隊の半分、およそ一個中隊が戦死し、残った士官の最先任として戦隊長を引きついだシンがそう呼んでいたのが移ったものらしい。

　実際戦いくさ乙おと女めよりも相応ふさわしい名だと、部隊の全員が認めている。

　開発途と中ちゆうでテストオペレーターを、配備後も戦隊の半分以上を。無む慈じ悲ひに喰くい潰つぶした鋼はがねの悍かん馬ばには至し極ごく似合いの、救済の名の下もとに群衆を轢ひき殺ころす異形の神の名前。

　極きよく端たんに乗り手を選ぶそのせいで、軍事用語上の全ぜん滅めつ状態にもかかわらずノルトリヒト戦隊は再編はおろか一人の補ほ充じゆうさえも行われていない。

「問題ないだろう。そろそろ〈レギオン〉も撤てつ退たいするはずだ」

『へ？　……ああ、そうか。……少しよう尉いのソレ、訳わかんねえけどほんっと便利っすよね……』

　苦笑と懼おそれの入り混じる、感かん嘆たんとも独白ともつかない言葉は捨て置いて、今度こそレイドデバイスを外した。咽頭スロートマイクに似た、けれどより洗練されて機能的な外観の金きん属ぞく環かん。

　結局首輪に近いのは変わらないな、とふと思った。

　古風を通り越して大おお仰ぎような、戦場しか知らないシンをして時代を一つ二つ間ま違ちがえたと感じる口調の高い声が車長席からかかる。

「ご苦労じゃったの、シンエイ」

「……フレデリカ。また潜もぐりこんでたのか」

　シートから身を乗り出すようにして振ふり返かえるのは、ようやく十歳ばかりの小こ柄がらな少女だ。

　華きや奢しやな体たい軀くと、軍ぐん帽ぼうの下の人形のように精せい緻ちに整った白はく貌ぼう。宝石めいた焰紅種パイロープの紅あかい瞳ひとみに膝ひざ裏うらまで届くまっすぐな夜黒種オニクスの黒くろ髪かみが、厳いかめしい鋼はがね色いろの軍服と不思議な調和を醸かもし出だしている。

　試験部隊配属前から、もう半年余りの付き合いになるこまっしゃくれた少女は、得意げに薄うすい胸を張る。

「整備クルーを抱だきこんでわらわを排はいそうなど、甘あまいのじゃ。緊きん急きゆう出しゆつ撃げき時じはクルーどもは最終チェックに必死じゃからの。紛まぎれ込こむ隙すきなど幾いくらでもあったわ」

「──伍ご長ちよう。帰投したら話がある」

『少しよう尉い……!?　いやその、こっちの言い分も聞いてくださいよ！　今回はホントにてんてこ舞まいってやつで……』

　一方的に告げて無線を切り、嘆たん息そくして自分と同じ紅あかい瞳ひとみを見下ろした。

「出しゆつ撃げきにまでついて来なくていいと何度も言ってるだろ。職分を弁わきまえろ、『お守りマスコット』」

「わらわの管制で動いている分際でよう言うの。そもそも、そなたにそれを言われる筋合いなどないわ。小部隊とはいえ、指揮官ともあろう者が僚りよう機きを捨て置いて一人先行するのはそなたの悪い癖くせぞ。ベルノルトが散々ぼやいておったわ」

　先に戻もどっていた、壮そう年ねんの戦隊最先任軍ぐん曹そうが肩かたをすくめた。

　すくめただけで何も言わないのは、それが進言すべき懸けん案あんではなく個人的な不満で、戦術的にはこちらの判断が正しいとベルノルト自身わかっているからで、だからシンもそれについては言げん及きゆうしない。

「ついて来られない方が悪い。合流を待っていて撃げき滅めつが遅れたら、機動防ぼう御ぎよの意味がないだろ」

　切って捨てられた同じ小隊のプロセッサー達が声を出さずに苦笑する。

　一方でフレデリカは眉まゆをひそめる。
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「機動防ぼう御ぎよ、か。たしかにそなた向きの任務ではあろうが……わらわは好かぬの。自軍の防衛線が突とつ破ぱされるを前提とした戦術なぞ」

　あえて歩兵部隊を主力に第一線を構築し、高い機動力と火力を併あわせ持もつ機き甲こう部隊はまとめて後方に拘こう置ち、敵部隊が第一線を突とつ破ぱした場合に都度その戦場に投入して撃げき滅めつさせる防衛戦術である。ここ一月あまりの〈レギオン〉の猛もう攻こうに西部戦線の各軍は前進を停止、防ぼう御ぎよに徹てつすることで損そん耗もうの低減を図っている。

「たとえ今はしのげても、総兵数と再生産力に差がある以上、いずれ破は綻たんするのは目に見えておるわ。──そうなった時、前線のそなたらがどうなると思うておるか」

　シンにしてみれば今いま更さら言われるまでもない、そして気にするまでもないことを口にするから、無視して自席に腰こしを下ろした。

　今いま更さらだ。

　国家が破は綻たんした時、前線の兵員がどうなるかなど──彼らにとっては。

　む、とフレデリカが身を乗り出す。

「聞いておるのかシンエイ。その、己が身を省かえりみぬところもそなたの悪い癖くせじゃ。そなたはもはや共和国八六区ではなく連れん邦ぽうの戦場におるのじゃからして──ひゃっ！」

　少女特有の、声量はないがきんきんと高い声がやかましい。まくしたてる少女の軍ぐん帽ぼうを、ぐいと鼻先まで引き下げて黙だまらせる。

　途と端たんにおたおたうろたえるのを捨ておいて、硬かたい座席に身を預けて目を閉じる。夜や襲しゆうをかけてきた〈レギオン〉の数が多い。今日は救きゆう援えん要よう請せいもひっきりなしだろう。夜を徹てつしての戦せん闘とうの経験は一度や二度ではないが、取れる時に仮か眠みんは取っておきたい。

　隣となりでフレデリカはまだわたわたしている。

「うあ、取れぬ、取れぬぞ。ベルノルト、助けてたも」

「へいへい。けど、取ったらもう静かにしといてくださいよ。一応少しよう尉い含ふくめ、連日の戦せん闘とうでみんな疲つかれてるんですから。寝ねたい奴やつもいるんですよ」

「うむ……すまぬ」

　ちらりと向いた視線の気配を最後に、束つかの間まの微睡まどろみに身を任せた。

　眠りの中でも常に聞こえる機械仕じ掛かけの亡ぼう霊れい達の嘆なげきの声は、今なお減ることなく、西の果てまで大地を埋うめ尽つくしている。




　　　†




　第一五号前進基地ＦＯＢ一五は、ギアーデ連れん邦ぽう西部戦線、第一七七機き甲こう師団担当戦区の予備第二防衛線後方に設営された、第一四一機き甲こう連隊の本ほん拠きよ地ちだ。

　擁ようする人員とフェルドレスの数ゆえに広大なそこのだたっ広い士官食堂で、ユージンは朝食のトレイを片手に目当ての人物を探す。戦線が移動する度に設営し直すから新しく簡素な食堂。十年前の市民革命以前、連れん邦ぽうが帝てい国こくを称しようしていた頃なら独裁者達の写真が掲かかげられていたろう奥おくの壁かべに、連れん邦ぽうの国こく是ぜである『我ら、世界に誇ほこる正義たらん』の横断旗がかかっている。

「ふむ。ノルトリヒト戦隊の士官なら、向こうの方で見たぞ」

「ありがとうございます」

「進んで異い邦ほう人じんを理解し受け入れんとするその姿勢、素す晴ばらしいぞちびっこ少しよう尉い。特に、彼らエイティシックスは本来同情されるべき立場であるのだからな」

　白い歯を輝かがやかせる元貴族らしい青玉種サフィール純血の大たい尉いに曖あい昧まいな笑みを返して、人でごった返す食堂を指された方に向かう。

　それはたしかに、言うとおりなのだが。自分だって彼以外の『エイティシックス』は──何しろ会ったこともないわけだし──得体が知れないし、ちょっと怖こわいなと思わなくもない。

　でも、そんな大おお仰ぎように言うことでもなく。普ふ通つうに声をかけて、話をして、どういう奴やつなのかわかっていければ、いいだけじゃないかと思うのだけれど……。

　多民族国家の連れん邦ぽうの軍基地は当然様々な色しき彩さいの民族がいて、けれど年ねん齢れい構成はずいぶん若くて十代後半の少年少女の姿も目立つ。ユージンと同じ、特別士官学校出身の少年士官だ。中等教育修しゆう了りよう者しやに最低限の教育だけ施ほどこして少しよう尉い任官し、本来任官前に修めるべき高等教育は従軍中に学ばせる特例制度の適用者。

　十年に亘わたる〈レギオン〉との戦争で損そん耗もうの激しい士官の頭数を確保するための、苦肉の策だ。

　とはいえ中流家庭の子供にも士官への道を拓ひらいた功績は大きいし、何より志願制であるのがいい。戦せん況きようがどれだけ悪化しても、市民の意志を無視する徴ちよう兵へい制せいを敷しくほど連れん邦ぽう政府は落ちぶれていない。他人に戦いを強制するのは、見下げたクズのすることだ。

　連れん邦ぽうは帝てい国こくとも、西のあの国とも違ちがうのだから。

　兵器の扱あつかいに習熟と知識が必要な現い代まの戦闘で、徴ちよう兵へいで間に合わせの人員をかき集めても役に立たないからじゃないか、とは、特士校の同期で同室で二バ人デ班ィを組んでいた友人の弁。

「……おい、何でノルトリヒト戦隊の奴やつがここにいるんだ？」

「昨日うちの隊が救きゆう援えん要よう請せいかけたからだろ。死神憑つきの首なし骸がい骨こつが、薄うす気き味み悪わるい」

「あいつらが来てからのこの一月、撃げき破は数すうすげえんだってな。敵も、味方も」

「つーか、ほんとに中身なんかいたんだな。処理装置プロセッサーって、実はマジなのかと思ってたぜ」

「やめろって。それじゃ共和国のクズどもと同じだろ。栄はえある我らが連れん邦ぽうが、そんな非道をするわけない」

「違ちがいない。──双そう頭とうの鷲わしに栄光あれ」

　すれ違ちがった装そう甲こう歩兵らしい体格のいい士官達の会話が皮肉にも道案内だ。

　隅すみの方の長テーブルの端はしに、目当ての人物を見つけて歩み寄る。

　軍帽まできっちり被った小さな少女を向かいに、黙もく々もくとトレイの朝食を片づけているダブルブレストのブレザーの常装軍服の少年。

　どちらも夜黒種オニクスと焰紅種パイロープの漆しつ黒こくの髪かみと血赤の目をして、一見年の離はなれた兄きよう妹だいのようだ。旧帝てい国こくの貴族階級特有の端たん整せいな容よう貌ぼうのせいか顔立ちも随ずい分ぶん似て見えるけれど、実際にはもう彼には家族はいないと聞いている。

　混みあう朝の食堂でそこだけ妙みように人が少ないのは、純血を尊ぶ旧貴族からは混血と忌いまれ、市民からは支配階級の末まつ裔えいと嫌きらわれる色しき彩さいと容よう貌ぼうゆえか──夜黒種オニクスも焰紅種パイロープも帝てい国こく黎れい明めい期きからの支配階級だが、その混血はどちらの貴種からも特に嫌きらわれる──それともその所属部隊や彼ら自身の悪名のためか。

　トレイの一角をフォークの先せん端たんでつついて、カナリアの囀さえずるように少女が言う。

「……シンエイ。そなた、キノコは好きかの」

「別に。というか、食べられないなら無理に食べなくてもいいんじゃないか」

「そうであるが……残しては厨くりやの者に悪いではないか。丹たん精せいして作ったのであろうに」

「なら努力すれば」

「うう」

　とか言いながら、件くだんのキノコのバター炒いためを小さめの一つを除いて自分のトレイに移してやっているあたり、そっけなく見えて実は優やさしいお兄ちゃんといった趣おもむきだ。

　歩み寄ってユージンは声をかけた。

「久しぶり、シン」

　一いち瞥べつを返した血赤の瞳ひとみが、こちらを見とめて一つ瞬まばたく。

「ユージン。ここの配属だったのか」

「先月からね」

　いいかな、と断って少女の隣となりの椅い子すを引く。見返してくる大きな澄すんだ血赤の双そう眸ぼう。

「昨日は助かったよ。あの骸がい骨こつのパーソナルマーク、君だろ」

　しばらくシンは考えた。

「ああ……悪い、どの部隊だ？」

　昨日という条件だけではまだ心当たりが幾いくつもあるらしい。

「はは。活かつ躍やくだったみたいだね」

　きょろきょろと交こう互ごに二人を見やってフレデリカが問う。

「知り合いかの？」

「特士校の同期」

「つきあいはその前からだけどね。同じ機き甲こう科か志願で、ついでに寮りようが同室で訓練中は二バ人デ班ィ組んでて、〈ヴァナルガンド〉の操縦訓練でも同じ機で」

　フレデリカは目を泳がせた。

「ああ……それは、さぞ大変だったであろうな……」

　ユージンは悪戯いたずらっぽく目を輝かがやかせて身を乗り出す。

「わかる？　そう、こいつほんっと無口で無愛想で、何考えてるか全然わかんなくて」

「うむ、わかるぞ。人が話しておっても書物から目も上げぬし、つまらぬと思うと相あい槌づちも打たぬし、興味の無い話はそもそも聞いておらぬし」

「普ふ段だんはこいつ血の色何色なんだって思うくらい冷れい徹てつなくせに、変なところでやたら思いきりよく無茶するし。知ってる？　シンの、伝説の零れい点てん」

「ほう。なんじゃそれは」

「戦技教練の模も擬ぎ戦せん中ちゆうに〈ヴァナルガンド〉を跳はねさせたんだ。危険操縦で一発失格」

　四か月前、特士校の三か月の基き礎そ課程の最後の話である。

　それ自体は途と轍てつもない操縦技術ではあるのだが、戦せん闘とう重量五〇トンを超す〈ヴァナルガンド〉に跳ちよう躍やく機動をさせると機体が保たない上に中の兵員が負傷しかねない。実際その時砲手ガナーをしていたユージンはヘッドレストでしたたか後頭部を打ち、目から火が出る、という慣用表現を実体験する羽目になった。

　元々〈ヴァナルガンド〉と相性の悪かった──堅けん牢ろうな複合装そう甲こうと強力無比な一二〇ミリ砲ほうを重いと嫌いやがる方がおかしいのだが──シンはこの件を契けい機きに〈レギンレイヴ〉の試験部隊である一〇二八試験隊に配はい置ち換がえになり、……それは随ずい分ぶん、寂さびしかったけれど。

　ところで言われている本人は目の前で繰くり広ひろげられる悪口大会にもまったく無関心にコーヒーをすすっているからちっとも面白くない。

　む、と顰しかめた顔を見合わせて、ユージンとフレデリカは同時に吹き出す。

「第一八中隊のユージン・ランツ少しよう尉いだ。よろしくね」

「フレデリカ・ローゼンフォルトじゃ。見知りおくぞ。……さて、」

　砂糖とミルクをたっぷり投入した甘ったるそうなコーヒー（砂糖については四杯目をすくおうとした時点でシンがシュガーポットを取り上げた）を飲み干してフレデリカは立ち上がる。

「旧友同士の語らいを邪じや魔ましては悪いからの。失礼するのじゃ」

　大人用の、体たい軀くに比してまだ随ずい分ぶん大きいトレイを両手で取り上げ、行き交う人の間を器用に縫ぬってとことこと歩み去る。

　見送って、その華きや奢しやな背中を見つめたままユージンは問う。

　軍基地にはまるでそぐわない、年とし端はもいかない幼い少女。

「……君の隊の『勝マ利スのコ女ッ神ト』？」

「ああ」

　この国が帝てい政せいだった昔に始まり、今なお軍の一部に残る風習だ。

　元々は、徴ちよう兵へいされた兵士達を逃にがさず戦わせるための策だったという。兵士達の娘や妹ほどの幼い少女を戦せん闘とう部隊に加え、寝しん食しよくを共にさせて擬ぎ似じ的てきな家族に仕立て上げる。愛する『娘』を敵から守るため、兵士達は命を惜おしまず戦うようになる、というわけだ。

「うちは傭よう兵へいの集まりみたいなものだから。まあ、由来どおりの人質だろうな」

　みたいなもの、ではなくそのものだ。

　たとえば昨晩、救きゆう援えんに訪れた小隊には正規軍人はシン一人しかいない。他の要員は傭兵ヴァルグスばかり、上官を含めた士官は皆、〈レギオン〉との戦いで死んだ。

「……ひどいな。いまどきマスコットだなんて。それも傭兵ヴァルグスなんかの中に、」

「彼女自身が選んだ道だ」

　淡たん々たんと言ったシンに、ユージンは顔をしかめる。

「そんなの、だってあんな子に、戦う理由なんてないじゃないか」

　ふっと見返してきた血赤の瞳ひとみに、ユージンは何か、胸を衝つかれたように感じる。

　どこか、距きよ離りを感じる──否、正確には距離を覚えられたと感じる眼まな差ざしだった。

　同じ場所にいないと思わせたような。断絶を覚えられたような。

　振ふり払はらって言いい募つのった。

「あんな小さい子に戦う理由なんて、守るべきものなんて何もないのに。家族とか国とか、正義とか自分の生活とか、そういうものなんて何も。なのに、……なんで戦わなきゃいけないっていうんだよ。──そうだろ？」

　シンは一度目を伏ふせるように閉とざす。

　開かれる紅あかい双そう眸ぼうは静せい謐ひつに鎖とざされ、先に感じた断絶の色しき彩さいはもう見えない。

「……そうかもしれないな」







　二杯目のコーヒーを取りに行くついでにユージンの分も持ってシンは戻もどってきて、差し出された紙コップを礼を言って受け取る。

　コーヒーといっても、大麦とチコリの根を炒いった代用品だが。勢せい力りよく圏けんの全周を〈レギオン〉に囲まれ、阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングに阻はばまれてあらゆる通信も届かない現在、他国とは国交や貿易は無論のこと、互たがいの存在さえ確認できなくなって久しい。大陸南方や東南部で取れる本物のコーヒー豆など、もちろん手に入らない。

「そういえば、妹がいるんだったか」

「ああ、うん。年は少し下だけど」

　きっちり締しめた軍服のタイの下、認識票ドッグタグと一いつ緒しよに下げたロケットにシャツの上から手を当てた。

「……うちは両親ともいないから。なるべくいい学校に通わせてやりたいから俺おれが稼かせがないと」

　六年前。〈レギオン〉との戦争が激化し、故郷の街から避ひ難なんする最中だった。

　首都への疎そ開かい列車にはもう家族四人が乗れる空きはなくて、せめて子供だけでもと両親はユージンと妹を押し込んだ。

　両親とはそれきり。

　家族写真なんか持ち出す余よ裕ゆうはなかったから、赤ん坊だった妹は両親の顔も覚えていない。

「今は初等学校も夏季休暇きゆうかだし、次の休みで帰ったらどこか連れていきたいな。旅行とかは厳しいけど、動物園とか遊園地とか。それと買い物も。女の子なんだから服とか靴くつとか、あ、そういえば連邦首都ザンクト・イェデルのデパートに新しくカフェがオープンしたって、」

　わくわくと列挙するユージンに、シンも口元を緩ゆるめる。

「大変だな、お兄ちゃんは」

「いいだろ。やらないぞー」

「生あい憎にくだけど、うるさいのは間に合ってる」

　少し呆あきれたような苦笑で返して、それからふと、シンは笑みを消した。

「けど、それなら尚なお更さら、軍人にはならない方がよかったんじゃないか？　今も戦せん況きようはよくはないし、これから先もよくなることはないと思う」

　一人きりの家族だというなら。

　言外にそう告げる言葉に、ユージンも表情を改める。

「それは、前の戦場の経験からの判断？」

「──ああ」

　士官候補生だった時に訊きいて、話してくれたことだ。

　それによって助けられたことも。

　特士校では訓練の一いつ環かんとして候補生を実戦に出す。あえてアサルトライフルと野戦服の旧式の装備で哨しよう戒かいに出る、戦場の空気を肌はだで知るだけの度胸付け程度の『任務』だが、それが運悪く〈レギオン〉の急きゆう襲しゆうを喰くらったのだ。引いん率そつの教官も途と中ちゆうで〈レギオン〉にやられて、あの時は、シンと組んでいたから帰ってこられたようなものだった。

　どうして〈レギオン〉の動きが読めるのか。……どうしてそんなに戦い慣れているのかと、その時訊きいて。

　少し考える様子を見せたけれど、結局答えてくれた。普ふ段だん通りの、あの淡たん々たんとした声こわ音ねで。

　その過去。

　祖国によって死を定められながら生きのびた、そのあらましも。

　軍服の襟えりにいつもは隠かくれる首の痣あざまでは、──明らかな害意で以もつてつけられた、斬ざん首しゆの傷のようなその無む惨ざんな痕あとの由来についてまでは、流石さすがに訊きけなかったけれど。

　戦場の悲ひ惨さんも〈レギオン〉との戦せん闘とうの厳しさもよく知っているからこそ、心配してくれたのだと、気づいてユージンは嬉うれしくなる。無口で無愛想で冷れい徹てつだけど、悪い奴やつではない。

　そういう過去を持ちながら、白ア系ル種バの、それも純血の自分と、友人でいてくれたことも。

「……まあ、でも、そうか。そうだよね」

　冷めかけたコーヒーを一口すすって、顔をしかめる。苦い。砂糖を入れ忘れた。

「うちの隊は、昨日だけで十五人死んだ。一応、十年前から少しずつ領域は広げられてるっていうし、実際この基地も今年の春先に戦線が前進してこの位置に来たらしいけど。でも、だからって人が死なないわけじゃないんだよね」

　連れん邦ぽうの前身たるギアーデ帝てい国こくは、大陸西北部から中北部にかけて東西に長く横たわる、大陸随ずい一いちの国土面積と人口を誇ほこる超大国であり、軍事大国だった。

　連邦成立直後に〈レギオン〉の反転侵しん攻こうを受けてからも、国土の全周を守る戦闘属領ヴォルフスラントが正しく役目を果たし、各戦闘属領ヴォルフスラントはそれぞれ半分以下にまで削けずり取とられつつ、生産活動に携たずさわる属領と国家の中ちゆう枢すうたる首都領は無傷で守りきっている。

　そうして維い持じされた強大な国力と軍事力、加えて帝てい立りつ研究所に残されていた〈レギオン〉のある程度の性ス能ペ諸ッ元クデータと、この十年の戦争で蓄ちく積せきした対〈レギオン〉戦せん闘とうのノウハウ。

　それらを総動員して辛かろうじて〈レギオン〉に伍ごし、漸ぜん次じ前進にも成功しているのが連れん邦ぽうの戦せん況きようだ。国家の安あん寧ねいも国土の拡張も、全て国力と兵士の命を湯水のように消費して成なし遂とげているに過ぎない。

　元より総合的な性能は、搭とう乗じよう者しやという脆弱なパーツを持たず投入された技術において優越する〈レギオン〉が、あらゆる面で連れん邦ぽうの兵器のそれを上回る。

　加えて、中ちゆう枢すう処理系に変へん更こう不可の寿じゆ命みようプログラムが組み込まれていたはずの〈レギオン〉は、戦死者の脳構造を取り込むことで課された寿じゆ命みようを克こく服ふくし──シンはそういう個体を〈黒羊〉と呼んでいた──、終わりのない戦せん闘とうと殺さつ戮りくを可能とした。より劣れつ化かのない脳のう髄ずいを鹵ろ獲かくするため積極的に生きたままの人間を狩かり集める個体群〈首くび狩がり〉も確認されている今、限界に近づいているのはむしろ連れん邦ぽうの方だ。

「昨日おれが見た範はん囲いでは、他の隊も似たようなものだった。第二防衛線まで食いこまれなかったのが不思議なくらいだ」

「隊長達は、ヤバい時はこれくらい当たり前だって言ってたけど。西部戦線は連れん邦ぽう最大の激戦場で、第一七七師団戦区も西部戦線ではありふれた激戦区だからって」

　連れん邦ぽうの東部戦線及び南北の第一から第四戦線は山さん岳がくや高地、大河の自然の要害に恵めぐまれ、まだしも容易に防衛線を維い持じできている。唯ゆい一いつ、守りがたい広大な平原を戦場とする西部戦線は数を以もつて対たい抗こうせざるを得ず、総延長四百キロの戦線に駐ちゆう留りゆうする総戦力は各戦線最大の実に四個軍団。不利な戦場で〈レギオン〉に立ち向かう西部戦線兵士の死傷率は極きわめて高く、……当然、戦死者数も全戦線で最も多い。

「当たり前、か。おれもここの戦場での経験は一月程度だけど、当たり前と考えていい死者数じゃないと思う。〈レギオン〉の撃げき破は数すうとこちらの死傷者数が合ってない。戦線が維い持じできている割には死にすぎてる気がする」

「確かに、勝ててる感じなんて全然ないよな。隊長とかは慣れもあるんだろうし、もっと上の軍上層部は所しよ詮せんみんな元大貴族だから、下民風ふ情ぜいが何人死のうと数字の増減だけで、家か畜ちくが減った程度なんだろうけど」

　言ってから、思い至って唇くちびるを引き結んだ。

　目の前の相手は、祖国から人の形の家か畜ちくと扱あつかわれ、戦死者の数にさえカウントされないものとされていた。

「……ごめん」

「？　何が？」

　怪け訝げんな顔をするのに、なんでもないと手を振ふった。気がつかなかったならそれでいい。わざわざ辛つらい記き憶おくを思い出させることなんてない。

　でも。

　ふと、ユージンは疑問に思う。

　それなら、何な故ぜシンはこの戦場に戻もどってきたのだろう。

　シンには、家族はいない。

　誰だれもが祖国だったはずの共和国に奪うばわれて、彼一人置いて死んでしまった。

　連れん邦ぽう出身でない彼にはこの国に守るべき誰だれかもいなければ、祖国や同どう胞ほうを守るという理念もなく、食べていくためというある種皮肉な理由さえ、連れん邦ぽう政府の援えん助じよを受けられるからないはずなのに。

　それなのに──何な故ぜ？

「……シン。あのさ」

「なに」

「いや、……それなら、君の方こそ、」

　本当に訊きいてしまっていいのだろうか。躊躇ためらいを覚えてユージンは言いい淀よどむ。

　ふっと紅あかい瞳ひとみがユージンを外れて別の場所を向いた。

　基地の分厚い防ぼう御ぎよ壁へきも遥はるかな距きよ離りも越えて遠くを見み据すえる。纏まとう空気がわずかに冷え、気け圧おされてユージンは口を噤つぐむ。

「……どう、」

　どうしたの、と問おうとした。

　刹せつ那な。

　鳴なり響ひびいたサイレンが問いの続きを奪うばい取とる。

　競合区域コンテスト・エリア深部にまで進出している自走無人索さく敵てき機きが〈レギオン〉を検知した際の警報だ。

　かつて〈レギオン〉を開発し、大陸全土に侵しん略りやく戦争を仕し掛かけたギアーデ帝てい国こくだが、その後こう継けいであるギアーデ連れん邦ぽうは、遠えん隔かく操作の索さく敵てき機き以外の無人機を運用していない。

　帝てい国こく時代、高等教育は独裁政権を構成する大貴族とその下の貴族階級に独どく占せんされていた。市民階級が中心の連れん邦ぽうでは、どうしても帝てい国こく当時の超技術力には劣おとる。〈レギオン〉の人工知能をほぼ独力で構築した主任研究者が戦争勃ぼつ発ぱつ前まえに死亡していることもあり、連れん邦ぽうでは〈レギオン〉に代わる完全自律式の無人戦せん闘とう機械は開発できていない。

　また、開発できたとしても運用するべきではない、というのが連れん邦ぽう政府から市民まで共通する主要な意見だ。国家同どう胞ほうを守って戦うのは市民の義務であり権利だ。機械任せにはできないし、機械如ごときに奪うばわれるわけにはいかない。

　制せい御ぎよを失った自動機械がどうなるのかは──今、まさに目の前にあるのだから。

　緊きん迫ぱくと沈ちん黙もくは一いつ瞬しゆん、緊きん迫ぱくはそのまま瞬またたく間まに騒そう然ぜんとなる食堂の中、二人も立ち上がる。

「昨日の今日か。まったく、屑くず鉄てつどもは忙せわしないな。女性にはモテない」

「自ヴ動ァ工イ場ゼ型ルの語源が女じよ王おう蜂ばちなら、兵へい隊たい蜂ばちの〈レギオン〉もどちらかといえば女性なんじゃないか」

「男所帯の連れん邦ぽう軍ぐんに男おとこ漁あさりに来てるって？　熱ねつ烈れつすぎて涙なみだが出るよ」

　軽口を叩たたき合あいつつ、食堂を出て廊ろう下かで別れる。正規機き甲こう部隊のユージンと、研究局から出向の形の試験部隊のシンでは命令系統が違ちがう。愛機の格納庫も別々だ。

「じゃ、また後で」

「ああ」







　連れん邦ぽう西部戦線は、障害物が多く空間の狭せまい森林帯と都市の廃はい墟きよを主戦場とするよう構築されている。

〈レギオン〉の主力たる戦車型レーヴェと、戦線突とつ破ぱ時じに集中投入される重戦車型ディノザウリアを相手に少しでも有利に戦うための策だが、裏目に出ることもある。同じく巨体の〈ヴァナルガンド〉にとっても動きづらい地勢であり、例えば僚りよう機きとの連れん携けいを断たれた上、軽量級の近接猟兵型グラウヴォルフの集団に追い込まれると非常に不利だ。

　西部戦線特有の、針葉樹と広葉樹が入り混じる独特の植生の森の中。四方に加え、硬かたく太い古木の幹を駆かけ登のぼって上方からも襲おそい来くる近接猟兵型グラウヴォルフどもを引ひき剝はがそうと、ユージンは〈ヴァナルガンド〉を走らせる。五〇トンの重量が地を蹴ける地じ響ひびきに静せい寂じやくの森が揺ゆれ、駆く動どう系けいの軋きしむ苦鳴。

〈レギオン〉は昼夜を問わず、津つ波なみの押し寄せるように襲おそってくる。

　断続的に不規則に、だが執しつ拗ように。着実にこちらの戦力と体力と士気を削けずり取とるべく襲しゆう撃げきは繰くり返かえされ、一度攻こう勢せいが始まれば長い時には半月近くも戦せん闘とうが続く。

　再生産に年単位の時間がかかる人間とは異なり、支配域最さい奥おうの自ヴ動ァ工イ場ゼ型ルにより黒雲の湧くように量産可能な〈レギオン〉だからこそ可能な戦術だ。

　戦地の空は常に阻電攪乱型アインタークスフリーゲの銀の雲に覆おおわれてセンサもレーダーもデータリンクも阻そ害がいされ、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの猛もう砲ほう撃げきが散発的に歩兵の塹ざん壕ごうを襲おそう。個々の性能では装そう甲こう歩兵は近接グラウ猟兵型ヴォルフに、〈ヴァナルガンド〉は戦車型レーヴェに敵かなわないのに、奴やつらこそがこちらを上回る大戦力を以もつて連れん携けい攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。多少の戦術の稚ち拙せつさ、単純さは兵器の性能差と数の暴ぼう威いで補う、亡ぼう霊れいの軍勢の名に相応ふさわしい猛もう攻こうだ。

　敗けるのだろうか、と時折思う。

　俺達は──連れん邦ぽうは。人類は。この戦う理由も目的も持たない殺さつ戮りく機械に、いつか抗あらがいきれずに敗北するのだろうか──……。

『ランツ少しよう尉い！　ぼさっとしてんな、死にたいのか!?』

「っ、すみません！」

　言葉と同時に操縦席の背中を蹴け飛とばされてユージンは一いつ瞬しゆん沈しずんだ思考から引ひき戻もどされる。レーダースクリーンを埋うめ尽つくす〈レギオン〉の赤いブリップ。辛かろうじてオンラインになっている統合情報システムヴェトロニクスが多目的ホロスクリーンに各部隊の戦せん闘とう状じよう況きようを表示させている。

　戦せん況きようはあまり良くない。機動防ぼう御ぎよ担当で第二防衛線後方に拘こう置ちのはずの機き甲こう部隊があらかた最前線にいる。

　ノルトリヒト戦隊──シンの所属部隊も近くに展開中だ。突とつ撃げきする戦車型レーヴェの集団を側面から急きゆう襲しゆう、そのまま敵味方入り乱れる乱戦に持ち込んで突とつ貫かんの勢いを完全に削そぐ。突とつ撃げきの正面にいた友軍機き甲こう部隊はその間に体勢を立て直し、ノルトリヒト戦隊と連れん携けいして反はん撃げきを開始した。

　シンの部隊はいつも、彼らが最も必要とされる戦場に現れる。

　けれどそれは同時に、最も危険な戦場だ。〈レギオン〉の残ざん骸がいを積み上げる傍かたわら、味方の兵も冗じよう談だんみたいにばたばた死んでいく、文字通りの屍し山ざん血けつ河がのただ中だ。

　誰だれもが忌き避ひする戦火の地じ獄ごくに、けれど進んで飛び込んでいくその姿。

　人血を啜すする悪あく魔まども、と彼らを揶や揄ゆする声が前線部隊に広まりつつあるのはユージンも知っている。

　死告げ姫ワルキューレの名を負う首のない白骨どもは、血と死の臭においを嗅かぎつけてやってくる、と。

　ざっ、と強きよう烈れつなノイズが全ての光学スクリーンと多目的ホロウィンドウを駆かけ抜ぬけた。

　ホロウィンドウの、阻電攪乱型アインタークスフリーゲの分布密度が変わる。電磁妨害ジャミングがきつくなる。

　何もかもがノイズに塗ぬり潰つぶされる直前──慌あわてたように後退するノルトリヒト戦隊のブリップと、オープン回線で全部隊に向けて何か叫さけびかけた誰だれかの声が、奇き妙みように意識の端はしに残った。

　高空。飛来した何かが炸さく裂れつする。発生した衝しよう撃げき波はが空間を疾はしる。

　弾だん速そくの遅い無む反はん動どう砲ほうでさえ音速を超える現代戦で──砲ほう声せいはいつも、あとからやってくる。

　鉄の雨が降った。







　強きよう烈れつな電磁妨害ジャミング下で無線は完全に沈ちん黙もくする中、人の集合無意識を介かいする知覚同調パラレイドはその影えい響きようを受けない。

『無事であるな、シンエイ』

「ああ」

『よかった』

　言いながら、フレデリカの声は震ふるえている。

『じゃが……すまぬ。悪い知らせじゃ』







　降り注いだ自己鍛たん造ぞう弾だんの弾だん雨うに引ひき裂さかれ、薄うすく煙けむりを上げる鋼はがね色いろの残ざん骸がいを見上げて、シンは静かに口を開く。

「フレデリカ。──〝目〟を閉じていろ」







　目を開けると、滴したたるような緑の中だった。

　頭上を覆おおうオークやブナの柔やわらかな葉の緑。トウヒとマツの鋭するどい濃のう緑りよく。阻電攪乱型アインタークスフリーゲの薄うす雲ぐもと重なる葉は叢むらに乏とぼしい陽光が、たちこめる霧きりを淡あわく透すかし、その霧きりさえも翠みどりに染まる、滴したたるような、けぶるような、北の夏の森の透とう明めいな翠すい緑りよく。

　露つゆに濡ぬれた下草の感かん触しよくが頰ほおにあって横たわっていると知れる。すぐ傍そばに巨きよ獣じゆうの死し骸がいのようにうずくまる、擱かく座ざした〈ヴァナルガンド〉の鋼はがね色いろの巨きよ影えい。

　傍かたわらに細身の影かげが膝ひざをついていて、ユージンは霞かすむ目を凝こらす。

「シン」

　血の赤色をした眼まな差ざしが静かに向いた。こんな時でも揺ゆれ一つない、冷れい徹てつな、静せい謐ひつな紅あかい瞳ひとみ。

　死神というのが本当にいるなら、きっとこんな目をしている。

「隊長、は……？」

「死んでる」

「俺は、どう……」

　助からないのは薄うす々うす察しがついた。少しでも見込みがあるなら、シンはこんな風にただ自分を見下ろしてはいない。

「聞かない方がいい」

「教えてくれ」

　シンは一つ、嘆たん息そくした。

「腹から下がない」

　ただ千切れただけという生易しい状態でないのは、シンの鋼はがね色いろの搭とう乗じよう服ふくの、血の河に浸ひたしたような有あり様さまから想像がついた。

　ほんと、……悪い奴やつじゃないんだよなと、そぐわないとは知りながら苦笑が零こぼれる。

　連れ出しても無む駄だだとは見てわかったろうに軍服を駄だ目めにして、その上欠片かけらの痛みも感じないことからしてモルヒネも使ってくれている。助からない兵士に、貴重な鎮ちん痛つう剤ざいを。

　それでも外に出してくれたのはありがたかった。

　閉へい鎖さされたコクピットの中、自分の血と内臓の臭においに溺おぼれて死ぬのは、嫌いやだったから。

「シン……最後にひとつ頼たのみがあるんだ……」

「なに」

「ロケットを、持たせてくれないか……備品入れの中にあるから……」

　見下ろす双そう眸ぼうがわずかに揺ゆらいで、ああ、とユージンは悟さとる。

　ああ、もう、持たせようにも俺は両手とも。

　血で汚よごすことを嫌きらってか、グローブを外してシンはロケットを取り出してきて、少し考えて搭とう乗じよう服ふくの襟えり元もとから服の中に入れてくれた。金属の冷たい異物感が、体温が伝わってやがて馴な染じむ感覚。

　不ふ吉きつな大おお鴉がらすのように音もなく立ち上がったシンが右みぎ腿もものホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬく。

　スライドを引き、初しよ弾だんを薬室に装そう塡てん。連れん邦ぽう軍ぐんでフェルドレス搭とう乗じよう員いんに支給されるそれより大型の、九ミリ自動拳けん銃じゆう。〈レギオン〉の装そう甲こうにはまるで無力な最後の武器。

　同じことをしろと言われたら、きっと自分なら手が震ふるえてどうにもならないのに、向けられる銃じゆう口こうと眼まな差ざしは微び動どうだにしない。

　それが冷れい淡たんゆえでないのはわかっているから、最後の力で必死に笑った。返すべきだ。せめてそれだけ。
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「悪い。……ありがとう」

　銃じゆう声せい。







　まだ生きている、とフレデリカは言ったが、助けてやれとは言わなくて、だからどういう状態かは了解していた。

「ファイド、……」

　つい呼びかけて、あの忠実な〈スカベンジャー〉は〈レギオン〉支配域に果てたこと、もう連れていってやらなくていいのだということを思い出して口を閉ざす。

　連れん邦ぽう軍ぐんは、戦友は遺体であっても見捨てない。この戦せん闘とうが終わればユージンの遺体も回収され、家族の元に送られて丁てい重ちように弔とむらわれるのだろう。魂たましいというべきものもあるいは、世界の果ての闇やみの底へ還かえる前には。

　ただその名前と、死に顔と、笑った顔と何度も聞いた家族の話を、記き憶おくに刻きざみ込こんだ。これまで見送った、何百人もの仲間達と同じように。

　してやれることなんていつも、それだけしかない。

　戦死報告のために、二枚ある認識票ドッグタグの片方をもぎ取ったところで、途と方ほうもない重量物を無理矢理駆く動どうさせるやかましい足音が近づいてきた。

〈レギオン〉ではない。彼らの超高性能の駆く動どう系けいと緩かん衝しよう系けいは重戦車型ディノザウリアにさえ足音を立てさせないし、そもそも〈レギオン〉なら接近してくればわかる。

　やがて、翠みどりの霧きりの向こうから、第一八中隊のハリネズミの中隊章スコドーロンマークの、傷ついた〈ヴァナルガンド〉が姿を現した。







　擱かく座ざした〈ヴァナルガンド〉と仲間の死体の傍かたわらに立つ、けれど自隊の隊員ではない少年兵に、第一八中隊で唯ゆい一いつ生き残った〈ヴァナルガンド〉のオペレーターは機体の脚あしを止める。

　何ど処こに〈レギオン〉がうろついているかもわからない、死し闘とう続く戦場の一角だ。まして自衛用のアサルトライフルも携たずさえていないとなれば最も早はや正気を疑う無防備さだったが、奇き妙みようなことにその静かな佇たたずまいには危あやうさの欠片かけらもなかった。

　擱かく座ざした〈ヴァナルガンド〉の陰かげには彼の相棒だろう白い四脚きやくのフェルドレスが待機状態で控ひかえていて、オペレーターは息を吞のむ。

〈レギンレイヴ〉。戦死者多数の激戦場にのみ現れる、不ふ吉きつな首なし骸がい骨こつども。

　少年はヘッドセットを外しているから無線では話ができない。警けい戒かいしつつ後席の車長兼砲手ガナーがキャノピを開けた。

　ちらりとこちらに視線が向いて、少年兵がわずかに眉まゆを上げた。オペレーターは小さく呻うめく。

「ノウゼン……！」

　特士校の同期だった。

　所しよ詮せん間に合わせの数合わせに過ぎない特士校で、口減らしに入れられた子供ばかりの候補生の中ではそれなりに優ゆう秀しゆう、こと戦技教練の成績は飛とび抜ぬけて良かった。けれど命令違い反はん等の問題行動もやたら多くて、結局どこぞの試験部隊に転属になった。戦闘属領ヴォルフスラント出身の最下層の人獣どもヴァルグスばかりの、特攻兵器を扱あつかわされる懲ちよう罰ばつ部隊だという噂うわさの。

　その前は同じく同期であの機体のオペレーターのユージン・ランツと、同室で二バ人デ班ィの。

　横たわる半分だけの遺体が、そのユージンだと気づいて息を吞のんだ。

「丁度良かった。戦死報告をしておいてくれ」

　無造作に投なげ渡わたされて、摑つかみとると認識票ドッグタグだ。

　ガナーが静かに問う。

「君がとどめを？」

　片手に無造作に提さげた拳けん銃じゆうと、下草に広がった血ち溜だまりからそう判断したらしい。

　負傷者の治療優先選別トリアージは本来、専門の軍医の領分だが、時に専門家の判断を仰あおぐ余地も必要さえもないのが戦傷というものだ。搬はん送そうするまでもなく手遅れなら、その場で楽にしてやるのはむしろ温情ある措そ置ちだ。

　シンが頷うなずく。複雑な顔をしながらも礼を言おうと口を開いたガナーを、遮さえぎるようにオペレーターは叫さけんだ。

「──何で助けてやらなかったんだよ!?」

　応えはない。

　見返す、醒さめて硬かたく凪ないだ血赤の瞳ひとみ。

「ユージンだって、わかってたんだろ？　今朝会ったって出しゆつ撃げき前まえそいつ言ってたんだ、お前も知ってたんだろ!?　……何で助けにきてやらなかったんだよ！　あんな、他の隊の戦せん闘とうには片かたっ端ぱしから手ぇ出して壊こわしまくってるくせに！」

　機動防ぼう御ぎよを担になう機き甲こう部隊の中でも、ノルトリヒト戦隊の総そう撃げき破は数すうは群を抜ぬいている。他の隊がしりごみするような激戦区で戦い続けていれば当然そうなる。

　それほど、強いくせに。

　連れん邦ぽうに救われて、保護してもらって、本当はもう、戦わなくていいくせに！

「どうせ屑くず鉄てつどもをぶっ殺すのを優先したんだろ！　──戦いくさ狂ぐるいのエイティシックスが！」




　エイティシックス。

　それは祖国であるサンマグノリア共和国から人型の豚ぶたと定義され、ギアーデ連れん邦ぽうによって救い出された共和国出身の同どう胞ほう達。

　強制された決死行の果てに連れん邦ぽう領りように辿たどりついた、わずか五名の少年兵である。




　シンは無言。

　更さらに言いい募つのろうとした肩かたを上官であるガナーが摑つかむ。

「マルセル少しよう尉い、やめろ。共和国のクズどもと同じに堕おちるつもりか」

　静かな声にマルセルは口を噤つぐむ。共和国がその市民であるはずの〝エイティシックス〟に行った数々の非道は、彼らが保護された半年前に、テレビやラジオで連日報道されていたから知っている。

　あんな奴やつらと同じになんて。

　でも。

　マルセルの肩かたに手を置いたまま、ガナーが頭を下げる。

「マルセル少しよう尉いの非礼を詫わびる。それからランツ少しよう尉いへの温情に礼を。ありがとう。すまなかった」

「……いえ」

　緩ゆるく首を振ふったシンをどこか痛ましげに見やり、ガナーは少し考えて続けた。

「もしかしたら助けられた恩義を返すつもりで、連れん邦ぽう軍ぐんに志願してくれたのかもしれないが。そんなことはしなくていい」

「……」

「我々連れん邦ぽうは、決して〈レギオン〉などには屈くつしない。それは戦せん闘とうでだけではなく正義においてもだ。我々は自らの意志で、家族を、祖国を、同どう胞ほうを、この国の理想を守るために戦う。君達のような憐あわれな子らに、戦いを強制することなど決してしない。……今からでも遅くない。退役して、今度は幸福に過ごしたまえ」

　返ったのは、平へい淡たんな眼まな差ざしだけだった。

　ふいと視線が外れて、所属が別とはいえ上官に無言を返す非礼はそのままに背を向ける。静かだがそっけない、熱の無い声こわ音ねがついでのように投げられた。

「〈レギオン〉が来ます。今のうちに友軍と合流を」







　自分の〈ジャガーノート〉──〈アンダーテイカー〉のコクピットで、表示された多目的ウィンドウの戦せん況きようにシンは目を走らせる。

　その時には既すでに、ユージンの戦死は意識の外へ追いやられている。五年にも亘わたる戦場暮らしで染しみついた、戦せん闘とう機械の思考。

　思い出して、一いつ旦たん切っていた知覚同調パラレイドを起動した。連れん邦ぽうが帝てい国こくだった時代から戦争を生なり業わいとしてきた他の隊員達はどうでもいいが、流石さすがにフレデリカに知り合いを殺すところを聞かせるわけにはいかない。釘くぎは刺さしたからまさか見てもいないだろうが。

　果たして起動と同時にフレデリカが言った。待っていたらしい。

『シンエイか』

「戦せん況きようは」

　統合情報システムヴェトロニクスのデータリンクはまだ復旧しない。〈レギオン〉の位置はどこまででも把は握あくできるが、まだ生きている友軍の展開状じよう況きようは敵の動きから逆算しないとわからない。類推はできなくもないが、この戦場は彼の知っているそれよりも僚りよう機きの数が多い。把は握あくしている者に聞いた方が早かった。

『ようないの。主力は予備陣じん地ちまで後退して態勢を立て直しておる。先の砲ほう撃げきの被ひ害がいが甚じん大だいだったようじゃの』

「詳しい被ひ害がい状じよう況きようはわかるか？」

『幾つかの隊の指揮官が見えぬが……。こちらも指揮車兼けん任にんとはいえ、データリンクがほとんど戻もどっておらぬゆえな……』

　阻電攪乱型アインタークスフリーゲの重層展開が解除できていない。焼やき払はらうための高こう射しや砲ほうが、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの阻そ止し砲ほう撃げきで前進しきれていないようだ。

　厳しいな、と表情一つ変えないままに思う。

　連れん邦ぽうの戦力は、共和国のそれとは比べ物にならないほど多い。運用する各兵器も優ゆう秀しゆうだ。砲ほう撃げきやデータリンクの支し援えんも受けられて、……それでも、それ以上に対たい峙じする〈レギオン〉が遥はるかに強い。

　共和国のあのでたらめな防衛システムが九年も持ちこたえられたのは、実のところ、〈レギオン〉が連れん邦ぽうとの戦せん闘とうに戦力の大半を割いていたから、なのだろう。あるいは共和国側の戦線自体、一種の実験場、教練場所程度の扱あつかいだったか。

『──師団司令部から連れん絡らくじゃ。再さい攻こう撃げきにあたりノルトリヒト戦隊は側面からの急きゆう襲しゆうを行う。地点二七‐三二に集結、別命あるまで待機せよと。……通信兵が直接来ておるぞ。難なん儀ぎなことじゃの』

「了解」

〈アンダーテイカー〉を回かい頭とう。ややあってベルノルトが合流した。ついで配下の小隊の残り二名が。

　戦域全体に散っていた戦隊機が続々と集まり、レーダースクリーンに友軍を示す青の輝点ブリップが同じ数だけ灯る。

　見慣れたパーソナルネームのブリップが表示されると同時、この戦場では久しぶりに聞く声が言った。

『──うちの隊が全機集められんのも珍めずらしいな。〈ヴァナルガンド〉がそれだけやられてんのか』

〈ヴェアヴォルフ〉。

　部隊コード、機体番号とともに表示されたその名前を一いち瞥べつし、繫つないできた同調の相手にシンは応じる。

「ライデン。……そっちの支し援えん先さきはどうなった？」

『生あい憎にくとこっちも正規機き甲こう部隊の連中は壊かい滅めつ状態だ。……再さい攻こう撃げきっつっても、本隊の戦力はそう期待できそうにねえな』

『……別に、元々あてになんてしてないけど』

『ていうか、まーた今回も反はん攻こう失敗したら孤こ立りつしそうな場所だよねー。急きゆう襲しゆうとかいって、もろ先せん陣じん切らされる囮おとりっていうか』

『戦せん況きようは最悪だけど自力でどうにかしろ、っていうのは、結局どこも変わらないわね』

　続けて口々に、戦域全体に散っていた同じエイティシックスの仲間達が。

　強きよう烈れつな電磁妨害ジャミングにちらつくレーダースクリーンに、かつての戦場と同じ名が映る。

　見やってシンは一つ嘆たん息そくした。

　辿たどり着ついたこの国でも、戦争の形は変わらない。機械仕じ掛かけの亡ぼう霊れいの軍勢に、人は圧あつ倒とうされ、鎖とざされて吞のみ込こまれようとしている。

　数多あまたの仲間達が消えていった戦野のその果てで、同じ戦争が繰くり広ひろげられているとは──その同じ戦争を再び戦うことになるとは、思ってもみなかった。

　特別偵てい察さつという名の決死行を進んでいた、

　あの頃は。














第二章　パンツァー・リート









　特別偵てい察さつは思いの外に平へい穏おんで、覚かく悟ごしていた日数以上を進むことができた。

　相対していた部隊を初日に壊かい滅めつさせていたのも良かったのだろう。競合区域コンテスト・エリアを抜ぬけてしまえば、むしろそこは〈レギオン〉にとっては完全な自分達の支配域内、哨しよう戒かいの頻ひん度ども高くない。シンの異能で〈レギオン〉達の位置と移動方向を把は握あくして遭そう遇ぐうを回かい避ひする進路を選び、あるいは潜せん伏ぷくしてやり過ごして、できる限り戦せん闘とうを避さけつつ彼らは東へ進み続けた。

　本格的な秋になりゆく季節の野営、無味乾かん燥そうな合成食ばかりの、いつ果てるともしれぬ敵勢力下の行軍だったけれど。それは彼らにとってはようやく手に入れた、初めての自由な旅路だった。

〈レギオン〉支配域にもかつて人は暮らし、無人とはいえ街も村もまだ残っている。機会があればそれら廃はい墟きよを探たん索さくし、野生化した家か畜ちくを狩かり。可能な状じよう況きようなら野営の夜には焚たき火びを囲んで、進むにつれ変わりゆく街村の風ふう俗ぞくや、今はもう誰だれにも知られぬ自然の絶景を楽しみながら。

　やがて秋の気配も深まり、行き過ぎる廃はい墟きよの標識から共和国の地名が一つもなくなり、代わりに帝てい国こくのそればかりが目につくようになってきた頃。

　その場所に、彼らは行き着いた。







「ファイド」

「お前が、おれ達がここに行き着いた証あかしだ。──朽くち果はてるまでその任を全うしろ」




　横腹に砲ほう撃げきを喰くらい、永遠に沈ちん黙もくしたファイドの傍かたわらで、片かた膝ひざをついていたシンはゆっくりと立ち上がる。

　最後に与えた命令は、壊こわれゆく〈スカベンジャー〉に届いたのだろうか。そこに込めた意図を、──粗そ末まつな処理能力しか持たないゴミ拾い機は理解できたのだろうか。

　振ふり返かえると、ライデンが戻もどってきていた。

「いいのか？」

　少し考えて、何のことか気づく。死んだ仲間達の名を刻んだアルミの墓標。

　兄のそれも含ふくめた五七六枚全て、ファイドと〈ジャガーノート〉の残ざん骸がいを集めたここに置いていくと決めたのはつい先ほどのことだ。

「ああ。こうなった以上、おれ達もそう長くは進めないだろうし」

　辛かろうじてファイド以外の全員が生きのびたものの、つい先程の戦せん闘とうで〈ジャガーノート〉は〈アンダーテイカー〉以外の全機を失ってしまった。残る武器は一応の自衛用の小火器しかない今、強大を極きわめる〈レギオン〉と戦う力は最も早はや無い。

　次に戦せん闘とうになった時が、本当に最さい期ごだろう。

　それと知って、けれどシンは淡あわく笑った。

　こん、と手の甲こうで焼やけ焦こげたファイドのコンテナを叩たたく。

「この程度はこいつに報むくいてやりたい。……こいつはもう、連れて行ってはやれないから」

　死者の形見の装そう甲こう片へんを引ひき剝はぐ忠実な死肉漁りスカベンジャーが、いなくなってしまったから。

　ふん、とライデンもまた薄うすく笑う。今いま更さらだ。彼らにとっては。

　眼前に迫せまる自らの終わりなど。

「楽しいハイキングも、いよいよ終わりか」

　息をつき、ふっと笑みを消して西を──これまで過ぎてきた背後を見やった。

　秋も深まり、冴さえた青空の下に一面の枯かれ色いろが広がる戦野。渡わたる風にわずかばかり咲き残った花の黄色い花はな弁びらが舞まい、少し前から並へい走そうする形になっている、黒々と彼方かなたまで伸びる複々線の八本の軌条レールが少し皮肉だ。この無人の平原に残された、かつての人々の交流の名な残ごり。

「しかし、とんでもねえ数だったな」

「……ああ」

　何とか通り抜けることができた〈レギオン〉支配域最深部は、かつてその嘆なげきの声から推察したとおり、膨ぼう大だいな数の〈レギオン〉がひしめいていた。

　見み渡わたす限りの草原に鉄色のモザイクのように隙すき間まなく敷しき詰つめられた、待機状態の戦車型レーヴェと重戦車型ディノザウリアの群。一対の激流の大河のように前線と後方を休みなく行き来する回収輸送型タウゼントフュスラーの隊列。翅はねを休める阻電攪乱型アインタークスフリーゲの群が立たち枯がれた森を銀色の樹氷のように覆おおい、ある時迷まよい込こんだのは鉱物資源を採さい掘くつしたものか、切きり崩くずされた山の残ざん滓しとクレーターのように掘ほり返かえされて一面赤く乾かわいた大地の、この世の終わりのような風景。

　おそらくあれが自ヴ動ァ工イ場ゼ型ルや発電プラント型アトミラルだろう、あまりの巨大さに全体像もつかめない怪かい物ぶつが、濃こい朝あさ霧ぎりの中を這はいずる様も見た。周辺一帯を移動する〈レギオン〉の大軍勢が埋うめ尽つくし、時に冷たい雨の中、何日も潜せん伏ぷくを強いられたことも。

　あれほどの機械の亡ぼう霊れいの軍勢に──抗こうする術などあるはずもない。

　この戦争は、共和国が敗ける。

　あるいは人類そのものが。

　──いつか、この場所まで。……彼女が辿りつく日は来るのだろうか……。

　切きり離はなした最後の追加コンテナに無事だった物資を積み込んで、〈アンダーテイカー〉に牽けん引いんさせるべく無理矢理ワイヤーとウィンチで繫つないでいたアンジュが戻もどってくる。

「二人とも、こっちの作業は終わったからそろそろ行きましょ。あんまり遅くなると、戦せん闘とうの音を検知した他の〈レギオン〉が来るわ」

　目を向ければ、同じく接続作業を行っていたクレナとセオが、それぞれ〈アンダーテイカー〉とコンテナから飛び降りたところだ。

　ここからは、交代で〈アンダーテイカー〉を操縦しながら進むことになる。もし〈レギオン〉に行きあった場合はその時操縦している奴やつが戦い、他の奴やつは足手まといにならないよう逃にげる、と、さっき話し合って全員で決めた。

　一つ伸びをして、そのまま頭の後ろで両手を組んだセオが口の端はしを下げる。

「それにしても、よりにもよってシンの〈ジャガーノート〉かあ……。シンのパラメータ設定って操作系がやたら敏びん感かんで正直怖こわいんだよね。リミッターもあちこち壊こわしてあるし」

〈アンダーテイカー〉が〈ジャガーノート〉には本来不可能な機動さえ行えるのはそれが理由だ。無論、シンの操縦技術が〝号持ち〟の中でもとび抜ぬけているから可能なことだが。

　妙みようにうきうきとクレナが手を上げる。

「じゃ、最初はあたし乗るよ。さっき最初にやられちゃったし、疲れてないから」







　生き残ったとはいえもう長いこと専門の整備のされていない〈アンダーテイカー〉も大分ガタがきていて、不慣れな機体という以上に危なっかしくクレナは機体を立ち上がらせ、それに牽けん引いんされたコンテナの上でシンはふと、再び背後に意識を向けた。

　随ずい分ぶん前から、ついてきている〈レギオン〉がいる。

　何な故ぜか襲しゆう撃げきはしてこない。斥せつ候こうか監かん視し目的とも考えたが、他の〈レギオン〉を呼び寄せるでもなくひたすら単たん騎きで後方を追従している。待まち伏ぶせようにもこちらが止まると向こうもその間足を止めるし、おそらく引き返してもそれは同じだ。

〈ジャガーノート〉の兵装は直接照準を主としているために射程が短く、目視圏けん内ないしか攻こう撃げきできない。地平線の向こうに隠かくれる〈レギオン〉にはこちらからは打つ手はなく、仕し掛かけてくる様子もないからライデン達には話していないが。

　声の通り方からして〈羊飼い〉。奇き妙みように潜ひそめられて言葉そのものは聞き取れないが、どこかで聞き覚えのある声にも思える。

　あれは、どこで──……？
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　死ぬべき時に死ねないのは、つくづく因果だな。

　制せい御ぎよのおぼつかない体をひきずりながら、崩ほう壊かい寸前の流体マイクロマシンの神しん経けい網もうでレイは思う。

〈レギオン〉のミッションレコーダのデータファイルは、戦せん闘とうデータの保存と集約のため、撃げき破はされた場合直近の僚りよう機きに転送される。それが〈羊飼い〉の場合には、中ちゆう枢すう処理系の構造図ごと、用意された予備機に。

　同じ人間を材料とした〈黒羊〉が無数に存在し得るのに対し、〈羊飼い〉は必ず一機しか存在しない。

　人格を持つ〈羊飼い〉は、自分と全く同じ存在が別の個体として在ることに耐たえられないからだ。けれど処理装置としてより高性能の〈羊飼い〉を一度の撃げき破はで失うことを〈レギオン〉はよしとせず、保険としてこうして、予備機と特別な転送システムが用意されている。

　とはいえ実のところ、全く役に立つ仕組みではないなとレイは思う。

　撃げき破はされる瞬しゆん間かんに、今まさに破は壊かいされつつあるデータファイルを転送するなどほとんど不可能だ。大たい概がいは転送すらされないだろうし、仮にできたところでまともに予備機が動くものか。

　実際、成形炸さく薬やく弾だんのメタルジェットに切きり裂さかれ、焼け落ちながら転送されたレイのデータファイルは、辛かろうじて転送完了はしたものの、その時点ですでに崩ほう壊かい寸前の酷ひどい状態だった。

　長くは保たない。

　それと知って、だからこそ、支配域を進むシンの道みち行ゆきに追従した。見つからぬよう距きよ離りを置いて、……行き着く果てを見届けるために。

　軋きしみながら進む、予備の古い重戦車型ディノザウリアの機体。

　自分はやはり、ショーレイ・ノウゼンの魂たましいというべきものなのかも知れないなと、ふと思った。

　時を経るごとに自じ壊かいしていくほどぼろぼろのデータファイルなのに、最後の戦場の記き憶おくは何な故ぜか全てある。戦せん闘とう機械の本能にあてられ、守ることと殺すことをはき違ちがえた自分の狂きよう気きを。庇かばうように立ちはだかった白銀色の少女の幻まぼろしを。幾いく度ども命を奪うばおうとした自分を、それでも最後に兄と呼んでくれた声を、まだ、レイは覚えている。

　無数の〈レギオン〉がひしめく支配域を、シンと仲間達は交戦を避さけ、部隊の間かん隙げきを縫ぬうようにして進んでいく。

　それでいい、とレイは思う。望みもしなかった戦いではなく、一歩でも長く先に進むことを考えていれば。進んだ先には連れん邦ぽうがある。孤こ立りつしながらも果か敢かんに〈レギオン〉と戦う、人類最大の生せい存ぞん圏けんが。

　連れん邦ぽうまで辿たどり着つけば、シン達はきっと、保護してもらえる。

　共和国に比べれば、連れん邦ぽうの軍人達は極きわめてまともだ。色の違ちがう兵士同士、共に戦う仲間を決して見捨てず、それが死体だろうと置き去りにはしない。

　死地から逃にげ込こんできた、子供ばかり五人──無む碍げには扱あつかうまい。

　見届ける頃には、自分は消えているだろう。その方がいい。今はひととき正気を保っているが、いずれ自分はまた狂くるう。望みも願いも全て『殺すため』にすりかわり、……そうして、再び呼んでしまうだろうから。

　呼んだらまた、探しに来てしまうだろう。身勝手に殺して身勝手に死んだ愚おろかな兄を見捨てられず、五年にも亘わたり戦場の地じ獄ごくを彷徨さまよい歩あるいた、あの優やさしい弟は。

　ごめんな。今度こそ、ちゃんと逝ゆくから。

　最後に見届けることだけは赦ゆるしてくれと、祈いのるような足取りで重戦車型ディノザウリアは進む。
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『──アンジュ。そろそろ代わろう』

　知覚同調パラレイド越しに唐とう突とつにシンが言った言葉に、〈アンダーテイカー〉を操縦していたアンジュは瞬まばたく。ファイドと彼女達の相棒と別れて、ようやく二日目。秋の清せい冽れつな木こ漏もれ日びも爽さわやかな、落葉と楓かえでの種が舞まう紅葉の森の中だ。

「まだ早くない？　午前の担当は、お昼の休きゆう憩けいまでだったでしょ？」

『飽あきた』

　端たん的てきかつ身も蓋ふたもない返答に思わず苦笑する。確かに、あまり雑談をする性た質ちでもなし、することもなく景色を眺ながめているのもさぞ退たい屈くつなのだろうが。

「こんなにのんびりできるなら、シン君は読む本の一冊くらい持ってきても良かったかしらね」

　苦笑したままアンジュは、開閉レバーに手を伸のばす。
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　シン達は順調に連れん邦ぽうへと近づいていて、崩ほう壊かいが進んですっかり鈍にぶい思考で、レイは安あん堵どする。

　このまま行けばじきに連れん邦ぽう軍ぐんの哨しよう戒かい線せんに辿たどりつくだろう。哨しよう戒かい線せんの〈レギオン〉達は連れん邦ぽうとの戦せん闘とうに戦力と注意の全てを注いでいる。警けい戒かいの薄うすい後背から忍しのび寄よるちっぽけな機動兵器一機、地勢に隠かくれていればすり抜ぬけるのは決して不可能ではない。

　レイの方は自じ壊かいが先か、辿たどりつくのを見届けるのが先かももはや怪あやしいところだが……まあ、多分大だい丈じよう夫ぶだと、安心して逝ゆくことにしよう。

　──ん。

　辛かろうじて繫つながっているデータリンクに、近きん隣りんの友軍部隊の情報が表示される。知覚したその内容に、レイは擬ぎ似じ神しん経けい網もうを焼く焦しよう燥そうを覚えて立ちすくんだ。

　まずいッ……！
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　ほとんど崖がけに近い峻しゆん嶮けんな勾こう配ばいの下を回りこむ獣けもの道みちで、不意に〈アンダーテイカー〉は足を停めて、コンテナに自機から持ち出した毛布を敷しいて寝ね転ころがっていたライデンは身を起こす。

「どうした、シン？」

　淡たん々たんとシンが口を開く。それはいつもの平へい淡たんな声こわ音ねだったが、同時に静かな覚かく悟ごの響ひびきを帯びていた。

『──乗ってる奴やつが戦う。そういう決まりだったな』

　瞬しゆん間かん悟さとった。

「お前！　気づいてたな!?」

　どう進んでも交戦を回かい避ひできない〈レギオン〉に。……おそらくは、アンジュに交代を告げたあの時既すでに！

　総毛立つように激げつ昂こうしたアンジュがコンテナを飛び降りる。

「ずるいわ、シン君！　──こんなのってない！」

　詰つめ寄よろうとした、その眼前でシンは牽けん引いん用ようのワイヤーをパージした。勢いよく弾はじけ飛とんだワイヤーに咄とつ嗟さにアンジュは身を竦すくめ、その隙すきに〈アンダーテイカー〉はわずかな段差を足あし掛がかりに一息に斜しや面めんの上へ駆かけ登のぼる。崖がけに近い、人間では登るのも難しい勾こう配ばいの上。迂う回かい路も見る限り近くにはない、おそらくはそのつもりで選んだ進路。

　罅ひびの入った紅あかい光学センサが、こちらを向いた。格かく闘とうアームは両方とも失い、装そう甲こうは焼やけ焦こげ、駆く動どう系けいにもガタのきている満身創そう痍いの〈ジャガーノート〉。

『お前達は、このまま進め。森の中ならそうそう見つからない。……しばらく進むと〈レギオン〉の声が消える。人が残っているなら、可能ならそいつらに保護を求めろ』

　かつて、八六区の戦場でも聞いた話だ。

　そして見つからないのもそれはそうだ。自じ陣じん内ないに敵機が──〈アンダーテイカー〉がいる限り、一帯の〈レギオン〉の注意はそちらに向く。その分他への警けい戒かいは甘くなる。

　あるいはそれさえも、計算の上で。

「ふざけないでよ！　それってシンが囮おとりになるってそういうことだろ!?」

「みんな一いつ緒しよに行くんでしょ!?　最後の最後に一人で行くなんてそんなの──」

　セオの怒号も涙なみだ声ごえでクレナが叫さけびかけた言葉も聞かず、知覚同調パラレイドさえ断たち切きって、〈アンダーテイカー〉が緑りよく陰いんの向こうに消える。

　ライデンは思い切りコンテナを殴なぐりつけた。

「くそッ……！」

　会敵した時に乗っている奴やつが〈レギオン〉と戦う。最後の戦せん闘とうを誰だれが担当することにしても他の奴やつは納なつ得とくしないから、運任せにして公平を図ったつもりの取り決めだったが、甘かった。遥はるか遠くの〈レギオン〉まで感知できるシンにとっては、回かい避ひできない敵機の存在を認にん識しきした場合、誰だれが死ぬかを暗あん黙もくの裡うちに選ぶことになる。

　避さけるには、自分が戦うしかない。

「あの、馬ば鹿かが……！」

　傍かたわらのアサルトライフルを摑つかみ、ライデンは立ち上がる。
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　哨しよう戒かいスケジュールの消化中、突とつ如じよ、所ア属ン不ノ明ウ機ンからの急きゆう襲しゆうを受けた〈レギオン〉哨しよう戒かい中隊は敵味方識別ＩＦＦの情報を即そく座ざに書リきラ換イえト、会敵エンゲージを戦術データリンクに報告すると同時に応戦を開始した。

　機き甲こう兵器の常セ套オ戦リ術ーをまるで無視し、不意打ちの砲ほう撃げきで戦車型レーヴェ一機を撃げき破はするなり戦列のただなかにつっこんできたその敵性機は彼らの固有データには記録がなかったが、照合した広域ネットワークのデータベースに該がい当とうする機種があった。サンマグノリア共和国の主力兵器、識別名〈ジャガーノート〉。脅きよう威い度どは低、機き甲こう兵器に分類するには装そう甲こうも火力も足りない、装そう甲こう歩兵相当の兵種だ。

　まして土地の起き伏ふくと障害の少ない平原での戦せん闘とうで、圧あつ倒とう的てきな火力と堅けん固ご極きわまる装そう甲こうを備えた戦車型レーヴェに対たい抗こう可能な陸戦兵器などない。

　そのはずだったが、この〈ジャガーノート〉はその想定を上回る戦せん闘とう能力を発揮した。乱戦に持ち込むことで戦車型レーヴェの分厚い装そう甲こうを他の〈レギオン〉の砲ほう撃げきへの楯たてとし、零ゼロ距きよ離りまで間合いを詰つめて低い火力をカバーしている。

　近接戦仕様の〈ジャガーノート〉──ただし通常仕様との性ス能ペ諸ッ元ク上の差異はなく、異なるのは唯ゆい一いつ、中ちゆう枢すう処理系の性能のみと推定される。

　直ちよく衛えいの戦車型レーヴェ四機が撃げき破は。中隊戦力の四五パーセントを損そん耗もう。

　それでも機械仕じ掛かけの魔ま物もの達は欠片かけらの焦しよう燥そうも覚えない。脅きよう威い度どを変更リライト。連れん邦ぽう主力フェルドレス、識別名〈ヴァナルガンド〉と同等と判定。現行戦力での確実な制圧は不可。本隊及び周辺部隊に援えん護ごを要よう請せい。

　特記事じ項こう──鹵獲を推奨。

　コンマ数秒で広域ネットワークへの報告と要よう請せいを完了させ、再び〈レギオン〉達は動き出す。
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　……敵の動きが変わった。

　四機目の戦車型レーヴェを撃げき破はしたところで突とつ如じよ、変化した〈レギオン〉達の展開パターンに、シンは周囲に視線と意識を走らせる。

　包囲、といっても友軍誤射を避さけるため、部隊も機体も互たがいの火線に重ならないように配するのが定石だ。必要ならば僚りよう機きごとこちらを砲ほう撃げきすることも躊躇ためらわない〈レギオン〉とてそれは同じ──けれど対たい峙じした〈レギオン〉達は、友軍機の射線に入ることも構わずこちらの退路を塞ふさぎにかかっている。

　足止め。その判断を後押しするように、近きん隣りんの〈レギオン〉集団が動き始めるのをその異能が捉とらえる。最も近い集団──おそらくはこの哨しよう戒かい部隊の本隊──との距きよ離りはおよそ八〇○○。戦車型レーヴェの巡じゆん航こう速度ならば、一分足らずでこちらを射程に収められる。

　合流されると流石さすがにまずい。突とつ貫かんしてきた近接猟兵型グラウヴォルフの斬ざん撃げきを躱かわしざまに応射を喰くらわせ、それによって一いつ瞬しゆん空いた間かん隙げきを強ごう引いんに突とつ破ぱした。装そう甲こうを擦さつ過かした重じゆう機き関かん銃じゆう弾だんが金切り声をあげて飛び過ぎ、機体ステータス上の左後部の脚きやく部ぶ関節に許容範はん囲いを超える負ふ荷かの警ア告ラ表ー示トが灯る。

〈レギオン〉の狙ねらいは。

　思い至ってわずかに苦く、目を眇すがめた。

　この『首』か。

〈黒羊〉、あるいは〈羊飼い〉。戦死者の脳構造を取りこんだ、亡霊憑つきの〈レギオン〉達──。

　けれどプロセッサーではおそらく最長クラスの戦歴を持つシンでさえ、それのことは念頭に置いていなかった。

　無理もない。遭そう遇ぐうしたのは一度きり、群れの中に潜ひそんでいる間は見分けもつかない。

　何より、かつてシン自身が口にしたとおり、それの本来の役割は面制圧か固定目標の破は壊かい、たかだか機動兵器一機如ごときを狙ねらい撃うつために、使われるものではないのだから。

　向けられた目を、知覚した。

　遠く、長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの砲ほう支し援えんさえも届かない遥はるかな遠くから。狂きよう熱ねつに凍いてついた黒こく瞳とうを幻げん視しするほどの──強きよう烈れつな悪意の。




『殺してやる』




　似た言葉のせいか、討うち果はたしたはずの兄の声に、奇き妙みようなまでに似通った声こわ音ねだった。

　殺された夜の光景がフラッシュバックする。闇やみ雲くもな恐きよう怖ふが、操そう縦じゆう桿かんを握にぎる手を凍こおりつかせた。

　殺してやる。

　断だん片ぺん的てきなイメージが流れ込む。自分のものではない記き憶おく。知覚同調パラレイドが、あるいはかつての自分の異能が、誰だれかと繫つながる時に垣かい間ま見みせるような。

　曇どん天てん。廃はい墟きよ。割れた石いし畳だたみ。灰色をしたそれら背景に鮮せん烈れつに浮うかぶ、──絞こう首しゆの罪人のように吊つるし上あげられた、血に染まった深しん紅くの、子供のマント。

　殺してやる。

　男も女も子供も年寄りも貴族も貧ひん民みんも。……を害する者は全て。

　何もかも全て殺してやる……！

　知った声だった。

　共和国の、八六区の。スピアヘッド戦隊として戦った第一戦区の戦場で。

　その戦闘で四人が死んだ。レーダーの探たん知ち範はん囲いの遥はるか外から、一いち撃げきで〈ジャガーノート〉を文字通り消し飛ばした、あの──。

「っ……！」

　咄とつ嗟さに〈アンダーテイカー〉を跳とび退すさらせたのは、培つちかわれた戦士の本能か、それとも一度遭そう遇ぐうした時の経験だったか。

　レーダーに警告、同時に着ちやく弾だん。

　初速毎秒四〇〇〇メートルの超高速と、おそらく数トンにもなる大質量がもたらす莫ばく大だいな運動エネルギーを纏まとい、砲ほう弾だんの豪ごう雨うが〈レギオン〉偵察部隊の巻き添えも構わず戦場一帯に降り注ぐ。

　一いつ瞬しゆん無音と感じるほどの大だい音おん響きようと、視界を白く染めあげる激げき烈れつな閃せん光こう。

　吹ふき荒あれた猛もう烈れつな衝しよう撃げき波はと撒まき散ちらされる高速の砲ほう弾だん片へんが頑がん強きような〈レギオン〉の装そう甲こうをへし折り、引ひき裂さき、吹き飛ばして駆かけ抜ぬける。地中を疾はしった衝しよう撃げき波はが同心円状に膨ぼう大だいな土ど砂しやを抉えぐり飛ばし、隕いん石せきの落下じみたクレーターを大地に深々と刻み付ける。

　平らかな秋の枯かれ野のが──一いつ瞬しゆんで巨きよ大だいな窪くぼ地ちと化した。

　耳を聾ろうする轟ごう音おんと暴ぼう風ふうの吹ふき荒あれる中、〈アンダーテイカー〉は辛かろうじて砲ほう弾だんの効こう力りよく圏けんを逃のがれた。とはいえ流石さすがに無傷とはいかない。コクピットに飛び込んだ破は片へんにやられてメインスクリーンがダウン。ジャイロと冷れい却きやく系けいの表示が計器から消え、ホロウィンドウが全て消失する。

　駆く動どう系けいと火器が無事なだけマシだ。まだ敵は残っている。ほとんど無意識に片手でダメージコントロールをこなしつつ、役に立たないメインスクリーンは無視して敵機の位置を探さぐり──。

　その時、立て続けに限界以上の負ふ荷かを強いられた左ひだり後こう脚きやくが、関節部から折れ飛んだ。

「！」

　残った脚あしを支えに辛かろうじて転てん倒とうは免まぬかれた。けれどそれだけだ。ただでさえ機体重量に比して重い砲ほうをマウントして後方に重心の偏かたよった〈ジャガーノート〉は、後ろ足のどちらかを失うと全く歩けなくなる。

　もう随ずい分ぶん昔に思える、老整備クルーの懐なつかしい怒ど声せいが、耳の奥おくに蘇よみがえった。




　──足回り弱ぇんだから無茶すんなって毎度毎度言ってんだろうが！

　──いつか死ぬぞあんな無茶な戦い方しやがって！




　ここにきて、か。

　噴ふき上あがった土ど砂しやと砂すな煙けむりの帳とばりを引ひき裂さいて、脚きやく部ぶの半分を喪そう失しつしながら突とつ進しんしてきた戦車型レーヴェが躍おどり出でる。

　振ふり上あげられる最さい前ぜん脚きやくをなす術もなく見上げ──シンは微かすかに、場ば違ちがいな苦笑を浮うかべた。







　機体の破は片へんを撒まき散ちらして、〈アンダーテイカー〉が吹き飛ばされる。

　何とか登れそうな場所を探して斜しや面めんを這はい登のぼり、砲ほう撃げき音おんを追って森を出たライデン達が見たのはそれだった。

　ライデンでさえ初めて見る、彼らの死神の敗北の瞬しゆん間かんだった。

　生存本能が悲鳴を上げた。──戦車型レーヴェを相手に、生身の自分達が敵かなうわけがない。

　理性が必死に引き留めた。──ここで出ていったら、シンは文字通り無む駄だ死じにだ。

　クソ喰くらえ。

　立たち尽つくしたのは一いつ瞬しゆん、弾はじかれたように飛び出す仲間達の足音を聞きながら、ライデンは森を駆かけ出だした。







　アサルトライフルの銃じゆう声せいがする。

　聞き覚えた鋭するどいその音に、シンは重い瞼まぶたを辛かろうじて持ち上げた。全ての光学スクリーンと計器が死んで暗い、横よこ倒だおしになった〈ジャガーノート〉のコクピットの中。

　息をするのが辛つらい。肺の奥おくが焼けつくようで、吐く息は微かすかに血の臭においがした。溢あふれて伝う血の感かん触しよくはどこにもないのに酷ひどく寒くて、体の中をやられたなと他ひ人と事ごとのように思った。

　まだ生きているのだから動くべきだったが、せめて携けい行こうの拳けん銃じゆうを抜ぬいて自分の始末をつけるくらいはするべきだったが、指一本動かせなかった。

　薄うすっぺらな装そう甲こうの向こうで、置き去りにしたはずの仲間達の怒ど号ごうと銃じゆう声せいが響ひびいている。

　馬ば鹿かだな、と思う反面、おそらく同じことを考えた結果が今の自分のこの様なのだから、あながち彼らばかりを笑えもしない。

　この無意味で馬ば鹿かげた闘とう争そうの果てにはあるいは相応ふさわしい──無意味で、馬ば鹿かげていて、それでもせめてかく在らんと望んだ終わり方。

　ふ、と再び、微かすかな、場ば違ちがいな苦笑が浮うかんだ。

　兄は討うち果はたし、思いの外に長い道のりを進めて、思い残すことなどもう何もないはずなのに、……それでもやはりこういう時には、死にたくないと思ってしまうものらしい。

　死んで、自分も〈レギオン〉になるのだろうか。

〈レギオン〉と化した自分は──誰だれの名前を呼ぶのだろうか。

　思い出そうにも顔さえ知らないのが、少しだけ、心残りだった。

　怒ど号ごうと銃じゆう声せいが唐とう突とつに消える。

　亡ぼう霊れいの声を聞く異能がこの期ごに及んで、キャノピを引ひき剝はがすまでに接近した〈レギオン〉の存在を彼に伝える。

　──タングステンの弾だん芯しんが分厚い装そう甲こうを無理矢理ぶち抜ぬく、金属の悲鳴。

　それを最後に、シンの意識は闇やみに沈しずんだ。
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　五体の敵性体の沈ちん黙もくと無力化を確認し、唯ゆい一いつ生き残ったその戦車型レーヴェは戦域ネットワークに状じよう況きよう終了を報告する。

　あわせて火力支し援えんを実行した『試作機』の再調整を要よう請せいした。鹵ろ獲かくを推すい奨しようと伝達したにも関わらず撃げき破はを目的に砲ほう撃げきを実じつ施しし、敵性フェルドレス一機のために友軍部隊一個を損失させるようでは、まだ中ちゆう枢すう処理系の判断能力に不安があると判断せざるを得ない。

　要よう請せいを送信し、擱かく座ざした〈ジャガーノート〉に光学センサを向ける。

　他の四体を含ふくめ、生命活動が停止するほど破は壊かいはしていない。敵性体の中ちゆう枢すう処理系は脆ぜい弱じやくで、取り出してスキャンをかけると組織が崩ほう壊かいしてしまうのはまだしも、生命活動を停止させるなり劣れつ化かが始まってしまうから、可能な限り生かして鹵ろ獲かくしないといけない。

　この、〈ジャガーノート〉に搭とう乗じようする敵性体。

　性ス能ペ諸ッ元ク上の不利を覆くつがえす、高性能の処理系だ。友軍機に適用すれば、さぞ、更さらなる戦果拡大に貢こう献けんすることだろう。

　戦車型レーヴェを含ふくめた戦せん闘とう型がたの〈レギオン〉に物資運うん搬ぱん機能はない。近在の自ヴ動ァ工イ場ゼ型ルまで運うん搬ぱんするため、回収輸送型タウゼントフュスラーの派は遣けんを戦略ネットワークに要よう請せいしようとして。

　急接近する友軍機の応答信号レスポンドが、敵味方識別ＩＦＦに返ったのはその時だった。

　戦せん闘とう部隊未所属の重戦車型ディノザウリア。砲ほう声せいを検知したものか──。

　轟ごう音おん。

　砲ほう塔とう正面なら同じ戦車型レーヴェの主しゆ砲ほうの零ゼロ距きよ離り射しや撃げきをも弾はじく六五〇ミリ圧あつ延えん鋼こう板はん相当の複合装そう甲こうが、一五五ミリ高速徹甲弾ＡＰＦＳＤＳの直ちよく撃げきに虚むなしく貫かん徹てつされた。

　重戦車型ディノザウリアの砲ほう撃げき。恐きよう怖ふも驚きよう愕がくも知らない自動機械だったが、その事態を把は握あくするには時間を要した。彼らには本来、ありえないことだったからだ。

　友軍誤射フレンドリ・ファイア──否、敵味方識別ＩＦＦには互たがいに応答を返した。友軍機と認にん識しきしながら砲ほう撃げきした、つまりは、敵だ。

　旧式のタングステン弾だん芯しんの高速徹甲弾ＡＰＦＳＤＳだったのは幸運だった。成形炸薬弾ＨＥＡＴだったら、あるいは劣れつ化かウラン弾だん芯しんの徹てつ甲こう弾だんだったら機体内部を焼かれて一いち撃げきで撃げき破はされているところだ。敵味方識別ＩＦＦの情報を更新リライト、敵性機として登録。戦術データリンクに会敵エンゲージを報告し、対処を──。

　二に撃げき目め。

　第一射からほとんど連続して叩たたきこまれた砲ほう撃げきに、辛かろうじて無事だった中ちゆう枢すう処理系が根こそぎ引ひき裂さかれて破は壊かいされる。

　誘ゆう爆ばくで爆ばく発はつ四散させないよう──すぐ近くにいる〈ジャガーノート〉に万一にも被ひ害がいが及ばないよう、重戦車型ディノザウリアは成形炸薬弾ＨＥＡＴではなく高速徹甲弾ＡＰＦＳＤＳを使ったのだと、頽くずおれる戦車型レーヴェに理解できるはずもなく。

　割れた光学センサに、銀色のマイクロマシンの『手』を生やした異形の重戦車型ディノザウリアの姿を映し──その戦車型レーヴェは機能を停止した。
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　夢を見た。




　夢の中でシンは小さな子供で、気がつくと誰だれかに抱だき上あげられて運ばれていた。その人以外の誰だれも、何も見えない無む明みようの闇やみ。機械仕じ掛かけの亡ぼう霊れい達の声の向こうに常に感じる、意識の底の、魂たましいの底の闇やみの奥おく。

　視線を上げると、兄だ。

　覚えているよりも幾いくらか年上の二十歳過ぎの、……おそらくは、死んだ時の。

「お兄ちゃん……？」

　レイが笑う。懐なつかしい、優やさしいその笑み。

「起きたか」

　足を止めてよいしょ、と屈かがんで下ろされる。幼い体は頭が大きくてバランスが悪い。少しよたつきながらもなんとか立って、もう一度見上げる。

　しゃがんだ姿勢のまま目を合わせてレイが言う。それでもまだレイの方が少しだけ目線が高い。

「おれはここまで。ここから先は、自分で行けるよな。一いつ緒しよに行く仲間もいるし、」

　言いながら、レイは立ち上がる。

　少し見上げる、そのわずかな距離が──兄は立ち上がったのに、変わらない。




「こんなに大きくなったんだものな」




　は、と自分の体を見下ろして、シンは自分が本来の十六歳の姿に戻もどっていることに気づく。

　兄さん、と言おうとして、声が出なかった。

　亡ぼう霊れいとは──死んだ者とは、本当は言葉など交わせないものだから。

　言葉もなく見上げるばかりのシンを見返して、ふとレイは痛みを堪こらえる顔になった。

　首の傷きず痕あとに、レイの手が触ふれる。あの夜と同じ、あの戦場と同じ、兄の大きな手。

「ごめんな。痛かったよな。……おれが死にきれなくてずっと呼んでたせいで、こんなところまで来させたんだよな」

　違ちがう、と答えたかった。せめて首を振ふりたかった。でもどちらも、体が動かなくてできなかった。

　痛くなかったと言ったら噓うそだ。向けられた憎ぞう悪おが痛かった。お前の罪ＳＩＮだと叫さけび続ける声に、毎晩、殺された夜の夢を見た。耳を塞ふさぐこともできない絶ぜつ叫きように常に──常に、最さい期ごまで赦ゆるしてはくれなかったと思い知らされ続けるのは辛つらかった。

　それでも、いてくれたからここまで来られた。

〈レギオン〉との果て無き死し闘とうも、無意味な死を定められた戦場の日々も、部隊の仲間が全ぜん滅めつした夜の孤こ独どくも、兄を討うつという目的があるから耐たえられた。

　そうでなければとうの昔に、何ど処こかで折れて斃たおれていた。

　いてくれたから。死してなおも、向かう先に、待っていてくれたから。

　本当は言いたかったことが沢たく山さんあるのに──どうしても、言葉が出ない。

「もう、おれになんて囚とらわれてなくていい。おれのことなんか忘れていいから」

　いやだ。

「ああ……いや、やっぱり時々は思い出してほしいかな。これから先、お前がちゃんとお前の人生を生きて、自由に生きて、幸せになって、長いその途と中ちゆうで、時々さ」

　兄さん。

　レイが笑う。

「今度は、待たないから。……だって、待ちくたびれちまうものな。お前にはこれから、長い時間があるんだから……。元気で。どうか、幸せにな」

　手が、離はなれる。

　踵きびすを返し、闇やみの奥おくへと歩み去っていく。

　父が、母が、共に戦った沢たく山さんの仲間達が、滑すべり落おちていった先。

　そっちに行ったら、二度と戻もどれない。

　二度と会えない。

　不意に体を凍こおりつかせていた呪じゆ縛ばくが解けた。

「兄さん、」

　けれど伸のばした手はまたしても届かない。あるいは声さえも聞こえていない。

　生者と死者の境を厳然と隔へだてる何かが目の前に在って、兄を追うためのただ一歩が進めない。

「兄さん！」

　振ふり返かえったレイが微わ笑らったまま、闇やみの底に溶とけて消える。

　それはあの死し闘とうの果て──届かなかった手の先で儚はかなく消えた、優やさしい兄の手と同じように。

　もう間に合わないと、知りながらそれでも手を伸のばした。




「兄さん」




　自分の声で、目が醒さめた。

　照明の落とされた無機質な天井をしばし見上げて、シンは焦しよう点てんの定まりきらない血赤の瞳ひとみを瞬まばたかせる。

　見覚えのない、真っ白な天井。四方を囲むこれも白い冷たい壁かべに、規則的な電子音を立てるモニタ機器ときつい消毒薬の臭におい。

　ごく小さな部屋の清潔なベッドに寝ねかされて、モニタ機器のコードと点てん滴てきの管が自分の体に繫つながっている。病室だ、とは、幼い頃ころに強制収容所に隔かく離りされ、まともな医い療りようを受けた経験のほとんどないシンには連想できない。

　つん、と鼻の奥おくがきな臭くさくなって、左手で目元を覆おおった。

　湧わき上あがったのは深い安あん堵どと、何な故ぜか同じくらい強い喪そう失しつ感かんで、溢あふれ出だしたそれら感情の欠片かけらに視界が滲にじむ。

　思い出せた。ようやく。

　本当は──失いたくなんてなかった。

　左ひだり腕うでには点てん滴てきの管の他に何かのセンサがつけられていて、動かしたことでアラームが鳴った。警告というよりモニタしている対象の覚かく醒せいを知らせるための、緊きん迫ぱく感かんの薄うすいそれ。

　ベッドの足元側の壁かべの白い色しき彩さいが分解して消えて、透とう明めいになったその向こうに、スーツ姿の壮そう年ねん男性が顔をのぞかせた。

　銀ぎん縁ぶちの度の強い丸眼鏡をかけて白しら髪が交じりの黒くろ髪かみの、どこか浮うき世よ離ばなれした碩せき学がく風ふうの容よう貌ぼうの黒珀種ジェットの男だ。後ろには看護師と、室内と同じく無機質な通路が見えて、今透とう過かした『壁かべ』がこの部屋の入口の扉とびらであるらしい。同じ扉とびらが通路を挟はさんだ向かい側にもあるようで、通路の両側に同じ白い狭せまい部屋が並んでいると予測がついた。

『……気がついたかな』

　忘れてしまった誰だれかを思い起こさせる、穏おだやかな声だった。

　何か、何だかは自分でもわからないが聞くべき何かを問おうとして、声が出なかった。不意に襲おそってきた痛みに呻うめいたシンに、後ろに控ひかえる看護師が眉まゆを顰ひそめる。

『閣下。意識が戻もどったばかりですし、手術の影えい響きようで発熱もしています。あまり無理は……』

『わかっているよ。少し、話をするだけだ』

　穏おだやかな笑みで看護師を下がらせて、男は扉とびらに右手を触ふれた。

　軍人の手だ、とぼんやりする頭でシンは思う。銃じゆうを扱あつかい慣なれた者の硬かたい、厚い掌てのひら。薬指に嵌はめたくすんだシンプルな銀の指輪が、妙みように印象に残った。

『こんにちは、君。……まずは、君の名前を教えてくれるかな』

　本来ならば考えるまでもない問いだったが、記き憶おくの中から答えを探しだすのにシンは非常な時間を要した。思考がまとまらない。麻ま酔すいの影えい響きようだとわかるほどには、彼は自分のおかれた状じよう況きようを理解できていない。

　以前──誰だれかに同じように名を告げた時の記き憶おくの断だん片ぺんが脳のう裏りを掠かすめて、まともに考えられない頭でそれをそのまま口にした。

　見たこともないはずの長い白はく銀ぎんの髪の幻影が、瞼まぶたの裏を掠かすめた気がした。

「シンエイ……ノウゼン」

　男は一つ頷うなずいた。

「僕ぼくはエルンスト・ツィマーマン。共和制ギアーデ連れん邦ぽうの、暫ざん定てい大統領だよ」




　　　†




　その日、連邦国営放送の報道番組が、西部戦線の哨しよう戒かい線せん上じようで、他国の軍人らしき少年兵五名が保護されたことを報じた。

　前線部隊が撃げき破はした〈首くび狩がり〉の重戦車型ディノザウリアに、囚とらわれていたという。

　着ている野戦服と、共に回収された型式不明のフェルドレスのＯＳからして、西の隣りん国ごく、サンマグノリア共和国の兵士と推測されるという。

　連れん邦ぽう市民は沸わいた。まだ自分達以外にも、生き残っている国がある。我々はまだ、独りきりではなかったのだと。

　ついで隣りん国ごくの苦境を案じた。年とし端はもいかない少年兵まで前線に投入しなければならないほど、共和国は追おい詰つめられているのだろうか。

　やがて少年達への事情聴ちよう取しゆの内容が報道され、彼らが戦場に送り込まれたその恐おそるべき理由が明らかになるにつれ、その心配は怒いかりに変わった。

　一方で少年達については、変わらず同情的な意見が中心を占しめた。

　祖国に迫はく害がいを受け、それでも戦い、逃にげ延のびてここまで辿たどりついた子供達だ。

　せめて連れん邦ぽうでは平へい穏おんに、幸せに生きさせてやるべきだ。




　　　†




『──と、いうのが君達が我が軍に保護されてからの経けい緯いなんだけど。そうなるまでについて、何か覚えているかな』

　問われて、答えるために考えることで少しずつ思考力が戻もどってきたらしい。

　唐とう突とつに、意識を失うまでの状じよう況きようが蘇よみがえってシンは周囲に視線を走らせる。──誰だれもいない。

　まさか。

　ああ、とエルンストが笑う。

『ごめんごめん。君が眠ってたから透とう過か率りつをゼロにしてたんだけど……そうだよね。そりゃあ心配だよね。……ちょっと待って』

　振ふり返かえって看護師に何か言った。左右の壁かべの色素が分解して消える。

　透とう明めい化かした壁かべの向こうにはこの部屋と同じ無機質な小部屋がずらりと並んで、左ひだり隣どなりから四つの部屋にそれぞれ仲間達が入れられていた。

　隣りん室しつのライデンが一いつ瞬しゆんほっと息をついて、それから顔をしかめてみせる。

『お前。丸三日寝ねてたぞ』

　声はやはり、天井のスピーカーから聞こえた。

　知覚同調パラレイドは、と疑念を覚えて不意に気づく。起動できない。首の後ろ、擬似神経結晶素子レイドデバイスをインプラントされていた場所の微かすかな疼とう痛つう。プロセッサー自身では外せないはずのイヤーカフも外されている。

「……どうして、」

　主語も述語もない、疑ぎ問もん符ふだけの問いだったが理解できたらしい。ライデンは肩かたをすくめた。

『さあな。俺達も目が醒さめたらこの部屋で缶かん詰づめだ。重戦車型ディノザウリアに捕つかまってたとか言われたけど、……いなかったよな、んなもん』

　ふと、つい先程までの夢を思い出した。

　討うち果はたしたはずの、重戦車型ディノザウリアの最さい奥おうに囚とらわれていた兄。

　今はもう、本当にどこにもいないと、何な故ぜだかわかるけれど。

　けれど伝える気にはなれなくて小さく首を振ふると、途と端たんにひどい眩暈めまいに襲おそわれた。思わず目を閉じたシンに、セオが気き遣づかわしげに眉まゆを寄せる。

『辛つらいなら無理しなくていいよ。シン、昨日までは集ほ中か治の療へ室やにいたんだ。もうしばらくは絶対安静だって。……昨日までほんと、クレナが大泣きして大変だったよ』

『泣いてないもん！』

　思いきり泣なき腫はらして赤い目をしたクレナの抗こう議ぎは全員に流された。

　一番端はしの個室で、こちらを見やってアンジュが白い花のほころぶように嫋たおやかに微笑ほほえむ。

　あれは本気で怒おこっている時の顔だなと思い、つい目をそらした。

『シン君？　今は駄だ目めなのはわかってるから、治ったら平手打ちの一発くらいは覚かく悟ごしておいてね？』

『悪いけど全員同じく。ていうか、次同じ事やったら本気でぶっ飛ばすからね』

　こちらはさらりとセオが続けるから、シンはわずかに顔をしかめる。

「……別に、死ぬつもりは」

『怒おこるよ。死ぬつもりはなくても、必ず死ぬってわかってただろ』

　あのまま囮おとりとして〈レギオン〉を引きつけていれば、いつか機体の損そん耗もうか弾だん薬やくの払ふつ底ていで。

『そりゃさ、みんな一度くらい同じこと考えたよ。でも、だからこそシンがやったことは許せない。わかるからって、できるからってあれはズルだよ。……二度とやらないで』

『しんぱいしたんだから』

　言いながらクレナはまた涙なみだぐんでいる。シンは瞑めい目もくして枕まくらに身を預けた。

「──悪かった」

　黙だまって見守っていたエルンストがにこにこと続けた。

『閉じ込める形になっちゃってるのは念のための生物災害バイオハザード対策で、悪いようにはしないから安心してくれていい。なにしろ、君達は我が国建国以来初めての外国からのお客様なんだからね。──ようこそ、ギアーデ連れん邦ぽうへ！』

　道化た動作でエルンストは両手を広げた。沈ちん黙もくと冷えた視線だけが返った。

　大して気にした風もなくエルンストは肩かたをすくめる。

『まあ、そういうわけで。何があったのか、の全容がお互たがい全然わからないんだよ。だから、もし何か覚えてるようなら話してほしいんだけど』

　ぴりっと眉まゆを上げて何か言いかけたセオを片手で制して、エルンストは苦笑する。

『とりあえず、後で思い出したらでいいよ。まだ長く喋しやべるのは辛つらいだろうし、……こっちも、怖こわいお姉さんにそろそろ怒おこられそうだからね』

　背後に控ひかえる看護師が、静かな威い圧あつ感かんを漂ただよわせながら大統領の背を見下ろしていた。







　大統領閣下とやらが慮おもんぱかってくださったとおり、長く起きているのは負傷しているシンには負担だったようで、彼らが去って程なくまたうとうとと眠りこんでしまった。

　ろくに話もできないまま眠ってしまう様子にクレナがまた泣き出しそうになり、それをアンジュが宥なだめてセオがからかっている。三日前、この部屋で目覚めた時にシンがいなくて大泣きしてから、クレナはすっかり涙なみだもろくなっている。

　無理もないが、と、監かん獄ごくそのものの小部屋のベッドに胡あ坐ぐらをかいてライデンは思う。

　閉じ込められていることに目を瞑つぶれば、待たい遇ぐうは悪くない。食事は三度、まともなものが出されるし、部屋もベッドも要らないくらい清潔。個別に行われる事情聴ちよう取しゆも至し極ごく穏おん当とうなものだ。治ち療りようにしたところで、例えば緊きん急きゆう手術が必要なほどの重傷だったシンは、共和国だったらそのまま見捨てられていた。

　だからといって信用はできない。

　祖国であるはずの共和国から人型の家か畜ちくとして扱あつかわれた身だ。同じ人間だからといって、辿たどり着ついた場所だからといって、無条件に援えん助じよや保護を期待できるほど無む邪じや気きではなかった。

　このまま体ていよく缶かん詰づめか、情報を引きだすだけ引きだしたら、──処分されるか。

　どのみちしばらくは動けない。シンにはまだ、連中が与えてくれる治ち療りようが必要だ。

　こんなところが終わりってのは嫌いやなんだがな、と、窓がなくて空も見えない小部屋の天井を見上げてライデンは鼻から息を吐く。







　連れん邦ぽうの世論は少年達への同情がほとんどとはいえ、まさか国家の安あん寧ねいを預かる役目の者まで同情と慈じ悲ひだけで物事を決めるわけにもいかない。

　入にゆう院いん棟とうであるシェルターモジュールから連結したホスピタルモジュールに入り、エルンストは即そく席せきの会議室となっている診しん療りよう室しつに入る。

「分ぶん析せきの結果は？」

　生物災害バイオハザード対応隔かく離り用ようシェルターモジュールは捕ほ虜りよ収しゆう監かん施し設せつにも転用可能な作りで、各個室に監かん視しカメラその他の各種モニタ装置が仕込まれている。

　それらのデータの統合・分ぶん析せき結果をホロスクリーンに展開して、情報部の分ぶん析せき官かんが言う。

「サンマグノリア共和国、ないし他国の間かん諜ちようの線については、シロと言ってよろしいでしょう」

　彼らなりに警けい戒かいはしているつもりのようだが、それも訓練されたものではない。例えば他愛のない雑談からでも発言頻ひん度どや注目の度合い、名前の出る回数などから集団内での力関係が推し量れる。そうした分ぶん析せきもされるということがまるで意識できていない。

　仮に電子的な分ぶん析せきをも欺ぎ瞞まんできるほど訓練されているとしても、今度はそんな高価な間かん諜ちようを全ぜん滅めつ必死の〈レギオン〉支配域踏とう破はに送り出す必然性がない。何しろ現状、連邦と共和国は互たがいの生存すら阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングに阻はばまれて確認できないありさまなのだから。

「警けい戒かいの度合いがやや過か剰じようなのも、聴ちよう取しゆどおりの境きよう遇ぐうならむしろ自然でしょう。ライデン君でしたっけ、サブリーダーの子は大分ぴりぴりしてますが──リーダーの子があの状態じゃ無理もないでしょうね。実質こちらが人質にとっているようなものですし」

　そういうつもりはあまりないし、態度はさておき聞いたことには答えてくれるのでそうする必要もないのだが。

　とはいえそれも信用からではなく、下手に拒こばんで暴力的な尋じん問もんに切きり替かわるのを嫌きらってのことだろう。彼らにとっては共和国は、体を張ってまで守りたい祖国では全くないようだ。

「もう一つ──新型の〈レギオン〉、あるいはその生物兵器の感染者キャリアである可能性は？」

「最終的な結論は全検査の完了待ちですが、今のところの検査結果と搬はん送そう後ごのスキャン結果には異常なしです。それに、〈レギオン〉は人体を模した兵器も、生物兵器も造れないはずでしょう？」

〈レギオン〉は、生物兵器──狭きよう義ぎのウィルス・細さい菌きん兵器は無論、あらゆる有機体の軍事利用を含ふくむ──と既き存そん生命体の外見を模した兵器は、製造も運用もできない。そのように極きわめて厳重な禁則事項プロテクトが設定されている。

　これは元々〈レギオン〉が帝てい国こくの制圧兵器として製造されたことを鑑かんがみれば当然で、一度使用したが最後敵味方の識別ができない生物兵器も、被ひ占せん領りよう民みんなのか機械なのか見分けられない人型兵器も最終的には始末に困る。自走地じ雷らいがやたら出来の悪い人型なのもこのためだ。

　余談だが、生物兵器の定義を厳重にしすぎた結果、友軍登録された人間がナイフ一本持っているだけでも禁則事項プロテクト該がい当とうと判定してしまうようになり、旧帝てい国こく軍ぐんは〈レギオン〉と人間の共同作戦を一切できなくなった、という笑い話がある。

　とはいえ〈レギオン〉の制せい御ぎよ系けい、特に戦略・戦術アルゴリズムは偏へん執しつ的てきな暗号化と被ひ弾だん時じの誘ゆう爆ばくで内部機構が焼かれる機体構造のためにまるで解かい析せきできていない。変へん更こう不可の寿じゆ命みようプログラムを戦死者の脳構造を取り込んで克こく服ふくした個体群も確認されている以上、一応の用心はしておくべきだろう。

「唯ゆい一いつスキャンに引っかかった有機デバイスも、彼らの証言どおりの通信機器ですね。焰紅種パイロープの連中に、稀まれに血族間での精神感応ができる一族がいるでしょう。あれと同じ現象を人じん為い的てきに起こすもののようです」

「画期的だね」

「ええ。証言やミッションレコーダの支配域内の情報も含め、もし間かん諜ちようだとしても手て土産みやげがすぎる程度には」

　連れん邦ぽうの各戦線は、阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングが常時展開されて無線連れん絡らくもままならない。

「回収した機体──〈ジャガーノート〉でしたか。あれについても、機体の性能はともかく戦せん闘とう記録は素す晴ばらしいですな。乗っていたのはリーダー格の少年でしたか。回復したら是ぜ非ひ話を聞きたいものです」

「あら、先技研うちが先よ。そのまま全員うちのテストオペレーターに引ひき抜ぬくからそっちになんて回さないわ。高機動戦の実戦データと、実戦経験者──私の試作機にうってつけよ。のろまの〈ヴァナルガンド〉にはもったいないわ」

「何だとクモ女」

「何よカナブン」

「話を聞きたい、まではまあ、落ち着いた後で本人達が了解してくれたらいいけど、オペレーターにはさせないよ。それじゃ共和国と同じじゃないか」

　淡たん々たんとエルンストは言って、言い合っていた指揮官達が黙だまる。

「行いには報むくいがあるべきで、戦たたかい抜ぬいたなら彼らには平へい穏おんが与えられてしかるべきだ。彼らの祖国がそうでないなら尚なお更さら、せめて連れん邦ぽうは正しくありたい。それが人の理想というものなのだから」

　西方方面軍司令官が口を開く。

「……処分してしまった方が、連れん邦ぽうにとっては安全なのですがな」

「中将。その話は終わって、君も納なつ得とくしたはずだろう」

「ええ。ですが理想が閣下の唯一絶対であるのと同様、国民の安あん寧ねいを一義とするのが軍人でありますれば。私の職責として、所定の隔かく離り期間と検査、聴ちよう取しゆは全うさせていただきますぞ」

「それは勿もち論ろん。彼らを保護した兵士達にも、念のため隔かく離り室しつに入ってもらっているんだろう？」

　無む症しよう候こう性せい感染者キャリアの可能性もゼロではない。

　それに。

　ふと、エルンストは気の抜ぬけた笑みを浮かべた。

「大体、……そもそも入国手続きをどうするのかも、〈レギオン〉に手一杯で決めてなかったわけだしねえ」

　現在、関係者が大おお慌あわてで根こん拠きよ法ほうから書類から作成中である。




　　　†




「そんなわけで、君達は今日から連れん邦ぽう市民ってことになったからね」

『……ほぼ一月ぶりに顔見せて、開口一番『そんなわけで』もねえとは思わねえのか、あんた』

　隔かく離り室しつの強化アクリル板の向こうのライデンはいたく刺とげ々とげしい声こわ音ねだったが、当初のような警けい戒かいゆえではなく、単に不ふ機き嫌げんなだけらしい。

　まあ、と浮うかべた笑みは毛一筋変えずにエルンストは思う。

　ただでさえエネルギーが有り余っている年頃の子供が、一か月もこんなところに閉じ込められて毎日毎日うんざりするほどの検査と嫌いやになるほどの退たい屈くつを課されていたら、普ふ通つうは機き嫌げんの一つも悪くなる。年相応の幼さが垣かい間ま見みえたようで、むしろ微笑ほほえましい。

「とりあえず、しばらくは僕が後見につくから。まずはのんびり休んでこの国を見て、それからゆっくり身の振ふり方かたを考えればいいよ」

　身の振ふり方かた。

　処しよ遇ぐうについての決定は実はとっくに担当者から説明がされていて、その時にそれについても希望があるならと確認している。その結果をエルンストも報告書で見ている。

　全員が従軍を希望していた。

　担当者の説明が悪かったのか。何か誤解をしたのか。それとも、……戦場しか知らないがゆえに、まだそれしか考えられずにいるのか。

　看護師と医師、カウンセラーからも似た報告が上がっていた。

　あの部屋にいるのは落ち着かないようだと、全員が声を揃えていた。

　閉じ込められている不安。動けない退たい屈くつ。それ以上に、〈レギオン〉との戦せん況きようが気になっているようだと。いるべき場所にいない焦しよう燥そうを、感じているようだと。

　共和国の支配を逃のがれ、その戦場を脱だつしても、……彼らに加えられた迫はく害がいはまだ終わっていないのだと痛感させられる。

　へえ、とセオが嗤わらう。

『いいの？　敵国から追い出されて敵の支配域抜ぬけてきたとか言ってる得体の知れない子供なんて、処分しちゃった方が後あと腐くされがないんじゃない？』

「殺してほしいのかい？」

　微笑ほほえんだままエルンストは言って、セオが黙だまる。

　わかっている。殺されたいわけではない。ただ、彼らは彼らの知る世界の在り様でしか、新しい世界を測れないだけだ。

　そうならざるを得なかったのも、彼らのせいではない。

　静かにシンが口を開く。

　この一月で傷はすっかり癒いえたようで、エルンストは内心安あん堵どする。

『おれ達を助けて、そちらに何の益が？』

「利益がなければ目の前の子供も助けない社会を是ぜとする方が、結局は誰だれにとっても不利益だよ。相そう互ご扶ふ助じよの精神は共同体維い持じの基本中の基本だ。……それに、」

　ふ、とエルンストは薄うすく笑った。

　ひどく、酷こく薄はくな笑みだった。およそこの世の地じ獄ごくを見てきたはずの少年達が、気け圧おされて口を噤つぐむほどに。

「得体が知れない。万が一。そんな理由で子供を殺さないと生き延びられないなら、人類なんて滅ほろんでしまえばいいんだよ」







　隔かく離り室しつの扉とびらが開けられ、着替えて出るように告げられて──前線近くで私服なんてあるわけないので連れん邦ぽうの軍服が用意された──それでもまだ、少年達はこちらの言葉を端はなから疑ってかかっているらしかった。

　どこかに連れ出されて殺されるか、実験室なり牢ろう獄ごくなりに放り込まれるか。いずれにせよ、大人しく処しよ刑けいされるくらいなら逃にげ出だして背中を撃うたれてやる。

　そう思って隙すきを窺うかがっている気配に気づかないふりをしつつ、エルンストは周囲の警衛にさりげなく警けい戒かいを強めさせた。別に逃にげたからといって撃うたせるつもりはないが、取り押さえる時に怪け我がをさせても面めん倒どうだ。

　何かおかしい、とどうやら彼らが思い始めたのは、輸送機に乗せられ、その輸送機が市街地の上にさしかかったあたりからだった。

　首都近きん郊こうの基地で輸送機を降り、ここからは車で移動するからと用意させていた乗用車に乗せると、いよいよ困こん惑わくした様子になった。

　基地のゲートを出、乗用車はギアーデ連れん邦ぽう首都、ザンクト・イェデルのメインストリートに滑すべり出だす。

「……あ、」

　思わず、という風に声を漏もらしたクレナが窓にはりついた。アンジュとセオがそれに続く。シンとライデンは彼らほどあからさまな反応は見せなかったが、窓の外に目を向けて息を詰つめたきり動かないことに変わりはなかった。

　行き交う、彼らと同じ、あるいは別の色しき彩さいを宿した、大勢の──大勢の人々。

　両親と手を繫つないではしゃぐ幼い少女。カフェのテラス席の老夫婦。笑いさざめく学校帰りの生徒の一団。花屋の店先で店員にあれこれ聞いている恋人たち。

　わずかに歪ゆがんだ双そう眸ぼうに滲にじむのは、懐かい旧きゆうであり、悼いたみであり、隔かく絶ぜつでもあった。

　それは──彼らが実に九年ぶりに目にする、ごくありふれた、平和な街の姿だった。







「──よう来たの、国を逐おわれた哀あわれな者ども」

　車が停まったのは閑かん静せいな住宅街の一角に佇たたずむこぢんまりとした屋や敷しきの前で、普ふ段だんは官かん邸ていで暮らすエルンストの私し邸ていだ。

　それはともかく、玄関広間ホールに入るなり言い放たれたその言葉にエルンストは額を押さえ、少年達はきょとんとなった。

　ほとんど嘲ちよう弄ろうじみた余よ裕ゆうたっぷりに放たれたそれが──甲かん高だかい幼い少女の声だったので。

　ご丁てい寧ねいにどこぞからひっぱってきたらしい台の上に仁に王おう立だちして、偉えらそうに腕うでを組んで顎あごを上げて言い放ったのは、ようやく十歳ばかりの黒くろ髪かみに紅あかい瞳ひとみの少女だ。

「我が大ギアーデが、哀あわれなそなたらを慈じ悲ひと憐れん憫びんを以もつて歓かん待たいしよう。微び賤せん風ふ情ぜいに報ほう恩おんなど期待せぬゆえ、精々感謝を以もつて受けるが良いぞ！」

　びしりとシンを指さす。この短い間に集団の力関係を正しく見み抜ぬいたのは慧けい眼がんといっていいのだろうが──。

「ええい赤目がっ、何な故ぜ後ろを振ふり向むくのじゃ！」

「……他に誰だれかいるのかと、」

　言う、シンの声こわ音ねは極きわめて冷ややかだ。当たり前だが。

「今そなたが扉とびらを閉めたのであろうがっ！　馬ば鹿かにしておるのか!?」

　シンは応えないが、まあ、多分そうだろう。

「っ……これじゃから共和国ごとき下げ賤せんの生まれは……。いくら帝国貴き種しゆの血を引くとはいえ──」

　言いかけて、ふと。

　少女の紅あかい双そう眸ぼうが何ど処こか違ちがうところを『見た』。

「……そなた、首に何を負っておるのじゃ……？」

「っ、」

　一いつ瞬しゆんシンが息を吞のんだ。

　見下ろす血赤の双そう眸ぼうがみるみる温度を下げ、その冷れい徹てつとおそらくはばつの悪さに少女が怯ひるむ。

　ため息をついてエルンストは言う。

　今は軍服の襟えりに隠かくれるシンの首の傷きず痕あとは見ていて、その由来は訊きいてはいないけれど。

「フレデリカ、やめなさい。彼らの事情は話してあるだろう。……触ふれられたくない傷は、君にだってあるはずだよ」

「……すまぬ、」

　意外と素直に少女は頭を下げた。

　すっかり毒気を抜ぬかれた様子で、ライデンがエルンストを振ふり返かえる。

「娘さん？　……こう言っちゃなんだが、もうちっとちゃんと躾しつけた方がいいと思うぜ」

「ああ、いや、彼女は僕の娘じゃなくて」

「誰だれがこのような木こつ端ぱ役人の娘であるか」

　切り捨てて、少女は薄うすい胸を精せい一いつ杯ぱい張った。

　拍子ひようしにちょっとひっくり返りそうになったのはご愛あい嬌きようだ。

「わらわは、」

「フレデリカ・ローゼンフォルト。ちょっと事情があって預かってる子でね」

　むっとフレデリカが睨にらみつけて、エルンストは無視する。

「対外的な説明がめんどくさいから、一応書類上は娘ってことにしてるけど。あ、君達も書類上僕の養子扱あつかいになってるから。……お父さんって呼んでくれてもいいんだよ？」

　間があいた。

「……冗じよう談だんだよ。そんな、力一杯ヤな顔しなくたっていいじゃないか……」

　まさかのシンにまで冷たい目を向けられた。

「まあ、ともあれこれからしばらく一いつ緒しよに暮らすわけだからね。ちょっと世間知らずな子だけど、妹だと思って仲良くしてくれると嬉うれしいな」

　ふん、とフレデリカは皮肉げに口の端はを吊つり上あげる。

「戦争と迫はく害がいで傷つき荒すさんだ、哀あわれなそなたらの心を癒いやすためにあてがわれた愛玩動物ペットというわけじゃ」

　わずかにシンが目を眇すがめる。

　見み透すかした様子でフレデリカは嗤わらった。

　わかっていないはずがなかろうと、嗤し笑しようと奇妙な連帯感を以もつて。

「わらわだけでなく、そなたらにこやつらが与えるものは皆みなそうじゃ。安全で快適な屋や敷しき、母親のようなメイド、父親役の庇ひ護ご者しや、愛らしい妹──。そなたらが喪うしなった家族と家と幸福の代わりを慈じ悲ひ深ぶかくもくれてやろうというのが連れん邦ぽう政府の考えじゃ。……精々可愛かわいがってくれるが良いぞ兄にい様さまども。哀あわれまれる者同士、仲よくしてやろうでは──わきゃあっ!?」

　じゃあとりあえず、とばかりに投げやりかつ乱暴な手つきでがしゃがしゃ髪かみをかき回されてフレデリカは悲鳴を上げる。ぶんぶん頭を振ふって手を払はらいのけ、後ろに控ひかえる金きん髪ぱつに碧へき眼がんの細身のメイドに泣きついた。

「うわーん、テレザ！　早さつ速そくいじめられたのじゃ！」

「はい、はい、フレデリカ様。今のは最初から最後までフレデリカ様が悪うございますよ」

　おっとりととどめを刺さして、それからテレザは雪の女王のような面おも差ざしで柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「お疲れでしょう、皆みなさま。まずはゆっくり、コーヒーでもいかがでしょう」







　少し早めに用意させた夕食を終えてすぐに、少年達は与えたそれぞれの自室に引き上げて、思ったとおりそのまま眠ってしまったらしかった。

　無理もない、と独り食堂のテーブルで食後のコーヒーを楽しみながらエルンストは思う。自分にとっては住み慣れて穏おだやかな街、くつろいで一息つく自宅でも、あまりに長くそれらから隔かく絶ぜつされていた彼らにとっては、それこそ別世界に来たくらいに環かん境きようが激変した形だ。疲れたのだろう。

　入ってきたフレデリカが、不服げに唇くちびるを尖とがらせる。

「……みな寝てしもうたぞ。共和国とやらの話を聞こうと思うたに、つまらぬ」

　けれど小さな手にはしっかりとトランプの束が握にぎられていて、どうやら話を聞くのは口実でさっそく遊んでもらいたかったものらしい。

「ミルクでも要るかい、元陛下？」

「たわけ。退位した覚えはないわ木こつ端ぱ役人が。それと、何がミルクじゃ子供扱あつかいしおって」

「子供が寝る前にコーヒーはよくないよ」

　と言っているのに、後片付けと明日の朝の仕込みを終えたテレザがコーヒーカップを持ってきてしまう。フレデリカの分と、テレザ自身の分と。

「お疲れさま、テレザ」

「いいえ、旦だん那な様。まあ、でも、あのくらいの子達は沢たく山さん食べますから。作つくり甲が斐いがありますこと」

　ちろりと青い瞳ひとみが向くのは激務にかまけてほとんどこの屋や敷しきには帰ってこない自分への嫌いや味みだ。フレデリカ様お一人でお食事をさせて、と、珍めずらしく小言を言われたのは記き憶おくに新しい。

「すまないね。……これからも、色々と苦労をかけると思う」

　迫はく害がいと戦場、悪意と死しか知らない子供達だ。

　安あん寧ねいと善意に慣れるのは、その逆よりも遥はるかに難しいから。

「とんでもございません。旦だん那な様にお仕えするのが、わたくしの務めでございます」

「……趣しゆ味みが悪いと思うかい？」

　静かな視線を返す、テレザの面おも差ざし。

　誰だれよりも愛しい女ひ性とと寸分たがわぬ、それこそ鏡に映したように同じ顔をしているというのに、心はいつも、毛ほども動かない。

「愚おろかしい代だい償しよう行こう為いかな。……僕は彼らを身代りにしている？」

「──いいえ、旦だん那な様」

　言葉とは裏腹にテレザの声は冷たい。雪の女王のような面おも差ざしが、今は真実凍こおりつくようだ。

　貴方あなたの前ではそうとしか在れないとテレザは言って、そう在ってほしいと自分は望んだ。

　許される幻げん影えいなど、自分には永えい劫ごう相応ふさわしくないから。

「代わりにはなり得ません。誰だれも彼も。人は常に、その人唯ゆい一いつの存在でございますれば」

　フレデリカが淡たん々たんと言う。

「それでも、人は清算を求めるものであろ。それがどのような形であれ」

　エルンストはコーヒーカップに口をつける。

「誰だれに向けた言葉だい？　女じよ帝てい陛下」

「それは、」

　言いさして、フレデリカは口を噤つぐんだ。

　内心を反映して細さざ波なみだつコーヒーの黒い水すい面めんを見下ろして唇くちびるを引き結ぶ。

　話を聞いて、資料を見せられた時には驚おどろいた。

　写真だからかとも思ったけれど、当人を目の前にしてみてもそれは変わらなかった。

　年が違ちがう。受うけ継つぐ血が半分違ちがう。向けられる双そう眸ぼうの色しき彩さいと、何よりそこに浮うかぶ表情が違ちがう。

　なのにどうして──あんなに似ている。

　別人だと……自分と同じ、鳥とり籠かごの平穏に囚われようとしている哀あわれな者だと、ああして突き放さなければ重ねてしまうほどに。

「……キリ……」














第三章　ワイルド・ブルー・ヤンダー









　共和国東部戦線・第一戦区より二百キロあまりも北に位置する連れん邦ぽう首都ザンクト・イェデルの冬は、しんしんと降る雪に鎖とざされて静かに白い。

　市庁舎の時と計けい塔とうを淡あわく霞かすませる粉雪を、広場に向かう目め抜ぬき通どおりの端はしで足を止めてシンは見上げる。石いし畳だたみの街は朝のうちに雪かきがされ、マーケットの立つ広場の中央に据すえられた、聖誕祭の飾かざりだというモミの大樹。

　見るはずのなかった雪だ。

　何処いずことも知れぬ戦野の片かた隅すみで自分達の死し骸がいに降り積もり、春には共に溶とけて消えるはずの雪だった。

　それをこうして、戦せん闘とうの音の一つも聞こえない、人の行き交う平へい穏おんな街角で見上げているのは不思議な気がした。

　吐く息はいつかの戦区、白はく魔まに埋うもれた聖堂の廃はい墟きよの前の広場と同じように白く、買い与えられた目の詰つまった毛け織おりのコートはあの時と違ちがって暖かい。

　一つ、首を振ふり、雪の通りを再び歩き出した。







　連れん邦ぽう首都中心街、市庁舎広場に面した旧きゆう帝てい立りつ帝てい都と中央図書館は暖だん房ぼうが効いて、コートを脱ぎ、雪を払はらって中に入る。通い始めてから一月あまり、顔なじみになりつつある司書たちと短い挨あい拶さつを交わしつつ、気の向くままに書しよ架かをめぐる。

　帝てい都と中央図書館は五階分吹ふき抜ぬけの大ホールを天井まで届く書しよ架かと放射状に伸のびる翼よく館かんが取り巻く造りで、夏の星座を模した穹窿ドーム天井の精せい緻ちな螺ら鈿でん細工が美しい。休日はおろか日付の感覚もろくにない暮らしの長かったシンには馴な染じみのない『平日の昼間』で人気のない、独特の静せい謐ひつな空気。

「──ん、」

　ふと、普ふ段だん足を止めない児童書の棚たなの前で立ち止まったのは、低い書しよ棚だなの一番上に表紙を見せる形で置かれた絵本の、その表紙に見覚えがあったからで、年季の入って紙の古いそれをシンは取り上げる。

　本自体に見覚えはない。目に留まったのは表紙の絵だ。

　長ちよう剣けんを掲かかげた、首の無い骸がい骨こつの騎き士し。

　兄さんの──……。

　ぱらぱらとめくってみたが、内容にも覚えはなかった。知っているような気もするのだけれど、筋書きとしてはごくありふれているから気のせいかもしれない。弱きを助け、悪しきを挫くじく正義のヒーロー。

　ただ、流し読んだ平易な文章に、兄の声が重なった気がした。

　ページをめくる大きな手。いつからか少しずつ低くなった声。毎晩、読んでくれとせがんだ。

　もうどこにもいない、兄の。

　──ごめんな。

　蘇よみがえる、本当の最さい期ごの言葉と、生前最後に見たのと同じ、追いつけない何ど処こかに去りゆく背中。

　ぱた、と少し離はなれたところで軽い足音が立ちすくむ気配がした。

　目をやると、五、六歳ほどの女の子だ。耳みみ覆おおいのついた毛糸の帽ぼう子しを被かぶり、銀色の大きな瞳ひとみを真ん丸に見開いている。

　見ているのが件くだんの絵本だと気がついて、ぱたりと閉じてそのまま片手で差し出した。人見知りする性た質ちなのか、少女は少し躊躇ためらってからおずおずと受け取り、くるりと踵きびすを返してぱたぱたどこかへ駆かけて行った。

　と、思ったらすぐにシンと同じ年くらいの少年に連れられて戻もどってきた。

　その白銀色の髪かみと眼鏡の奥おくの白銀色の双そう眸ぼうに、シンは一いつ瞬しゆん表情を硬かたくする。

　白セ銀レ種ナ。──白ア系ル種バだ。

　ここは八六区の最前線ではなくて、目の前の相手も共和国人ではない。それはわかっているのだけれど。

「ごめん、妹が失礼を」

「……ああ。いいよ、読んでたわけじゃない」

　言うと、少年は眦まなじりを軽く吊つり上あげた。

「よくないよ。何かしてもらったり、譲ゆずってもらったりしたらありがとうだ。そういうのは小さい頃ころからちゃんとさせないと」

　ほら、と背中を押して少女を前に出す。少女はしばらくもじもじとしていたが、やがて聞こえないほどの声量で何事か言うと、またぱたぱた逃にげていった。

「あっこら！　……ああもう、」

　途と端たんに向けられた、司書の女性の鋭するどい視線に射い竦すくめられて少年は口を噤つぐむ。

　女性は黒くろ髪かみに深い緑の瞳ひとみで、それに白セ銀レ種ナの少年が咎とがめられて黙だまるのはシンには少し奇き妙みような光景だ。別の場所に来たのだな、と改めて思った。

　まったく……と息をついて、それから少年はひょこりと頭を下げる。

「ありがとう。ごめん。うちのの躾しつけにつきあわせて」

　自身の言葉どおりの律りち義ぎさで言う。シンは少し面白くなった。

　その愚ぐ直ちよくなまでの生き真ま面じ目めさが、銀色の髪かみと目の色も相まって、顔も知らない最後のハンドラーを思い出させたから。

「いや。大変だな、お兄ちゃん」

「誰だれに似たのか知らないけど、ほんっと人見知りで」

　やれやれと肩かたを落とし、それから少年はふと首を傾かしげた。

「あの、不ぶ躾しつけかもしれないけどさ。この時間、よくいるよね。学校とか行ってないの？」

　連れん邦ぽうでは一応、六年制の初等教育までが義務教育で、それ以降は有ゆう償しようで任意だ。一応、というのは何しろ九年前に始まったばかりの制度なので、首都周辺はともかくそれ以外の地域では教師の確保も学校の建築もまだ追いついていないためだ。

　まして生来の連れん邦ぽう市民ではない──エイティシックスとして収容所と戦場で暮らし、連れん邦ぽうに保護されたのもつい二月前に過ぎないシンは、当然学校には行っていない。

　エルンストからは、春になる頃ころにはここでの暮らしにも慣れるだろうし、考えておきなさいとは言われているけれど。

「そっちは？」

「え？」

「学校に行っているはずの時間によくおれを見るなら、そっちもこの時間によくここにいるんだろ」

　少年は少し、情けないような顔で苦笑した。

「ああ、うん。行ってない。ていうか、行けない。やっぱり元貴族はちょっとね、色々肩かた身みが狭せまいから」

　市民革命の後、連れん邦ぽうにおける旧貴族階級の状じよう況きようは全く二分されたという。

　大規模農業や重工業など、国家の命脈に関わる大事業に携たずさわっていた大貴族達は、身分と徴ちよう税ぜい権けんを返上した後もそのまま経営者として生き残った。〈レギオン〉と対たい峙じする中、戦力に直結するそれらの事業を混乱させることはできなかったからだ。同様に、彼らの家か督とくを継つげない子弟である旧帝てい国こく軍ぐん士官達も、そのまま士官として連れん邦ぽう軍ぐん内ないに多く残っている。

　一方、それ以外の貴族達は一市民として生きることを余よ儀ぎなくされたが、労働を知らず、また元々の市民階級から嫌きらわれる彼らは職を得にくい。元々食くい繫つなげるだけの資産もなかった下級貴族など、今や労働者よりも困こん窮きゆうしていることもままあるとか。

「だから、ひょっとしてご同類かなって思ったんだけど。……ごめん、やっぱり不ぶ躾しつけだったな」

　眉まゆを下げる少年に、シンは首を振ふる。

「構わない。おれはここの生まれじゃないから」

　連れん邦ぽうの、という意味だが、ザンクト・イェデルの住人には旧帝てい国こく帝都領の、のニュアンスで取られるのは以前に何人かと交わした会話で学習済みだ。エイティシックスだというのは説明が面めん倒どうだし、旧帝都領の住人にとっては領外はひとしなみに『属領』であるらしく、それ以上細かく聞かれることもないのでこれで通している。

　帝てい国こくが数多あまた有した旧属領はそれぞれに違ちがう文化を持つため、習慣や価値観、場合によっては言葉さえもが旧帝都領とはまるで異なる。気にするようなことはなかったと言外に告げると、少年はほっとすると同時に好こう奇き心しんに双そう眸ぼうを煌きらめかせた。

「へえ。夜黒種オニクスと焰紅種パイロープの血を引いてるのに帝都生まれじゃないのは珍めずらしいな……と。だから不ぶ躾しつけだよね。ごめん」

　頭をかいて、少年は笑った。笑う、眼鏡の奥おくの白銀色の瞳ひとみ。

「ユージン・ランツだ。よければ、よろしく」







「──と、いう具合で。彼らがここに来て一か月になりますが、まあまあ馴な染じんできたみたいですよ」

　保護した少年達に、エルンストは最初に言った『ゆっくりこの国を見て、身の振ふり方かたを考えればいい』の言葉どおり、好きに出歩いていい、と言っているが、まさか不慣れな連れん邦ぽうの街にいきなり一人で放り出すようなことはできない。

　最初は案内役として。少し慣れてきてからは遠巻きに見守らせている年の近い係官からの報告を秘書官が総そう括かつし、山のように積もった電子書類に片かたっ端ぱしから目を通しつつエルンストは言う。その間も執しつ務む机づくえの上の端たん末まつから目は上げない。

「そう。昨日戦史を棚たなの端はしから読んでて一昨日は哲てつ学がく書しよで一昨昨日さきおとといは戦せん没ぼつ者しや墓地行って、何で今日突とつ然ぜん絵本なのかとか相変わらず基準がさっぱりわかんないけど、友達が出来たのはいい兆候だね。今日はオセキハンかな！」

「赤飯が何だかも知らない上に炊たくイベントとしては思いきり間ま違ちがいですから、やめてくださいねそういうの」

「だいたい今日だって帰れるんですかソレ。さっきライデン君が着替えとテレザさんの嫌いや味み届けに来ましたよ何やらせてるんですか」

　東方黒種オリエンタと黒鉄種アイゼンの秘書官が淡たん々たんとつっこむが、エルンストは気にしない。

「着替えは別に、官かん邸てい内ないにクリーニングがあるしそのために毎日同じ背広着てるんだから、テレザが届けさせたかったのはホントは嫌いや味みだけだろうね。あっでも今日は何があっても絶対帰るし、君達も帰ること！　今日は聖誕前夜祭なんだから！」

「まあ、それはありがたいですけど」

「どうせだからプレゼントも買って帰りたいな。聖誕前夜祭の夜にプレゼント贈おくる習慣は、共和国にもあるのかな」

「一応、あるみたいですよ。……あの子達が、そんなもの覚えているのかは微び妙みようですが」

「また覚えなおせばいいことだよ。……さて。何がいいかな……」

　やっぱり端たん末まつから目は離はなさないまま、うきうきとエルンストは微び笑しようする。今日の今日で、あまり大したものは用意できないだろうけれど。

　ザンクト・イェデルに来て一か月。少年達はめいめいに、平和の楽しみ方を見つけ始めているらしい。ライデンはバイク便のアルバイトを始め、アンジュは料理教室に通い出して、セオはスケッチにあちこち出歩き、クレナはウィンドウショッピングを楽しみ、シンは気ままに図書館やら博物館やら回っている。それぞれに顔見知りや友人も作り始めているようだ。

　よかった、と心底思う。

　もう従軍するだなんて誰だれも言うまい。祖国に加えられた迫はく害がいから……刻きざみ込こまれてしまった戦せん闘とう者しやとしての意識から、彼らはようやく、逃のがれつつあるようだ。

　彼らはもう〝エイティシックス〟などではない。

「……春には、進路なり何なり、準備しておかないといけないかな」

　窓の外は、光降る春を待ち望む、北の軍都の長い冬。







　夜の内に降りだした雪は昼を回る頃には止んで、今は噓うそみたいに雲一つない、淡あわい青い空が白灰色の石いし畳だたみの広場の上に広がっている。

　そぞろ歩きの足を止めて、セオはその紺こん碧ぺきを見上げる。

　広場の中央に植えられた桜の大木の、葉の一枚もない節くれだった黒い枝と、その向こうのぱきんと澄すんで高い冬の空。

　無む窮きゆうと見せかけて今まさに黒々と罅ひびが入り、割れて墜おちてくる寸前のような。

　目を下ろすと街頭テレビのホロスクリーンが議会の中ちゆう継けいを流している。

　その壇だん上じようでいつもの大量生産品の背広にいつもの眼鏡で、エルンストが何やら演説しているのはいつ見ても変な感じだ。革命の指導者で英えい雄ゆうで、任期十年目の暫ざん定てい大統領。セオにとってはたまに帰ってきては勝手に決めた門限についてくどくど小言を言ってきたり、フレデリカとテレビのチャンネル権を争って大人げなくぎゃーぎゃー言い合ってたりするただの変なおじさんなのだが。

　三十分のアニメくらい黙だまって見せてやればいいだろうに、とは、ニュース番組を魔ま法ほう少女に変えられたり、サッカー中ちゆう継けいを何とか戦隊に回されたりするのがすっかり当たり前になったシンとライデンの弁。

　聞くともなしに聞いていると、連れん邦ぽうの戦せん況きようについての話らしい。各戦線の状じよう況きようと分ぶん析せき、今後の展望。分ぶん析せきをしたのはエルンスト本人ではないだろうが、少なくともそれが可能なだけの情報が各戦線から上げられているらしい。ざっと五年ほど同じ報告書を使い回してもばれない──いや、最後のハンドラーにはばれたか──共和国の有様とは随ずい分ぶんな違ちがいだ。

　毎晩シンが見ている……というか、例の如ごとく本を読みながら半分聞き流しているニュースでも、戦せん況きようについてはおそらくそこそこ正確に報道されている。放送の最後の、その日の戦死者の発表もだ。一兵卒に過ぎない戦死者まで毎晩国営放送が発表し、その死者を見も知らぬ市民が悼いたむ。それが連れん邦ぽうでは当然なのだそうだ。セオ自身は全く知らない、十年前までの周辺諸国でも。

　本当に共和国の白ブタどもとは頭のおかしい連中だったのだなと思う反面、──聞くたびいつも、心の何ど処こかで居ても立ってもいられない気分がかきたてられる。こうしていてはいけないと、ここにいてはいけないと、焦こげ付つくような焦しよう燥そうが胸むねの奥おくをかきむしる。

　つくづく思う。

　やっぱり、僕達は。

　スケッチブックを小こ脇わきに抱かかえ、さすがの寒さで同じ趣しゆ味みの絵え描かき達は今日はいない、瓦が礫れきはもちろんゴミの一つも落ちていない広場を歩く。

　十年前の市民革命ではこのザンクト・イェデルでも戦せん闘とうが行われたらしく、突とつ然ぜん石いし畳だたみがそこだけ新しくなっていたり、市内を縦断する河に焼け落ちた橋はし桁げただけ残っていたり、歴史ありげな壮そう麗れいな大聖堂の鐘しよう楼ろうが砲ほう撃げきで吹っ飛ばされたまま放置されていたりする。その鐘楼の崩くずれた石いし壁かべに蔦つたがびっしり這はう様子が、人の住む街なのにいつかの戦区の廃はい墟きよみたいで面白いなと思ってスケッチしていたら、そこの司祭のお爺じいさんが何な故ぜか飴あめをくれた。

　こつこつと耳慣れない足音が近づいてきて、振ふり返かえるとアンジュだ。

「いたいた。今日は共和広場あたりに行くって言ってたから、もしかしてって思ったら」

「ああうん。まさか共和国の旧大使館前の広場のことだとは思わなかったけど……なに？」

　上品なブラウスに淡あわい色のコート、ひらひら長いスカートと編み上げのブーツは、野戦服姿の彼女しか知らない目にはまだ少し見慣れない。他の全員についてもそうだ。自分も含ふくめて、似合わないのではないと思うがどうにも違い和わ感かんがある。

「ちょっと手伝ってほしいの。要するに荷物持ちなんだけど、私だけじゃ手が足りなくて」

「ああ、了解。……僕だけで足りる？　誰だれか呼ぼうか」

　荷運びなら、女子のクレナと子供のフレデリカは論外として。

「ライデン……はアルバイトだからだめか。シンなら暇ひましてるかな」

　というか基本的に全員毎日やるべきこともなく暇ひまなのだが。

　言いながら知覚同調パラレイドを起動すべく右耳のイヤーカフに手をやる。

「アクティベート、」

　指先は、イヤーカフの硬かたい感かん触しよくを弾はじくことなく空から振ぶった。

「……」

　そうだった、とセオは沈ちん黙もくする。おもいきり笑いを堪こらえる顔でアンジュが携けい帯たい端たん末まつを取り出して示すのに、ぶすっと自分の携けい帯たい端たん末まつを取り出した。

「まったく、便利だよねコレ。わざわざ持ち運ばないといけないし、相手が電源切ってると繫つながらないし、いちいち電話番号入力したり登録したりしなきゃいけないし」

　最初の台詞せりふと、後に続く言葉と表情が合っていない。アンジュはくすくす笑う。

「登録は、レイドデバイスでもハンドラーが変わるたびに変えてたじゃない」

「白ブタがね。……面めん倒どうくさかったよねあれも。全部白ブタの都合なのに、来るたびぐだぐだ文句言われてさ」

　知覚同調パラレイドという首輪をプロセッサーに嵌はめたのは共和国の都合だし、可変データ登録用のイヤーカフを取り外しできないようにつけてくれやがったのも共和国だ。消毒もなく雑につけられたせいで、連れん邦ぽうで外されてからも傷きず痕あとが残ったのを、自分はともかくアンジュやクレナについてはセオはいまだに腹立たしく思っている。

　たしかに彼らを……正確にはシンを担当するハンドラーは異様な頻ひん度どでやたらめったら交代していたのは事実だが、それとて別段こちらの責任ではない。最後のハンドラーなんか彼らと同い年の弱っちいお姫ひめ様だったのに、そんなのが耐たえたのを耐たえられない方が悪いのだ。

「あんなのを欲しがるなんて、連れん邦ぽうも物好きよねえ。長いこと使っておいてなんだけど、たいがい得体は知れないのに」

「まあ、戦場なら役に立つんじゃない？　こっちも阻電攪乱型アインタークスフリーゲはいるみたいだし。〈ジャガーノート〉の方は、あんな歩く棺かん桶おけなんか調べてどうするんだよって感じだけど」

　連れん邦ぽうに保護された時の持ち物は、今では何も手元には残っていない。

〈ジャガーノート〉とレイドデバイスは、物好きなことに何やら調査したいとかで、どこぞの研究所に送られたという。その他の物については、私物も何もないし思い入れもないので処分してもらったが。

「……そういえば、シンは拳けん銃じゆうだけは返してほしがってたっけね。連れん邦ぽうだと一いつ般ぱん市民は持つのに許可がいるからって、却きやつ下かされてたけど」

　一応、エルンストの預かりとして保管はされているらしいが。

「思い入れ、というのは違ちがうんでしょうけど。みんなにとどめを刺さしてあげた拳けん銃じゆうだものね。シン君、あの役目だけは絶対に誰だれにも譲ゆずらなかったから」

　それこそ副長として最も付き合いの長いライデンにさえも。

　ふ、とセオは一つ息をつく。

「聞こえちゃうから仕方ないんだろうけどさ。……シンはもうちょっと、楽に生きてもいいと思うんだけどね」

　還かえれない亡ぼう霊れいの声を聞くあの同どう胞ほうは、そのせいか死者に囚とらわれすぎているとセオは思う。あるいは死、そのものに。

　たとえば死にきれず苦しむ仲間を撃うち殺ころす役目に。

　その最さい期ごまで連れていくと約束した、彼と共に戦って彼を置いて死んでいった、最初の部隊からスピアヘッド戦隊までの大勢の戦友たちに。

　その脳構造を〈レギオン〉に取り込まれ、最さい期ごの嘆なげきを繰くり返かえす〈黒羊〉と化した仲間達に。

　何より、今は討うち果はたしたけれど、……とうの昔に死んだ兄の首に。

　アンジュは青い双そう眸ぼうを沈ちん思しに伏せている。

「囚とらわれてるから何とかなってたことも、あるんじゃないかしら」

「……何それ」

「囚とらわれてるっていうのは、言いい換かえれば引き留められてる、ってことよ。お兄さんを討うつって目的があったから、シン君は留まっていられたのかもしれない」

　首の傷にまとわりつく無数の死者の嘆なげきと呪じゆ詛そから、……皮肉にも、その傷をつけた死した兄の存在によって。

「私達はエイティシックスで、あの戦場で死ぬはずだったから、ある程度仕方ないんでしょうけど。特にシン君は本当にお兄さんのことだけ、考えていたようなところがあったから。それを無くしてしまって、今は……少し、心配」

「……」

　セオにはその懸け念ねんはいまいちぴんと来ない。

　アンジュはよく周りを見ている。だからあながち、間ま違ちがいとも言い切れないのだろうけれど。

「アンジュはどうなの？」

「え？」

「あの戦場で死ぬはずだったのが、こうやって生きのびてさ。身の振ふり方かたを考えろとか言われて……、どうするかって、もう、決めてる？」

　アンジュは花の色の唇くちびるで苦笑する。

　ああ、化け粧しようをするようになったのだなと、少し遠く考える。

「聞く？　いまさらそんなこと」

　ふっとセオも口元を緩ゆるめた。

　いまさら。

「だよね」

「たとえば、……ダイヤ君もここにいたらとか、もう少し待ってみたらとか、考えたけど。やっぱり同じなの。するべきだと思うことも、したいことも。私達は──」

「うん」

　引き取って、セオは頷うなずく。

「僕も同じ。ていうか多分、みんな同じなんだよね。僕達にはそれだけなんだから」

　僕達は。

　互たがいに同じ思いを共有していると理解しあった時の、どこか満ち足りて居い心ごこ地ちのいい沈ちん黙もくが束つかの間ま落ちる。

　不意にアンジュがぱんと手を打った。

「それはともかく、よ」

「あ、そっか。荷物持ちだよね」

　忘れていた。

　登録してあるシンの携けい帯たい端たん末まつの番号を呼び出し、音声通話を選せん択たく。繰くり返かえされるレトロなコール音が、……結構、大分、随ずい分ぶん待っても途と切ぎれなくてセオは顔をしかめた。

「──出ないし！」




　　　†




　シンにとって、夢とは長い間、兄に殺された夜の再現のことだったから、それ以外の夢というのはあまり記き憶おくにない。

　それでもわかった。

　これは夢だ。

「──ひどい頼たのみだとは、わかっているんだ」

　濃のう霧むに白く鎖とざされた空間で、カイエが笑う。共和国の第八六区、東部戦線第一戦区の戦場で死んだ、スピアヘッド戦隊の仲間の少女。

　極東黒種オリエンタ特有の黒くろ髪かみと黒こく瞳とう。共和国の死蔵在庫デッドストックの砂さ漠ばく迷めい彩さいの野戦服にポニーテール。

　小さな頭は本来あるべき場所にはなくて、刎はねとばされた最さい期ごそのまま、彼女自身の両りよう腕うでに抱かかえられている。

　その顔が笑う。

[image: ]

「お前達は行き着く果てまで辿たどり着ついた。そこまで私達を連れていってくれた。だからもう、私達のことは忘れてくれていいはずなんだ。……でも、」

　手が届かずに同じことになった仲間は大勢いて、だから、彼女もカイエ本人というより、その大勢の仲間達の象しよう徴ちようなのだろう。

　死し骸がいを〈レギオン〉に持ち去られ、時にはまだ息のあるまま引きずっていかれて、その脳構造を取り込まれた。白い羊レギオンに紛まぎれる異い端たんの〈黒羊〉と成り果ててしまった戦友たちの。

「それはわかっていて、でもやっぱり苦しいんだ。このまま残り続けるのは辛つらい。死んだのだから還かえりたいんだ。だから──シン。私達の死神」

　シン自身は一度たりとも悪名だと思ったことはない異名を呼んで、カイエは笑った。

　軍靴ブーツの足元は人の踏ふみ入いらない深い草地と、複々線の八本の軌き条じよう。重なる白い霧きりの紗しや幕まくの向こうにぼうと佇たたずむ、擱かく座ざした〈ジャガーノート〉と〈スカベンジャー〉の灰色の影かげ。

　二月前に辿たどりついた、あの秋の終わりの、〈レギオン〉の領する戦野の。

「どうか私わたし達たちも、助けてくれないか」

　戦死者の脳構造の劣れつ化かコピーである〈黒羊〉に、人格はない。

〈羊飼い〉でさえ、人間と同等の思考能力は備えていても、意志の疎そ通つうは叶かなわない。

　だから目の前のこの少女も、カイエや仲間達そのものではなく……自分の未練、なのだろう。

　残してきてしまった。あの時は兄一人、探し出して葬ほうむってやるだけが精せい一いつ杯ぱいだったから。

「──ああ」







「……シン、」

　呼ばれて目を開けると帝てい都と中央図書館の閲えつ覧らん室しつで、八人がけの大きなテーブルに突つっ伏ぷした姿勢からシンは身を起こす。

　向かい側で椅い子すには座らず背もたれに両りよう肘ひじをついて寄りかかって、ユージンが眼鏡の奥おくの白銀色の双そう眸ぼうをにやにやさせている。妹だという少女はどこかで絵本でも読んでいるのか、近くにはいない。

「いくら日が出て暖かいからって、寝てると司書さんに怒おこられるよ。確かにここは丁度陽だまりで、いい陽気だけどさ」

　この翼よく館かんの閲えつ覧らん室しつは天窓から自然光を取り込むつくりで、古い厚い磨すり硝子ガラスに柔やわらかく弱められた陽が硝子ガラスに刻まれたレース模様を閲えつ覧らん室しつ全体に広げている。夏場は外にずらりと植えられた楡にれの大樹の葉が日差しを散らし、遮さえぎるのだという。午後の室内は陽光に暖められ、よく見れば長い閲えつ覧らん室しつの別のテーブルにも幾いく人にんか、読書中、あるいは勉強中につい寝入ってしまったらしい同年代の少年少女の姿がある。

「夜よ更ふかしでもしたの？」

「そういうわけじゃないけど」

　もう何年もついぞなかったことだった。時折襲おそい来る、おそらくは異能の代だい償しようの極度の疲ひ労ろうに眠りに引きずり込まれた時以外で、初対面の相手が近くにいるのに目が醒さめないというのは。

　随ずい分ぶん気を緩ゆるめているな、と他ひ人と事ごとのように思った。

　格納庫の騒そう音おんや、遠い砲ほう声せいが聞こえない日常にも大分慣れた。近きん隣りんの〈レギオン〉の動静に終始気を配らなくていい生活にも。

　嘆なげきの声が聞こえるのだけ、相変わらずだ。ここからは遥はるか遠い前線の向こう。減るどころか増え続けてひしめくような、大地を埋うめ尽つくす機械仕じ掛かけの亡ぼう霊れい達の嘆なげきの声の群。

　白銀の双そう眸ぼうの笑みを悪戯いたずらっぽく深めて、ユージンが身を乗り出す。

「そろそろ時間だし、見に行かないか？　ここのホールの、最上階の展望テラスが穴場なんだ。出られるって知らない奴やつが多いから、ちょっと遠いけどよく見えるよ」

「……何を？」

「凱パ旋レ行ー進ドだよ。聖誕前夜祭の。今年は西方方面軍の第二四機き甲こう師団だから、最新の第三期改修型の〈ヴァナルガンド〉も見られるはず」

「……」

　咄とつ嗟さに言葉を返せないシンに、ユージンが首を傾かしげる。

「あれ。もしかして興味ない？」

「いや……」

　むしろ、目の前の相手がそういうものに関心があるのが意外だった。

　どうしてもまだ意識してしまう白ア系ル種バの外見はさておいても、戦せん闘とうの苛か烈れつとはいかにも無む縁えんな細い体格とおっとりと人の好いい表情。家事に少し荒あれた、ペン胼た胝この目立つ手は、けれど武器の扱あつかいにも暴力にも慣れてはいない。

「そっちこそ、……関心はなさそうだなって」

　そう言うと、ユージンははにかむように笑った。

「ああ、俺おれ、従軍するんだ。一応機き甲こう科か志願。だから、勉強に見ておこうかなって。……そういう意味でも、ご同類かなって思ったんだけど」

　昨日は戦史の書しよ架か、その前に見た時は帝てい国こく時代の高名な軍人達の手記。自分と同じような書しよ架かを回っているからよく見かける、行けなかった学校の代わりにここで勉強している、……同じ特士校志望の仲間なのではないかと。

　そう思って実は勝手に親近感を抱いだいていたんだと、白セ銀レ種ナの少年は言う。少し前から、話しかける機会を窺うかがっていたのだと。

「首こ都こは平和だけど。国境では戦争をしていて、それはいつ、首こ都こまで来るかもわからないんだよね。そうならないために、……妹やこの街を守るためにできることがあるならやりたいし、……いつか、妹に海を見せてやりたいんだ。だから、もうこんな戦争は終わらせないと」

「……」

　夢の中で聞いた、カイエの声が蘇よみがえる。

　──どうか私達も、助けてくれ。

　過ぎさった戦野で。

　かつてそこに在り、最さい期ごの瞬しゆん間かんまでそこを進むのだと、自らに定めた戦野で。

　そう望まれるならやはり、自分は今は、あの場所にはいないのだろう。

　もう覚えてもいない、グラン・ミュールの要よう塞さい壁へきの向こう。

　現実に目を塞ふさいだ果てに自らを守る術さえ失い、停てい滞たいの中無様に腐くさり果はてた共和国の八五区。

　足を止めている今、──自分はむしろ、あの壁かべの中にいる。

「……そうだな」

〈レギオン〉達の嘆なげきの声は止むことはない。

　遠く、遥はるか地の果てまで、埋うめ尽つくしてさざめく。

　その向こうの、巨大で猥わい雑ざつな共和国の死し骸がいの声に、意識を向けた。

　聞こえないのは──その中で彼女はまだ、生きているからだろうか。

　まだ──自分達を追って、戦っているのか。

「……休みすぎたな」

　独りごちた言葉はごく幽かすかで、ユージンにさえも届かない。







「あ、メール返信来たわ。シン君から」

「えっ何でそっち!?　僕あんなに掛かけたのに！」

「うーん……多分、あんなに掛かけたからだと思うわよ……」







　通りの向こうを過ぎていく賑にぎやかな行マ進ー曲チと大勢の歓かん声せいに、クレナはウィンドウショッピングの足を止める。

　目を向けた瞬しゆん間かん、通りの出口、両側に背の高いビルディングが建ってくっきり四角く切り取られたメインストリートの情景を鋼はがね色いろの巨きよ影えいがよぎって思わず身を強こわばらせる。一二〇ミリ砲ほうの威い圧あつ的な砲ほう口こう、そこから続く長い砲ほう身しんと無骨な砲ほう塔とうと車体。その超重量で石いし畳だたみを叩たたく轟ごう音おんを響ひびかせ、駆く動どう系けいの軋きしみとパワーパックの唸うなりを纏まとって歩む八脚きやくの多た脚きやく戦車。

　足音と駆く動どう音おんを轟とどろかせる、八脚きやくの。

〈レギオン〉ではないとようやく思い至って、知らず詰つめていた息をそろそろと吐く。反射的に手をやっていた肩かた口ぐち──もしあの八六区の廃はい墟きよの戦場にいたらアサルトライフルのストラップをかけていた場所から、そっと手を戻もどした。

「……びっくりした、」

　そういえばシンやライデンが見ているニュースで、何度か見たフェルドレスだ。〈ヴァナルガンド〉といったか。戦車型と同じ口径の戦せん車しや砲ほうで同じくらいの装そう甲こうの連れん邦ぽうの主力兵器。火力も装そう甲こうも戦車型レーヴェどころか近接猟兵型グラウヴォルフにも比ひ肩けんし得ない共和国の〈ジャガーノート〉とは大違いの。

　凱パ旋レ行ー進ドだろうか。賑にぎやかな行マ進ー曲チとともに、装そう甲こうの塗と装そうも真新しい〈ヴァナルガンド〉と煌きらびやかな式典軍服の連れん邦ぽう軍人達が何輌りよう、何人も進んでいく。メインストリートの両側を埋うめる群衆が手に手に振ふる、連れん邦ぽうの国旗の黒と赤の双そう頭とうの鷲わし。

〈ヴァナルガンド〉の砲ほう塔とうに摑つかまって立つ士官と目が合って、手を振ふられるからちょっとびくっとなりつつ小さく振ふり返かえした。幾いくつか年上のその青年士官は誇ほこらしげに笑うとおどけた敬礼をこちらに送り、そのまま建物の向こうに姿を消した。

　この国も〈レギオン〉との戦争の真っただ中で、あの〈ヴァナルガンド〉も〈レギオン〉と戦う兵器であるはずなのに、奇き妙みように平和で晴れがましい光景だ。

　賑にぎやかで楽しそうだけれど、人が多いところはまだ、少し慣れない。くるりと踵きびすを返し、再び歩き出す。

　与えられた、この平和で穏おだやかな生活は、慣れてくるととても楽しい。最初の頃ころは、戦せん闘とうも日々の雑務もしなくていいのにとにかく疲れて眠くて、大変だったけれど。

　仲間達もめいめいに、ここでの暮らしの楽しみ方を見つけている。それぞれ顔見知りや友人もできているようで、クレナ自身、ここでの友人が何人か携けい帯たい端たん末まつのリストに増えた。

　そう過ごそうと、最初に決めた。

　それぞれにこの国を見て、それぞれ身の振ふり方かたを決めようと。そしてそれぞれの決定は、それが何であれ尊重しようと。

　目に留まった店のショーウィンドウに、自分の姿を映してみる。雑誌で見かけて気に入ったワンピースに、フェイクファーの縁ふち取どりのケープ。ちょっと踵かかとの高いブーツは、まだ慣れないけれど挑ちよう戦せん中ちゆうだ。

　この街に来たばかりの頃ころはテレザや、エルンストの秘書で年の近い人達が見立ててくれたものを着ていたけれど、最近は自分で選んで着ている。可愛いかな、と色々向きを変えて見ていると、ウィンドウの向こうでお店のお姉さんが笑って親指を立ててくれた。

　嬉うれしい。けどちょっと恥はずかしい。ぴょこんと頭を下げて、逃にげるように歩き出す。

　好きな服を選んで。お洒落しやれをして。欲しいものを買って自由に歩けて、明日死ぬことも今日戦うことも考えなくていいなんて夢みたいだ。

　……そう。

　これは夢だ。

　背後の歓かん声せいが止む。

　高らかな軍楽隊の行マ進ー曲チだけが、厳げん粛しゆくな沈ちん黙もくと冬の淡あわく高い蒼そう穹きゆうに突つき刺ささる。

　あの青色の向こうには、人の住めない無辺の闇やみが広がっているのだという。

　昔、そう、あの八六区の戦場で誰だれかに聞いた。ごつい見た目に反して天文に詳くわしかった、スピアヘッド戦隊の仲間のクジョーだったかもしれないし、最初に配属された戦隊の女性の戦隊長だったかもしれない。会って間もない頃ころのシンだったかも。

　空の青は、闇やみの色の上うわ澄ずみ。

　空も、海も、あのうつくしい青色は人間にとっての死の世界の表層なのだと。

　……だから天国は、空の向こうにあることになっているのかもしれない。

　足を止め、振ふり返かえった。

　天に届けとばかりに響ひびく行マ進ー曲チ。お前達も今このひととき、我らと共に凱がい旋せんしているのだと空の彼方かなたに伝えんとするかのように。

　群衆の黙もく禱とうと、その中に混じる退役軍人の軍服の男女の敬礼の中、喪もの色しき彩さいである黒布を掛かけた〈ヴァナルガンド〉が黙もく然ねんと進む。

　砲ほう塔とう正面に掲かかげられた数字は、去年の凱パ旋レ行ー進ドから今年のそれまでの戦死者と戦せん闘とう中行方不明者の数だ。眩暈めまいがするような数。それぞれに名前があり、人生がある人間だったはずの数。

　それ以上の数の、かつての自分達と同じ、言ってしまえば仲間達が、今も前線で戦っている。

　楽しいけれど。でも、やっぱりこの暮らしは、自分達にとってはひとときの夢だ。

　夢はいずれ、醒さめるものだ。
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「帰ったぜ……と、」

　アルバイトから帰ると屋や敷しきの玄関広間ホールに灯が入っていなくて、ライデンは瞬まばたく。いつもは帰ってくる頃ころには、テレザが玄関先と玄関広間ホールの明かりをつけているのだが。

　子供が帰ってくる家は、明るくないといけないから、と。

　玄関広間ホールから直結したリビングはこちらは明かりが灯されて、大きなソファでフレデリカが一人、クマのぬいぐるみを抱かかえてちんまり座すわっていた。

　以前シンが気まぐれに買ってやったものだ。買い物に行きたいとせがまれて、連れていってやったデパートメントで。

　フレデリカは一人で外出をしない。学校にも通っていないようだ。

「お帰りなのじゃ」

「おう、ただいま。……他の奴やつはまだか。テレザはどうした？」

「買い物に行ったきり戻もどらぬ。何かあったのかのう」

　少し心細げに嘆たん息そくした。

　拍子ひようしに、ぐぅっと何やら大きな音がした。

　思わずライデンは音源であるフレデリカを見下ろしてしまう。

　フレデリカは真っ赤になって更さらにぬいぐるみを抱だきしめ……結局蚊かの鳴くような声で訴うつたえた。

「ライデン、……お腹が空いたのじゃ」

「ん？　……ああ……」

　壁かべの掛かけ時ど計けいを見れば、いつもならそろそろ夕飯を食ってる時分だ。戦せん闘とうやら夜や襲しゆうやらで食事の時間もまちまちな生活に慣れきっている自分達はともかく、子供のフレデリカには辛つらいだろう。

「ちょっと待ってろ」

　荷物を置いて、ライデンは奥おくのキッチンに向かう。







　壁かべの中も外も基本的には合成食料で賄まかなうしかなかった共和国とは異なり、連れん邦ぽうでは畑やら牧場やらで穫とれる食材がある程度は流通している。

　冷蔵庫の食材から簡単に作れるものを見み繕つくろい、洗って刻んで混ぜてフライパンで炒いためる。とりあえずフレデリカの口が凌しのげればいいし、この間にテレザが帰ってきたら副菜の一品にでもすればいい。

　フレデリカはさながら魔ま法ほう使つかいを見る顔で目をきらきらさせている。

「そなた、料理ができるのじゃな！」

「まあ、困らねえ程度にはな」

　何もかも自分でやるしかない戦場で暮らしていれば、嫌いやでも身につく。

　……普ふ通つうは。

「次、同じことになった時にシンしかいなかったら、腹減ったから何か買ってこいってそこまで言えよ。間ま違ちがっても同じ言い方するんじゃねえぞ」

　フレデリカは妙みように嬉うれしそうな顔になった。

「なんじゃ。シンエイは料理が苦手か」

　そういえば、大人にも出来ないことがあると知るのが無む性しように嬉うれしかった頃が自分にもあったなと、随ずい分ぶん遠い気のする子供の頃を思い出しながらライデンは肩かたをすくめる。

「苦手ってわけじゃねえんだろうけどな。雑なんだよな」

　例えば味付けが不均一だったり、卵の殻からが残ってたりスープが煮にえすぎだったり。

　食えないわけじゃないがきっぱり不ま味ずい上に本人に改善する気が全くないので、どの戦隊でもシンはなるべく料理当番から外されていた。何な故ぜか包丁の扱あつかいだけはやたら上手くて、涙なみだが出ない玉たま葱ねぎの刻み方なる謎なぞの最終奥おう義ぎを習得していたりもするが、それも連れん邦ぽうに来てからはフードプロセッサーで代用可能な要らない特技だと発覚した。

　戦せん闘とうとその指揮で極度の集中を強いられる分、それ以外のところが注意力散さん漫まんなのだろうと思って大目に見ていたが、今の暮らしでも大差ないあたり単に大おお雑ざつ把ぱなだけらしい。

「成程のう。いかにも兄君を討つを全てとしてしまったあの者らしいの。……と、ライデン、それは何じゃ？」

「…………………お前、生卵見たことねえのか？」

　ちなみに片手で卵を割ってボウルに入れたところである。

　あの最後のハンドラーもなかなかのお嬢じよう様さまだったようだが、流石さすがに卵は知っていた。割り方もわかっていたかは、若じやつ干かん怪あやしい気もするが。

「うむ。テレザは、キッチンはメイドの領土じゃと入れてはくれぬからの。そのようなケースに入って売っておるのか……加熱すると固まるのかの？」

「ケースじゃなくて、殻からな。……どんな箱入りのお育ちなんだよ」

「それは、」

　言いさしてフレデリカは口を噤つぐむ。

　まあ、答えられないだろうなとその様子を見下ろしてライデンは目を眇すがめる。

　薄うす々うす、察してはいる。仲間達もそうだろう。だから何だとしか思わないから詮せん索さくはしないが。

「ところで、お前今、」

　リビングの扉とびらがかすかに軋きしみ、ややあって音も無くシンが入ってきた。

「……フレデリカは少し、料理を手伝った方がよさそうだな」

　フレデリカがぎょっとなり、ライデンは平然と見返す。足音を立てずに歩くシンの癖くせには、四年近くになる付き合いですっかり慣れている。

「お前に言われちゃお終いだな。お帰り、……大荷物だな」

　出かけた時はそこらに散歩に行く程度の軽装だったのが、今は何やら重たげな買かい物もの袋ぶくろを提さげている。

　続けてぞろぞろ入ってきたアンジュ、セオ、テレザも同じように大きな紙かみ袋ぶくろだの保冷バッグだのを抱かかえていて、ライデンは片かた眉まゆを上げる。

「……どんな事態だ？」

「テレザさんがお買い物に行ったら、お店で車が壊こわれちゃったんですって。それで、買い物は済ませてたから荷物が多くて困ってたところに、丁度私が行き合って」

「で、アンジュだけじゃどうにもならなかったから僕を探して、僕からシンに連れん絡らくとって」

　言いながら大きな保冷バッグを下ろしてセオはやれやれとばかり肩かたを回す。

「ていうかテレザ、こういう買い物の時は次から僕でもシンでもいいから声かけてよ。どうせ暇ひまなんだし、荷物持ちくらいするからさ」

「お仕えしているお家の子に、荷物持ちをさせるメイドはおりませんよ」

「お仕えしてるのは僕達にじゃないでしょ。あの面白いおっさんにでしょ」

「同じことですよ」

「いや違ちがうから。あれ別にお父さんとかじゃないから」

　エルンストがこの場にいたらさめざめと泣きそうなことをがやがや話していたら、最後のクレナが帰ってきた。

「あ、」

　リビングの入口で何な故ぜか立ちつくす。全員の視線が集まったからかもしれないし、五人が揃そろったら言おうと思っていたのが、思いがけず四人ともいたからかもしれない。

「お帰りなさい、クレナちゃん」

「あ、うん。ただいま。……あの、」

　落ち着きなく視線が揺ゆれ、ふっとまっすぐに見返した。猫ねこのような金色の目。

　決意を秘めて硬かたく、わずかに不安に翳かげりつつ底光る。

　ライデンは小さく息をついた。

　ああ、こいつも決めたのか。







　立たち尽つくすクレナを、血赤の双そう眸ぼうが静かに見返す。

　その静せい謐ひつと冷れい徹てつがわずかに緩ゆるむ。

「もういいのか」

　その声と言葉に背中を押おされてクレナは頷うなずく。

「うん。見なきゃいけないものは、全部見たと思う」

　シンは多分、最初からそうと決めていて。他のみんなが選ぶのを待って黙だまっていた。

　でも、きっとそれは、みんな同じで。

　だから言った。

　そうと言える誇ほこらしさに、笑みは自然と零こぼれた。

「帰ろう。あたし達のいるべきところに」




　　　†




　何とか仕事を片付けて久方ぶりに私邸に帰ると少年達の話し声が聞こえて、連れん邦ぽうでの暮らしにもすっかりなじんだようだと、エルンストは安あん堵どする。

　強制収容所に送られた時は、初等学校入学前後の年ねん齢れいだったのも幸いしたのだろう。買い物の仕方や公共の場所での振ふる舞まい方など、最低限の経済の仕組みや社会常識は、普ふ通つうの家庭なら躾しつけられている年ねん齢れいだ。

　シンとライデンは庇ひ護ご者しやに恵めぐまれたのだろう、境きよう遇ぐうの割に受けた教育のレベルが高い。セオとアンジュ、クレナはそうもいかなかったようだが、それでもあの欠けつ陥かん兵器のマニュアルが読めて弾だん道どう計算ができる分、連れん邦ぽうの大半の市民よりはマシだ。

　高等教育が一部に独どく占せんされる帝てい政せい・軍事独どく裁さい政せいが長く続いた連れん邦ぽうでは、学校に行ったことのない子供も自分の名前も書けない者も、特に属領ではまだ多い。正式な選挙が実じつ施しされるまでの暫ざん定てい的てき地位であるはずのエルンストの任期が十年目に突とつ入にゆうしているのもこのためだ。

　目の回るような執しつ務むの合間に、取り寄せた高等学校やら専門学校やらの資料をあれこれ見比べるのは楽しかった。

　シンは学ぶことが好きな子のようだから、少しレベルの高い学校を進めてみよう。ライデンは、どうやら機械いじりが気に入ったようだから、専門の勉強ができるところがいいだろうか。セオは。アンジュは。クレナは。それぞれの個性を考えて、進路を考えてやるのは楽しかった。

　生まれることさえできなかった『彼女』の子には、してやれなかったことだから。

　このまま、ただの子供に戻もどっていけばいい。

　学校に行って。友人と笑いあって。頭を悩なやませるのは将来とか、恋愛とか、週末何ど処こに遊びに行こうかとか、そういう他愛も無いものだけで。そう過ごすことは叶かなわなかった子供時代を、今からでもやり直せればいい。

　そうしてやれる力が自分にはある。ひいきといえばそのとおりだが、このくらいは役得だろう。自分の手元に来た子供くらい、幸せにしてやるのは許されるはずだ。

　ただ、一つだけ気がかりなことがあった。

　それぞれ私室は用意して、ちょっと裕ゆう福ふくな家が同年代の子供に与える程度の小こ遣づかいも渡わたしているのだが、その部屋に物が増えない。最低限必要な物だけは買っているようだが、いつまでたってもそれ以上が増えないのだ。

　自分の身一つと仲間以外、何を望むことも持つことも許されなかった子供達だ。

　今からでも、欲しいものを選んで、手に入れて、大切にしていく喜びを、得ていければいいと思うのだけれど……。

　そう、考えていたから。

　久しぶりに帰宅した私し邸ていで。久しぶりに顔を合わせた五人に改めて身の振り方を訊きいて。五人全員が従軍を──逃のがれたはずの戦場に再び戻もどることを選せん択たくしたのに、エルンストは用意していた資料をすべて取り落としてしまった。







「っ、どうしてさ!?」

　思わず叫んでしまったエルンストを、少年達はむしろ怪け訝げんそうに見返して、そういう表情を素直に見せる程度には気を許してくれていることを喜ぶ余よ裕ゆうは今のエルンストにはない。

「どうして、って」

「ていうか最初から言ってたじゃん。選ばせてくれるなら軍に入るけどって」

「それは……」

　聞いている。聴ちよう取しゆ官かんから報告を受け、この屋や敷しきに来たばかりの頃に彼ら自身からも言われた。

　知らないから、従軍など望んだのだと思っていた。

　平和を。平へい穏おんを。エイティシックスなどという蔑べつ称しようで呼ばれることもなければ、未来を望むことを諦あきらめなくてもいい、そういう、正しく人間として扱あつかわれる暮らしを。

　知って。その上でなお……？

　静かに、ライデンが笑う。

　ここに来た時よりも随ずい分ぶん、穏おだやかな顔で笑うようになったと……そう、思っていたのに。

「最初、疑ってかかったのは悪かった。……ここはいいところだ。だから、ちっと長居しすぎちまった」

「もう充じゆう分ぶん休ませてもらったからさ。また先に進みたいんだ」

「だから戻もどるの。私達がいるべき場所に」

　戦場に。

　ゆっくりとエルンストは首を振ふった。先に進む、という望みと、『だから』戦場に戻もどるという選せん択たくが、どうしても彼の中で結びつかない。

「だからって……なんで、また戦場になんて……」

　それこそ必死の思いで戦って、生き延びて。ようやく、逃のがれきったのだろうに──







　我がことのように狼ろう狽ばいするエルンストを、ふと、シンはまっすぐに見返す。

　ここに来た最初から、そのつもりだった。

　心を決めた、というほどのものでもない。彼らにとってはそう在るのは至し極ごく自然で、当然のことだ。ただ、その機会と時間を与えてくれるというから、そのとおり少し見つめ直してみようかと──自分達の在り様を改めて確かめてみてもいいだろうと、思っただけで。

　馴な染じむつもりなど端はなからなかった。

　この街に足を留めるつもりも。

　与えられたこの一月の猶ゆう予よ期間は、ただ。〈レギオン〉との果てなき闘とう争そうの最中に束つかの間ま保たれているだけのこの平へい穏おんは、やはり自分達のいるべき場所でないと、確かく認にんするためだけの。

　あまりに永く隔かく絶ぜつされて、懐なつかしいというよりもただ、遠い。

　けれど悪いものではないと確かに思えた平和な暮らしに──心はやはり、動かなくて。

　それでもその機会と時間と、何の縁えんもないというのに今もこうして我がことのように狼ろう狽ばいする程度には情を与えてくれた相手に、このくらいは返すべきだと思ったから。

「おれ達はただ、運が良かっただけです」

　全ての〈レギオン〉の声を聞き、そのいる場所を知る異能が、自分にはあった。

　共和国にはおよそ似つかわしからぬ最後のハンドラーが、共和国側の哨しよう戒かい線せんを越える手助けをしてくれた。

　そして戦場の片かた隅すみで力ちから尽つきた時に──おそらくは兄が、手を貸してくれた。

　連れん邦ぽうまで辿たどり着つけたのはそれらの幸運が自分達にはあったからで、死んだ仲間達にはそれがなかった。

　彼らと自分達を分けたものは、たったそれだけ。

「たまたま助けられただけなのに、それをいいことにこのまま足を止めていたら、戦たたかい抜ぬいて死んだあいつらに顔向けができない。まだおれ達は死んでいない。……まだ、戦たたかい抜ぬいたわけじゃない」

　共に戦い、先に逝いった戦友たちの名を刻んだプレートはファイドの元に置いてきて、それはファイドへの手た向むけのつもりだったし、辿たどり着ついた証あかしを残したかったというのもあった。けれど、最さい期ごまで連れていくと約束した彼らのことまで、置き去りにしたつもりはない。

　まだ全員、覚えている。今も彼らは共に在る。

　連れていくと──戦たたかい抜ぬいたその果てまで、連れていくと約束した。

「〈レギオン〉はまだ残っていて、戦わなければこの国も生き残れない。それなら、その事実から目を背そむけて、平和なふりをして生きていくことは──生きているふりをしながら誰だれかに首を括くくられるのをただ待っていることは、おれ達にはできません」

　それこそは彼らが最も厭いとい、自身にそう在ることを決して許せぬ、白ブタと彼らが唾だ棄きするサンマグノリア共和国の在り方だ。

　戦場のただ中で戦いから逃にげ、偽いつわりの平和に閉とじ籠こもり、〈レギオン〉との全ての戦せん闘とうをエイティシックスに押しつけた挙句に自らを守る術さえ忘れた、人間である以前に生き物としてさえ無様な共和国の。

　特別偵てい察さつの──〈レギオン〉支配域を踏とう破はする決死行の道程で、〈レギオン〉達の戦力は幾いく度どとなく目の当たりにした。

　やむことなき亡ぼう霊れいの嘆なげきを常に聞くシンには、機械仕じ掛かけの亡ぼう霊れいの軍勢の、数を増して膨ふくれ上あがる那な由ゆ多たのざわめきが、今この瞬しゆん間かんも聞こえている。

　共和国など一たまりもない。

　あるいは人類そのものさえ吞のみ込こまれるだろう。

　その脅きよう威いを眼前にしながら、いまさら目を逸そらすことは彼らにはできない。

　彼らはエイティシックス。

　そこが敵に囲まれた戦場であるなら命ある限りその戦場を戦たたかい抜ぬくのが、己おのが身一つ恃たのみに全ぜん霊れいを以もつて生き切ることこそが、彼らの誇ほこりであり自己存在証明アイデンティティだ。

　祖国に棄すてられ、家族を奪うばわれ、己おのれ以外に何一つ持たない彼らに残された、唯ゆい一いつの。

「たとえ死ぬのに変わりはないとしても、死に方は選べる。いずれ死ぬならその最さい期ごまで戦たたかい抜ぬくのがおれ達の選んだ生き方です。それを──奪うばわないでもらえませんか」







　そこまで聞いてふと、ライデンはにっと口の端はを吊つり上あげる。

　あの最後のハンドラーに、シンが最後に残した言葉。

「それに、……先に行きますとか言っておいて、もし追いつかれたりしたら恰かつ好こう悪いよな」

　シンはその揶や揄ゆに応えない。







　エルンストはしかし、その言葉に首を振ふる。

「それは違ちがう。それは違ちがうよ……！」

　エルンストとて戦火を知らぬわけではない。

　かつて帝てい国こくでは一士官として軍に属し、また市民革命ではその指導者として先頭に立って指揮を執とった。大勢殺したし大勢死なせた。その中で、同じような傷を抱かかえる者も大勢いた。

　戦友たちは立派に戦って死んでいったのに、自分だけがおめおめ生き残ってしまったと。それなのに自分だけ幸福にはなれないと、覚える必要のない罪悪感に打ちひしがれて嘆なげく元兵士達を、何人も見てきた。

　そうではないのだ。

「君達は戦たたかい抜ぬいたからここまで辿たどり着ついたのであって、だからその結果は享きよう受じゆしていいんだ。死んだ君達の仲間だって、仲間というならそれを望むはずだよ。……負い目に感じるようなことじゃないんだ！」

　生きのびたことを。

　平へい穏おんを、──幸福を得ることを。

　そうでなければ、人は。決して己が過去から逃のがれ得えない人は、何かを犠ぎ牲せいにしてしまったなら未来永えい劫ごう幸せになどなれないことになってしまう……！

　けれど五人の表情は欠片かけらも変わらない。理解はしているのかもしれないが全く響ひびいていない。得体の知れぬ焦しよう燥そうに駆かりたてられるまま、エルンストは更さらに言葉を継つごうとして。

　それまで黙だまっていたフレデリカが、静かに言った。

「やめよ、エルンスト」

　虚きよを突つかれてエルンストはフレデリカを見下ろす。

　見上げる、硬かたく厳しい血赤の瞳ひとみ。

「傷ついた鳥に、居い心ごこ地ちの良い安全な棲すみ家かを用意してやるのは優やさしさじゃ。……じゃが、傷が癒いえて飛び立とうとするのを、外は危険だと許さぬようではそれは檻おりじゃ。ようやく迫はく害がいの檻おりを逃のがれたその者らを、今度は哀あわれみの檻おりで閉じ込めるつもりか」

　一いつ瞬しゆん淡あわい色の唇くちびるを引き結び、吐き出すように付け加えた。

　囚とらわれた獣けものが檻おりの中から外の人間に向けるような、どこか傷ついた眼まな差ざしで。

「それが共和国やらの仕打ちと結局は同じと、まさかわからぬか」

　ぐっとエルンストは言葉に詰つまる。

「そもそもがその者らは物のわからぬ、頑がん是ぜない幼子ではないのじゃ。子は必ず、親を離はなれるもの。親代わりを演ずるなら尚なお更さら……行きたいと望んだのなら行かせてやるがよい」







　エルンストは自分の年ねん齢れいの半分にも満たない、小さな少女の言葉に黙だまり込こむ。

　思いもかけない、そしておよそ年ねん齢れいに見合わない言葉に、フレデリカを見下ろしたままシンは言う。

「礼を言うべきか？　お姫ひめ様」

「そこな石頭の阿あ呆ほうに言いたいことを言っただけじゃ。わらわなりの思おも惑わくあってのものでもあるし、礼を言われる筋合いなどないわ」

　ふんと鼻を鳴らし、それからちらりと視線が向いた。

「……気づいておったか」

「薄うす々うすは」

　年に見合わぬ尊大な物言い、立たち居い振ふる舞まい。暫ざん定ていとはいえ大統領のエルンストの庇ひ護ご下かにありながら学校にも通わず、一人外に出ることもない。存在そのものをひた隠かくしにされているようなその扱あつかわれ方かた。

　加えて。

「発音の癖くせが。どこかで聞いたと思ってたけど、この前ようやく思い出せた。……母さんと同じだ」

　未だその程度にしか思い出せない、戦火と亡ぼう霊れいの嘆なげきに塗ぬり潰つぶされて顔も声も朧おぼろな両親と。

「そういえば、そなたの親おや御ごは帝てい国こく貴族の出であったの。……探せば縁えん者じやもまだいように、会いたいとも思わぬのはあまり誉ほめられたことではなかろうが」

　怪け訝げんに見返すと、同じ色しき彩さいをした血赤の瞳ひとみが、思いの外に真しん剣けんに見上げていた。

「祖国に棄すてられ、血族を奪うばわれ、国の歴史も民族の文化も受うけ継つげなんだそなたらにとって、己の形を保つに誇ほこり以外ないのはようわかる。……じゃが、それは人としては欠落した生き方じゃ。人は地と血の縁えにしによって象かたどられるもの。いずれも持たず、ただ己のみが己を規定する魂たましいは、己を失えば容た易やすく崩くずれる。……そのことは心に留めておけ」

「……」

　奇き妙みように、真に迫せまった言葉だった。

　ようやく十ばかりの子供のそれとは思えない台詞せりふだ。

　言葉どおりの誰だれかの破は滅めつを、目の当たりにしたかのような。それを彼女なりに長い間、答えを探して考え続けてきたような。

　ちり、と既き視し感かんが、脳のう裏りを掠かすめた。

　見上げてくる、同じ色の血赤の双そう眸ぼう。

　わずか揺ゆれ、一度きつく閉ざされて、不自然なほどの決然で屹きつと見上げる。

「わらわの真名は、アウグスタ・フレデリカ・アデルアドラー。〈レギオン〉どもに号令し大陸全土に侵しん略りやくを仕し掛かけた、大ギアーデ帝てい国こく、最後の女じよ帝ていじゃ。……そなたらの親兄弟、故郷を奪うばった一人がわらわじゃ。責めると言うなら、聞いてやろうぞ」

　静かにライデンが口を開く。

「お前幾いくつだよ。その時」

〈レギオン〉の侵しん略りやくが始まったのは十年前だ。今年十歳のフレデリカは、その時はまだ赤あかん坊ぼうに過ぎない。

　帝てい国こくの最後の二百年余り、帝てい室しつは大貴族から成る独裁政権の傀かい儡らいに成り果てていたとは、聞いているけれど。

「俺達から何もかも、奪うばっていきやがったのは共和国だ。それを今いま更さら見誤るような真ま似ねをするかよ。……みくびんな」

「すまぬ」

　羞はじるように少女は俯うつむく。

　ついで身を震ふるわせ、再び見上げた。

「その誇ほこりを見込んで、そなたらエイティシックスに頼みがある。……戦場に戻もどるなら、わらわも連れていけ。そしていまだ戦場を彷徨さまよう、我が騎き士しの亡ぼう霊れいを討うつ手助けをしてほしい」

　それが何を意味するのかは、説明されずともわかった。

　戦死した仲間の墓を作ることも遺体の回収さえも禁じられ、時に目の前で仲間の死し骸がいが引きずられていく様をなす術も無く見送るしかなかった、エイティシックスの彼らだからこそ。

「〈レギオン〉にとりこまれたのか」

　フレデリカは小さく頷うなずいた。

「連れん邦ぽうに辿たどり着つく直前、そなたを襲おそった〈レギオン〉じゃ。戦いの途と中ちゆうで砲ほう撃げきを仕し掛かけてきた、……そなたは〈羊飼い〉と呼んでおったかの」

「どうしてあれだと？」

　機体の最さい奥おうに囚とらわれた亡ぼう霊れいの嘆なげきから個体を特定するのは、シンにその異能があればこそだ。知覚同調パラレイドの理論すらない連れん邦ぽうで、まして前線からは遥はるか遠とおい連れん邦ぽう首都にありながら、支配域の最さい奥おうにいる、見たこともないだろう〈レギオン〉を、自分の騎き士しだと断言できるのか。

　問いに、フレデリカは痛みを堪こらえる顔をした。

「見知った者の現在と過去を覗のぞき見みるのが、わらわが受うけ継ついだ血の力だからじゃ。……すまぬ。兄君のつけた傷、……痛かったであろ」

　──そなた。首に何を負っておるのじゃ？

　あの時、フレデリカには既すでに何もかも見えていたのだろう。

　兄に殺されかけた過去も。

　その兄の亡ぼう霊れいを宿した重戦車型ディノザウリアを討うち果はたした瞬しゆん間かんも。

　何としてもそれを成なし遂とげると決めた、同じくらいの年の頃ころの──。

「わらわには、見ることしかできぬ。戦場の果てで哭ないておる我が騎き士しを、わらわ一人では救うてやれぬ。じゃからどうか、手を貸してほしい。そなたが救い、そなたを救った兄君のように、……わらわの騎き士しも救ってほしい」

　シンは緩ゆるく、瞑めい目もくした。

　感じ続けてきた既き視し感かんの正体がようやくわかった。

　丁度、同じくらいの年だった。

　遥はるか遠い戦場の片かた隅すみで戦死し、彷徨さまよう兄を討うつと決めた時は。

「──ああ」







　エルンストが長く息を吐く。

「……わかった。フレデリカも、マスコットとして同じ部隊に配属されるよう手配する。……ただし、君達については一つだけ条件がある」

　今いま更さら水を差すような言葉だ。咎とがめるように、あるいは無関心に集まる視線に、エルンストはけれど目を逸そらさない。

「士官として入ること。具体的には、連れん邦ぽうには特別士官学校って制度があるから、そこ経由で入隊すること。じゃなきゃ認めない」

　中等教育修了程度、の条件は、何人かは足りないがまあ何とかなるだろう。そもそもがさほど厳格に適用されている条件でもないのだ。その程度に連れん邦ぽうの戦せん況きようは予断を許さない。

　は？　とクレナが不ふ審しんげに目を眇すがめる。

「なんでそんなの。階級とか、何で入ろうが関係ないじゃない」

「駄だ目めだよ。僕はいわば、君達の親御さんから君達をお預かりしている立場だ。ご両親ならそうしろと言うだろうことを、僕の一存で省くことはできない」

「そんなのわかんないじゃ、」

「わかるよ。……僕だって父親だったんだから」

　子供の幸せを心から願う、……そういう生き物だったのだから。

「元兵卒と元士官じゃ、選せん択たく肢しの幅はばが違ちがう。この戦争が終わった時に、選べる道はなるべく多い方がいい」

　戦争が終わった時。

　その言葉に、少年達は虚きよを突つかれた顔になった。

　物心ついた頃に〈レギオン〉との戦争が始まり、その狂きよう気きに翻ほん弄ろうされ、支配されながらこれまで生きのびてきた子供達だ。

　考えたこともないと、そんな顔だった。

　残ざん酷こくなことを言っているのだろうと、エルンストは思う。

　戦場にいた四年、五年。もしかしたらもっと前、戦場に行った家族が二度と帰らぬと知った時から。それだけの時間をかけて固めた覚かく悟ごだ。帰らぬ親を待ち、隣となりで死んでいく仲間を見、もしかしたら自分も明日には、そうでなくても定められたその日に、──必ず死ぬと。

　それならせめて、人として生きて死にたいと。

　その覚かく悟ごを全うし、死ぬはずだった子供達に、自分は生きろと言っている。今度はいつ果てるとも知れない、長い長い時を生きろと。刹せつ那なを駆かけ抜ぬけて散る生き方しかまだ知らぬ彼らに、──真逆の生き方を全うしろと。

　その残ざん酷こくを、彼らはきっと、まだ知らない。

「この戦争もいつか終わる。戦たたかい抜ぬくというなら、……そうなった時にどうするのかも、これからは考えていかないといけないよ」
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　第一七七機き甲こう師団司令部基地の大会議室は、ホロスクリーンの淡あわい光だけが小劇場ほどにも広い室内と、集められた隷れい下かの部隊指揮官達の表情をぼうと照らして暗い。

　競合区域コンテスト・エリア深部から〈レギオン〉支配域にかけては阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングが常時展開されて全く観測などできないのは連れん邦ぽうでも同じだが、それで敵状収集任務を投げ出すほど連れん邦ぽう軍ぐん人じんは無能ではない。かき集めた情報の欠片かけらからでも、わかることはある。

　通信量の増減。自走索敵機が捉とらえる音おん紋もんと総数、移動方向。危険を承知で競合コンテスト・区域エリア深く進出させている偵てい察さつ部隊からの報告。

「──以上の分析結果から、やはり〈レギオン〉が近日中に大規模攻こう勢せいに移る可能性は高い、というのが、統合分ぶん析せき室しつの判断です」

　会議室の最さい奥おう、革かわ張ばりの椅い子すに座した第一七七師団司令官の少将は、その報告に嘆たん息そくする。

「予測はされていたことだ。だが──ついに来るか」

　各戦線の突とつ破ぱを企き図とした、大規模な攻こう勢せいがいずれあるだろうことは。

　静まり返る薄うす闇やみの中、不意に、すらりと立ち上がる影かげがあった。

　若い女性士官だ。ベリーショートにした金きん髪ぱつに紫むらさきの瞳ひとみ、上品に紅べにを引いた赤い唇くちびる。

　士官を含ふくめて戦死が相次ぎ、野戦任官が繰くり返かえされている連れん邦ぽう軍ぐんでもこの年ねん齢れいではなかなかいない中佐の階級章を襟えりに光らせ、左腕に通した研究部の腕わん章しようと胸むな元もとのパイロット徽き章しよう。

「何だ、ヴェンツェル中佐」

「少将閣下。大規模攻こう勢せいに備えるにあたり、第一七七師団の各部隊も再編制となるのでしょう。この期に是ぜ非ひ、私の部隊を返していただきたく」

　ざわりとあまり好意的でない囁ささやきが、大会議室に満ちる。

　針のような敵意を風と流し、微び笑しようさえ浮うかべて立つ麗れい人じんを見返して、少将は小さく嘆たん息そくする。

「〈レギンレイヴ〉はまだ試験中だ。単独運用に耐たえうるかは未知数である以上、これまでどおり、〈ヴァナルガンド〉との混成運用が妥だ当とうだろう」

「お言葉ですが、閣下。ノルトリヒト戦隊の総撃げき破は数は、第一七七師団はおろか第八軍団全体でみてもトップクラスの水準です。単独運用に移行するには充じゆう分ぶんな戦果かと」

「同様に損そん耗もう率りつも極きわめて高いがな。……配備後の初戦で戦隊の半分を戦死させるようなフェルドレスは、やはり信用には値あたいせん」

「篩ふるいにかけられた、とお考えください。以降の損そん耗もう率りつは極きわめて低いものです」

　会議場のどこからか声が飛ぶ。

「エイティシックス達の経験頼だよりでよく言う。……巻き返しに必死な死の商人が、あのような憐あわれな子らを再び戦場に送りこみおって」

　揶や揄ゆというにはいささか義ぎ憤ふんの色いろ濃こいその声に、一いつ瞬しゆん麗れい人じんの表情が凍こおる。

　双そう眸ぼうを揺ゆらした何かの感情を吞のみ込こんで、再び口を開いた。

「──我がＸＭ２〈レギンレイヴ〉は機動力では〈レギオン〉をも上回り、戦せん闘とう能力についても戦術次し第だいでは決して遜そん色しよくはありません。……兵力において〈レギオン〉が我が方に優ゆう越えつする大規模攻こう勢せいに備えるには、現行の集団戦術だけでは不足です。あえて戦術の基本に背そむいた、少数精せい鋭えいによる対多数戦せん闘とうも必要なのではありませんか」

　言いきって、麗れい人じんは婉えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　美しい紫むらさきの双そう眸ぼうは、ただまっすぐに少将を見み据すえている。

　見返して少将は目を眇すがめた。

　陸軍大学の年下の同期であったこの女が今何を考えたかなど、口にされずともわかる。

　何が、いいからとっとと承しよう認にんしなさいよカナブン、だ。このクモ女。

「我らが連れん邦ぽうと人民の安あん寧ねいのため。我が〈レギンレイヴ〉とノルトリヒト戦隊の正しい運用を、是ぜ非ひともご検討いただきたく。少将閣下」




　　　†




　第二防衛線まで一時攻め込んだ〈レギオン〉は、連れん邦ぽう軍ぐんの反はん攻こうにより昨日の夜半には退いた。

「──それはいいんだが、俺達のこの扱あつかいは何とかならねえのかね……。救きゆう援えん要よう請せいは都合よく出してきて、用が済んだら格納庫だの倉庫だの。俺達は犬か何かか？」

「元々は臨時の救きゆう援えん要よう請せいだったから、各基地に受入の態勢が整ってないだけだとは思うけど」

　臨時の宿舎として提供された、ＦＯＢ一三の予備格納庫の片かた隅すみ。待機状態の〈ジャガーノート〉の傍かたわらでキャンバス地の簡かん易い寝しん台だいに座ってぼやくライデンに、隣となりの簡かん易い寝しん台だいを同じく椅い子す代わりに淡たん々たんとシンは応じる。

　軍隊の早い朝。格納庫の外ではこの前進基地の施し設せつ要員が動き出すざわめきと、起き出した数千人の戦せん闘とう要員の喧けん騒そうが響ひびき始めているが、さしあたってこの基地所属ではない彼らにはすることがない。

　本来後方の師団司令部に本ほん拠きよを置く彼らノルトリヒト戦隊だが、機動防ぼう御ぎよ要員として駆かり出だされている現在は、前線に本ほん拠きよ地ちがないために少々変則的な扱あつかいになっている。

　具体的には、救きゆう援えん要よう請せいを出した前進基地がその後の補給と宿営の責任を持ち、次の要よう請せいがあるまでその基地を拠きよ点てんに行動するというものだ。要よう請せいが戦隊単位ではなく小隊単位で発生するため、同じ戦隊であるにもかかわらずバラバラの基地にいる、という状じよう況きようが配属からこのかた続いている。

　幸いというか、各前進基地は戦せん闘とうの結果次第で所属外の兵員を一時受け入れることも多く、簡易寝しん台だい等の最低限の寝しん具ぐや食事の配給に不足はないが。

　一応、この基地では空いている居住区画の個室は使えるように手配してくれたので、フレデリカを含ふくめた女子隊員を割り当ててもいる。

「〈レギンレイヴ〉は所しよ詮せん、試験運用で一時的な配備の認にん識しきだろうから、整える気もないのかもしれないな。そんな余よ裕ゆうもないだろうし」

「昨日も大分やられたからな。……お前の予測じゃ、そろそろ来る頃ころ合あいか」

　ちらりと向いた目に、肩かたをすくめた。

　それを与えた兄を討うち、その昇しよう華かを見送っても未だ残るその異能が知らせる、亡ぼう霊れいの軍勢の総数と情勢。

　そろそろ来る、などという生易しい状態ではもはやなく。

「正確には、いつ来てもおかしくない、かな。……もう随ずい分ぶん前から、ずっとそうだ」

　朝の基地の喧けん騒そうは亡ぼう霊れい達のざわめきに搔かき消けされて、今のシンには少し遠い。







「──うちの戦隊は結局二人やられてます。第二小隊のファビオとビアータ。死ぬような状じよう況きようじゃなかったんですけどね、近接猟兵型グラウヴォルフどもの中に孤こ立りつしてた歩兵部隊に古ふる馴な染じみがいるっつって、助けに」

　居住区画の廊ろう下かは、歩くと少し軋きしむ。

　前線に本ほん拠きよのないノルトリヒト戦隊は、当然戦隊長やその副官が使う執しつ務む室しつに相当するものも無い。なので本来執しつ務む室しつで行うべき報告を、シンに半歩遅れて従いながらベルノルトは淡たん々たんと進めていく。

「これでうちの隊は二十人割りました。補ほ充じゆうの要求は一応出してますが、正規機き甲こう部隊も相当やられてますから、うちなんかに寄越しちゃくれんでしょう。うちは所しよ詮せん、研究部からの出向よそもので、傭兵ヴァルグスの集まりで、……ついでに、トップは軍部でも研究部でもつまはじきの変人ですからね」

　一〇二八試験部隊部隊長、グレーテ・ヴェンツェル中佐。

　着任の時に見た程度で、直接話したことはないが。

「まあ、〈ジャガーノート〉なんて作ってる時点で、よくは思われないか」

「テストだけで十人病院送りにした素す敵てきな搭とう乗じよう者しやクラッシャーですからね。その上軍産複合体の一族のご令れい嬢じようですから。おかげさんで交こう換かん部品だの予備機だのは潤じゆん沢たくですが、死の商人が武器の売り込みしてるって、まあよくは取られませんや」

　ぼやく口調のベルノルトに対し、シンは淡たん々たんと言葉を返す。

「補ほ充じゆうが来ないのは兵員でも物資でも慣れてる。機体の部品が来るだけ、マシな部類だ」

「何度も言いますが、それは単に共和国がおかしいんですからね。あんたらエイティシックスのクソ基準で、マシとか充じゆう分ぶんとか言わんでください」

　とはいえシンがエイティシックスだと聞いた時には、ベルノルトは大いに納得したものだ。

　ノルトリヒト戦隊は、当初大隊規模の人員がいて、正規士官の大たい尉いが戦隊長だった。

　お世辞にも有能とはいえなかったそいつが最初の戦せん闘とうで下手な指揮で戦隊員を散々死なせて自分もおっ死んで、当時一小隊の副長に過ぎなかったシンが指揮官を引ひき継つぐことになった時には本気で運の尽つきだと思った。特士校あがりのひよっこ未満に、戦隊指揮官の重責が務まるわけがないと。

　大おお間ま違ちがいだった。

　とはいえ。

「……おとなしく正規機き甲こう部隊にいりゃ、楽できたでしょうに。なんだってまた苦労するようなハズレ部隊に来てるんですか」

「ここの方が気楽だ。正規部隊は指揮系統と交戦規定の縛しばりがきつくて動きづらい」

　共和国の『無人機』として戦っていた時には、交戦規定もなければ命令を下してくる指揮官も──最後の一人を除いて──いなかった。個々の判断と責任で動くことが当たり前になっているから、逐ちく一いち上官の判断を仰あおぎ、命令に従う正規軍のやり方にはどうにも馴な染じめない。

　ベルノルトが鼻を鳴らす。

「そこで『動きづらい』とか言いますか、十代のガキが。……ま、俺達としちゃ、無様な指揮で俺達を殺さなきゃ言うこたないんですが。たとえそいつがくっそ無愛想なクソガキで、指揮官のくせに先せん陣じんきりたがる馬ば鹿かで、下手に同調してっと気ィ狂くるいそうになる鉄面死神でも」

　言うことだらけだなと、ほとんど聞き流しながら何の気なしに窓の外に目をやる。

　舗ほ装そうもされていない通りを土つち埃ぼこりを巻き上げて過ぎていくオープントップのトラックに、見るともなしに目が留まった。

　荷台一杯に、収しゆう穫かくした豆か芋いもの袋ふくろのように山積みになっていたのは黒いボディバッグだ。昨日の戦いで戦死した将兵の遺体だろう。

　ユージンももう回収されたのだろうか、と、ふと思った。

　家族のために戦うのだと、言っていた同期。

　──それなら、君の方こそ。

　その後に続く問いはわかっていたが、……では、あの時問われていたら、何と答えたろうか。

「少しよう尉い。……少しよう尉い？　聞いてますかね」

　気づくとベルノルトが怪け訝げんな顔をしていた。

「ああ……悪い」

「まあ、あんたらガキどもにとっちゃ夜はほんとは寝るもんで、こうも夜戦が続いちゃ辛つらいってのはわかりますがね。……ちょっと、ありゃあ論外ですが」

　ベルノルトは前を見たまま、閉口した顔で足を止める。

　見やってシンも納得した。

　連日の寝不足がたたったものか、寝間着のまま寝ね癖ぐせだらけの髪かみに寝ねぼけ眼まなこのフレデリカが、片手でクマのぬいぐるみをひきずってぺたぺた裸足はだしで歩いてくるところだった。

　連れん邦ぽう軍ぐんの軍規上はこの段階でもよろしくないが、傭よう兵へい扱あつかいで軍規の緩ゆるい戦ヴ闘ァ属ル領グ兵スのベルノルトも、無人機扱あつかいでそもそも軍規がなかったシンもそれについては全く気にしない。

　とはいえ寝間着代わりのブラウスが上から三つもボタンが開いて右みぎ肩かたからずり落ち、細い肩かたからその下の胸むな元もとまで見えてしまっているのは、いくら見るべきものもない十歳児とはいえ、流石さすがにいただけない。
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「フレデリカ。着替えてから出てこい。そうじゃないならもう少し寝てろ」

「うう。キリ、髪かみを梳すいてたも」

　シンは一つ嘆たん息そくした。

「フレデリカ」

　ぱち、と紅あかい瞳ひとみが瞬まばたいてからぼんやりと見上げた。

「シンエイ。……すまぬ、まちがえたのじゃ……」

　と、一応返事らしきものはしたが結局そのまま歩いて行こうとするから、とりあえず首根っこを摑つかまえた。

　丁度アンジュが出てきたので任せることにする。

「アンジュ、悪い。頼たのまれてくれ」

「どうしたの？　……って、フレデリカちゃん!?　なんて恰かつ好こうしてるの！　こっち入って早く！　セオ君、ちょっとフレデリカちゃんの軍服取ってきてあげて！」

「えっそれアリなの？　まぁいいけどさ」

　通りかかったセオがそのままフレデリカの部屋の方に歩いていく。

　見送ってベルノルトが口を開く。

「なんでしたっけ。……ああそうだ、例の『荷物』また届いてるそうですよ。国軍本部の方から連れん絡らくがありました」

「荷物？　……ああ……」

　思い至って嘆たん息そくした。

　連れん邦ぽうに保護されてから半年余り、……その間『善意の市民』から送られ続けている、手紙やら支し援えん品ひんやらのことである。

　小さな子供でもないというのにぬいぐるみだの絵本だの、過か剰じような同情といたわりを書き連ねた手紙だの。エイティシックスが連れん邦ぽうの一市民として平へい穏おんに暮らせるよう、エルンストは彼らの個人情報を一切公表していない。そのせいか『非道な共和国に迫はく害がいされた、可哀かわい想そうないたいけな子供』というイメージが連れん邦ぽう市民の間で独り歩きしているものらしい。

　他人にどう思われようが興味はないし、勝手な善意や憐れん憫びんの対象にされるのもどうでもいいが、わざわざ見せつけようとしてくるのは迷めい惑わくだ。あまり気分のいいものでもない。

「いつもどおり、全部処分でいい。……一々確認されるのも面めん倒どうだから、今後も同じ扱あつかいでいいと何度か言ったはずだけど」

「一々確認とんのも開かい封ふう検査すんのも面めん倒どうだし、安い同情ごっこのネタにされてあんたらも嫌いやでしょうから本部の方でもそうしたいらしいんですけどね。着服だ職務怠たい慢まんだって騒さわぐバカもいるから、一応少しよう尉いに報告は入れろって」

　見返すと、倍以上も年ねん齢れいの違ちがう壮そう年ねんの軍ぐん曹そうは肩かたをすくめた。

「形式ですよ、少しよう尉い。軍隊ってのは所しよ詮せん、人間の組織ですから。人間が不合理で非効率なんですから、軍隊にだって不合理で非効率な手続きってもんはあります」

　まあ、それは共和国でも本来はそうだったが。

　戦せん闘とう報告書をちゃんと書けだの哨しよう戒かい報告書を毎回出せだの、最初は面めん倒どうなと思っていた銀ぎん鈴れいの声を思い出しかけ、……それをベルノルトの野太い声が無ぶ遠えん慮りよにさえぎる。

「というわけで。──以上、報告を終わります、戦隊長殿。こちらの書類にサインを」

　シンは思い切り嘆たん息そくした。







「……で」

　朝食の席で、セオはいたく機き嫌げんが悪い、ふりをしている。

「人がせっかく着替え持って行ってやったのに、ドア開けるな無礼者ってひどいと思わない？　その上ぬいぐるみぶつけられるし。投げてくるならまだしも殴なぐりかかってくるってどういうこと？」

　アンジュに言われて軍服の着替えを持って行ってやった後の顚てん末まつである。

　割とどうでもいいとはいえ災難だったセオは先程からずっとこの調子でフレデリカをからかい、一部始終を目もく撃げきしていたアンジュは口元を押さえてひくひく笑っていて、ライデンとクレナは笑いよりも呆あきれが先に立ち、シンは例の如ごとく無関心だ。

　小隊が別なだけで同じノルトリヒト戦隊に属しているにもかかわらず、五人全員が揃そろうのは久しぶりだった。機動防ぼう御ぎよ担当の彼らは救きゆう援えん要よう請せいや緊きん急きゆう出動でひっきりなしに駆かりだされているためだ。

　実戦投入されたばかりの、実績もろくに無い怪あやしげな実験兵器とその運用部隊さえこき使わねばならないほど、西部戦線の防衛には余よ裕ゆうがない。

　フレデリカは真っ赤になって俯うつむいている。

「フレデリカちゃんたら、一度ブラウス直してあげたのに、なんでかまた脱いじゃうんだもの」

「寝ぼけるにも程があるんだよね。そうなるくらいならもうちょっと寝てていいのに」

「っ、ええいうるさい！　うるさいのじゃ！」

　セオのさりげない気き遣づかいは気づかれることなくはねのけられた。

「だいたいレディが着替えておるというのに、ノックもせずに扉とびらを開けるのが悪いのじゃ！　そう思わぬかクレナ!?」

「ノックはしたよ。あと誰だれがレディだよ」

「ていうか何で着替えが来る前に脱いでるのよ」

「そもそも寝ボケて半はん裸らで廊ろう下か徘はい徊かいしてるのが一番問題だからな、フレデリカ」

「っ、誰だれも半はん裸らで徘はい徊かいなど、というか誰だれに聞いたのじゃライデン！　そなたあの場にいなかったであろうが!?」

　それはもちろん。

　全員の視線がシンに集まった。シンは無視した。

　フレデリカが突つっ伏ぷす。

「……そなた意外と意地が悪いのじゃな……」

「無理に出撃についてきて身み支じ度たくも会話もできなくなるなら、本拠に戻もどしたほうがいいかと、そういう話をしただけだ」

　む、とフレデリカが唇くちびるを引き結ぶ。不満に見上げる自身と同じ色の双そう眸ぼうは見もせず、淡たん々たんと続けた。

「マスコットに軍人同様の軍規は課されないし、出しゆつ撃げきにつきあう義務もない。役立たずとは言わないけど、巻きこまない保証はない以上後方にいてくれた方がこっちも気が楽だ」

「そういうわけにはいかぬ。……見届けるために、わらわはここに来たのじゃから」

　ふん、とライデンが笑う。

「それじゃ、明日からは寝ぼけて半はん裸らで徘はい徊かいしないようにしないとな」

「その話題からいい加減離はなれぬかっ！」

　再び顔を真っ赤にしたフレデリカが吠ほえた。

　これ以上からかうと流石さすがに可か哀わい想そうなので、五人はその話題を切り上げる。

「さて。今日はこれから、あたし達も後片付けかな」

　戦せん闘とうが終わっても、前線の兵の仕事は尽つきない。防ぼう御ぎよ陣じん地ちの補修や敷ふ設せつし直し。擱かく座ざして残された敵機や友軍機の残ざん骸がいの回収。そして友軍の遺体の回収。

　攻こう勢せいを押し返すのには成功したが、第一七七機き甲こう師団は甚じん大だいな損そん害がいをこうむった。人手はどこでも、さぞ足りていないことだろう。

「それか競合区域コンテスト・エリア内の哨しよう戒かいか。……昨日の戦せん闘とうで機き甲こう部隊は大分やられたみたいだから、哨しよう戒かいの方かもね」

「意味がないからやらない、は正規軍じゃ通らないのはわかってるけど。要らないってわかってるのに従わざるを得ないのは、ちょっと面めん倒どうよね」

「かといってさ、アンジュ」

「そうなのよねえ……」

　可愛かわいらしいアニメイラストのスケジュール帳をぱたりと閉じて、フレデリカが子供らしからぬ溜ため息いきをつく。

「あちこちから好き放題にこき使われるのに、そなたらすっかり慣れてしまったようじゃが」

　怪け訝げんに集まる視線に、淡たん々たんと言った。

　マスコットの職分は極論すれば『部隊にいること』だけだが、フレデリカはシン達が特士校に在ざい籍せきしている時から一足先に試験部隊に配属されていたこともあり、研究開発班や部隊指揮官との連れん絡らく調整役を積極的にかってでている。

「グレーテから呼ばれておる。今日は久方ぶりに、わらわ達の本ほん拠きよ基地に戻もどるぞ」







　第一七七師団司令部基地は旧帝てい国こく空軍基地を流用し、数多くの格納庫と整備場、今は内地からの輸送機を迎むかえる程度の役目しかない大型滑かつ走そう路ろ。その格納庫の一つと隣りん接せつした隊舎、管制室を間借りする形で、一〇二八試験部隊の本ほん拠きよは置かれている。

「──まずは、毎日の救きゆう援えん任務お疲つかれさま、貴方達」

　一階層下に格納庫を見下ろす硝子ガラス張ばりの状況説明室ブリーフィングルームで、一〇二八試験部隊指揮官、グレーテ・ヴェンツェル中佐は紅べにを引いた唇くちびるで言う。

　集められたのは研究班と整備班の責任者と、戦隊の小隊長以上のプロセッサーで、つまりは戦隊長のシンを含ふくめたエイティシックス五名だ。室内の平均年ねん齢れいを大おお幅はばに下げている戦せん闘とう部隊の隊長達を見回して、グレーテは淡あわく苦笑する。

「戦せん闘とう要員は、一月前の着任から随ずい分ぶん顔ぶれが変わってしまったけど……。どうも〈レギンレイヴ〉は、あなたたちエイティシックスや傭よう兵へい達の方が相性がいいみたいね」

　防音硝子ガラスの向こう、久方ぶりに古巣に戻もどり、徹てつ底てい的てきな検査とメンテナンスを受けている二十機足らずの彼女の『作品』を見やった。

　連れん邦ぽうのフェルドレス開発史上初の高機動型フェルドレス〈レギンレイヴ〉。

　運動性能に主眼を置き、『敵に照準させない高機動性』をコンセプトとした、彼女の理論と理想の結けつ晶しようだ。

　戦車型レーヴェの一二〇ミリ戦せん車しや砲ほうは極きわめて強力で、〈ヴァナルガンド〉とて砲ほう塔とう正面以外に喰くらえば撃げき破はされることに変わりはない。それなら最初から装そう甲こう防ぼう御ぎよは捨て、回かい避ひを前提とした方が搭とう乗じよう者しやの生残性は高くなるはずだと。

　一月前、訓練を終えて前線に着任した時には一個大隊五十機あまりの〈レギンレイヴ〉がずらりと並んで、それは壮そう観かんだった格納庫。

　今は空白が際きわ立だつようで、大量の八八ミリ砲ほう弾だんのコンテナと回収されてそのままの残ざん骸がいが奥おくのシャッターの前に物もの寂さびしげに積み上げられている。

　半分にも満たない今の機数、ようやく十代半ばを過ぎたばかりの若すぎる隊長達。

　それでも、結論はまだ出ていない。……出ていないはずだ。

「通達の前に、一ついい知らせがあるわ。ロア＝グレキア連合王国、ヴァルト盟約同盟の生存が、先日ついに確認されたそうよ。哨しよう戒かい部隊が無線音声を捉とらえたの」

〈レギオン〉との戦争が始まるまでは共和国と連れん邦ぽう（当時は帝てい国こく）の北部に隣りん接せつしていた大陸最後の専制君主制国家と、南みなみ隣どなりの武装中立国家である。

　電磁妨害ジャミングに妨ぼう害がいされてこれまで通信はおろか生存確認も互たがいにできない状態だったのだが、確認した範はん囲いでは、少なくともどちらも。

「彼らもどうにか防衛線を構築して、生せい存ぞん圏けんを維い持じしているそうよ。連合王国は漸ぜん次じ南進にも成功しているから、じきに人の行き来も可能になる。協同作戦も、そのうち出来るようになるかもしれないわね。……ただ、それ以外の周辺国や、西のサンマグノリア共和国については、まだ無線も捕つかまらないみたいだけれど……」

　ちらりと目を向けた先、興味なさげにテーブルに頰ほお杖づえをついているセオと突つっ伏ぷして目だけ向けているクレナの様子に苦笑する。

　祖国として案じるでもなければ、迫はく害がい者しやとしていい気味だと嗤わらうでもない。心底どうでもいいのだろう。傷は深いわねと、内心で思った。

　シンとライデンは一応真面目に聞く体勢をとってはいるが、彼らもまた気にしているのは別の何か──あるいは誰かのように見える。アンジュがちらちら二人を窺うかがっているのは、同じことを感じたからか。

　白髪しらがまじりの赤毛をひっつめにした整備班長が口を開く。

「中佐。じゃあ、通達は、よくない話ですかね？」

　冗じよう談だん交じりの問いに、小さく頷うなずいた。

「残念ながらね。……大規模な〈レギオン〉の攻こう勢せいが、近いうちにあると予測が出たわ」

　この中では唯ゆい一いつ民間人の、研究班長が息を吞のむ。

　同時に、それまでだらけていた小隊長達の雰ふん囲い気きが一変した。

　たとえは悪いが犬舎で退たい屈くつそうに昼寝をしていた猟りよう犬けんたちが、狩かりの角笛を聞きつけてぴくりと顔を上げるように。

「これを受け、西方方面軍は戦力増強と再編成を行います。我々一〇二八試験部隊も、正規の機き甲こう戦力としてＦＯＢ一五に固定配備。戦隊は第一四一連隊隷れい下かとなり、私が直接指揮を執とります。……これまでのように、小隊単位でバラバラに使い回されることは今後はないわ。一個戦隊として、持てる戦力全てを集中できる。我が〈レギンレイヴ〉とノルトリヒト戦隊の、ここからが本領発揮よ。……何か質問は？」

「──攻こう勢せいの規模は」

　再編成と運用変へん更こうは予想していたのかはたまた興味がないのか、淡たん々たんと言ったシンにグレーテは微笑ほほえむ。

「現行戦力で充じゆう分ぶんに迎げい撃げきできる程度と予測されているわ。増派は万一に備えてのもの。……そういえば、この件については、貴方あなたからも上じよう申しんが上がっていたわね、ノウゼン少しよう尉い」

　ちらりとライデンがシンを見やった。

　隣となりからの視線をシンは綺き麗れいに無視し、グレーテはそれに気づきはしたが、意図するところがわからなかったのでとりあえず流す。

「前線指揮官の視点からの分ぶん析せきとしてなるほどと思うこともあったし、元共和国最さい精せい鋭えい部隊の戦隊長の意見として、興味深く読ませてもらったわ。でも、一個師団の担当戦域程度の所感から、西部戦線全体に及ぶ規模の攻こう勢せいを予測するなんて、少し大だい胆たんすぎるんじゃないかしら」

　これも予想した反はん駁ばくだったのか、応えはほぼ即そく答とうで返る。

「第一七七師団の担当戦域が西部戦線で特とく殊しゆな部類に属するのでなければ、類推の材料として不足はないと思いますが。……先の戦せん闘とう、〈レギオン〉は退いたと感じました。退かざるを得なかった、ではなく」

　押し返したのではなく。

　釣つり出だされたのではないか、と。

　ふっとグレーテは笑みを消した。

「領域が広まればその分戦線は伸のびて薄うすくなる。防ぼう御ぎよ陣じん地ちや前進基地も、三か月前の前進でまだ敷ふ設せつし直している状態なのでしょう。……あまりいい状じよう況きようとも思えませんが」

「……鋭するどいのね。もう少し子供らしくいてくれた方が可愛いわよ？」

　おどけてみせるが、シンは眉まゆ一つ動かさなかった。グレーテは小さく嘆たん息そくする。

「あなたの言うことももっともよ、少しよう尉い。司令部もそれは了解しているわ。でも、そう言って現状の防衛線を維い持じしているだけでは連れん邦ぽうもいずれ破は綻たんしてしまう。待っていても〈レギオン〉は消えない。少しずつでもいい、前進して、彼らを根絶しないと」

「……」

「それから、──〈レギオン〉の意図がこちらを釣つり出だしてからの総そう攻こう撃げきだとしても、やはり少しよう尉いの予測では敵の数が多すぎるわ。統合分ぶん析せき室しつの予測を大おお幅はばに越える数よ」

　それどころか、自ヴ動ァ工イ場ゼ型ルの推定される総数と生産量から導き出される、理論上の最大数をも大きく越える。増派分を加えてさえ、西部戦線全域が完全な劣れつ勢せいに立たされるほどの物量だ。

　普ふ段だんこの寡か黙もくな少年から提出されている各種報告書の、境きよう遇ぐうに鑑かんがみれば舌を巻くほどの知識と怜れい悧りを知っていなければ、更こう迭てつも検討してしまうほどに──荒こう唐とう無む稽けいな。

　あるいは共和国で長く戦歴を積んだからこそ──欠けつ陥かん兵器と極きよく端たんに劣れつ悪あくな環かん境下きようかでの〈レギオン〉との戦せん闘とうを強いられてきたからこそ、敵戦力を過大に見積もる癖くせがついているのかもしれない。

　必要とあらば軍規や作戦をまるきり無視して動く傾けい向こうも含ふくめ（それ以上に戦果もたてているので、今のところは何とかグレーテが庇かばってやれている）、……やはり共和国につけられた傷は大きいようだ。

「そんなに心配しなくても、大だい丈じよう夫ぶよ。……連れん邦ぽうは共和国とは違ちがう。眼前の脅きよう威いから目を逸そらせば無かったことなるだなんて、私達は考えない。情報収集も分ぶん析せきも十全にしているし、なすべき備えもきちんとしている。何より、連れん邦ぽうは決して、共に戦う仲間を見捨てるような真ま似ねはしないわ」

　共和国の戦場のように、孤こ立りつ無む援えんで戦わなくてもいい。

　情報も支し援えんも何もなく、圧あつ倒とう的てきな寡か兵へいで、孤こ独どくの中必死に戦わなくてももういいのだと。

「……」

　納なつ得とくしたようでもなければ響ひびいた風もなく、ただ血赤の双そう眸ぼうが伏ふせられて閉じられる。

　見やってグレーテは微笑ほほえんだ。

　まだ、信用も信しん頼らいも、得るには到とう底てい足りないのだろうけれど。

「なお、これにあたり、新しい仲間が戦隊に加わります。紹しよう介かいするから、戦隊の各員はもう少し付き合ってちょうだい」










　ついていらっしゃい、と命じられて、カツカツとヒールの靴くつ音おとを響ひびかせて歩むグレーテに従ってシンは基地の大だい廊ろう下かを歩く。顔かお馴な染じみの整備班長、検査の度に奇き矯きような言動で閉口させられる研究班長とは状じよう況きよう説明室の前で別れ、シンを含ふくめたエイティシックスだけが後に続く。

「〈レギンレイヴ〉はどうかしら、少しよう尉い？　気に入ってもらえて？　──あなた達の、あのアルミの棺かん桶おけに比べて」

　ふっと見返した先、グレーテは深く笑った。

「あなた達を保護した基地に、私もいたのよ。防ぼう諜ちようとか防ぼう疫えきとかの関係で、結局直接話はさせてもらえなかったけれど……。あなたの相棒も、私の研究室で預かっているわ。会っていく？」

「……いえ」

　しばしば修復も出来ないほど大破させては乗のり換かえていたからそれほど長く使ったわけではなく、複数運用していたうちの一機に過ぎないとはいえ、愛着がないわけではない。それでもかつての自機に──敗れて眠ることを許されたはずの相棒に、その墓を掘ほり返かえすような真ま似ねをしてまで会いたいとは思わなかった。

「……評価報告は知覚同調パラレイドのそれとあわせ、提出していますが」

　一〇二八試験隊は、〈ジャガーノート〉と知覚同調パラレイドの運用試験のための部隊だ。評価報告は無論、人体への影えい響きようを確認するための検査も定期的に課されている。

「ええ。だから聞きたいのは感想よ。──かつて共和国で同系統のフェルドレスを駆った、貴方達の」

　シンは一つ、嘆息した。

「〈ジャガーノート〉についてでしたら、」

　グレーテは小さく眉まゆを寄せる。

「〈レギンレイヴ〉よ」

「〈ジャガーノート〉」

「〈レギンレイヴ〉だってば」

「〈ジャガーノート〉」

「……もういいわ。それで？」

　不服げに首を振るグレーテに、後ろでライデンが吹き出すのを堪こらえて変な咳せきをした。

　無視してシンは続ける。

「共和国の〈ジャガーノート〉よりは多少上等な、アルミの棺かん桶おけです」

　グレーテはたっぷり十数秒も沈ちん黙もくした。

　そこはかとなく傷ついた表情だった。

「……本当に？」

「え、もしかしてわかってなかったの？」

「アレ要するに、ただの搭とう乗じよう者しやクラッシャーじゃん」

　クレナとセオがぼそりと呟つぶやいたのは、おそらくショックでグレーテには聞こえていない。

〈レギンレイヴ〉は、常人が乗るには運動性能が高すぎる。

　なにせ〈レギオン〉に匹ひつ敵てきする機動性だけを主眼に開発して、安全性への考こう慮りよが全く欠けた代しろ物ものだ。結果、テスト段階でオペレーターは片かた端はしから体を痛めて脱だつ落らく。実戦配備後の正規プロセッサーも、何人かは〈レギンレイヴ〉に喰くい殺ころされたようなものだ。

　シンやライデン達は運用に耐たえられているが、それは彼らがエイティシックスだからだ。成長期にさしかかる十代初めから、こちらも搭とう乗じよう者しやへの配はい慮りよがまるでなかった共和国の〈ジャガーノート〉を駆かり続け、その負ふ荷かに適応する形で体が成長した、その結果。

「それは……なかなか衝しよう撃げき的てきな感想ね。あんな……脆もろそうというか、弱そうというか……その……造ったバカの正気を本気で疑いたくなるようなあんなフェルドレスと……」

　元々のプロセッサーの前で随ずい分ぶんな言い草だったが、生あい憎にくと事実なのでシンは気にしない。

「……っ、貴方達よく共和国で、あんなガラクタみたいなフェルドレスで戦っていたわね!?」

「あれしかありませんでしたから」

「ああ、そう……」

　口の中で何事か呟つぶやいたのは、共和国かその工こう廠しようへの呪のろいの言葉か何かだろう。

「……悪い機体ではないと思いますよ。確かにプロセッサーは選びますが、足が速いのはありがたいですし、速度の割に制動が強くて小回りも効きます。結局は〈ヴァナルガンド〉も鋼鉄の棺かん桶おけに代わりはないんですから、あれよりはまだ、使い勝手はいいかと」

　気休め程度の装そう甲こうしかない共和国製〈ジャガーノート〉に慣れているエイティシックスの彼らは、装そう甲こう防ぼう御ぎよにほとんど信を置いていない。装そう甲こう頼だのみで足の遅い〈ヴァナルガンド〉よりは、運動性能に重点を置き、敵てき弾だんを喰くらわない機動を前提とした〈レギンレイヴ〉の方がまだしもマシだ。

「そう……何な故ぜかしらね。誉ほめられてる気がしないわ……」

「……実際シン君、誉ほめてないわよね……」

　アンジュのツッコミは流すことにしたらしい。

　深々とため息を吐ついてグレーテは言う。

「それなのに、どうしてプロセッサーを引き受けてくれたのかしら？」

「エイティシックスをプロセッサーの候補に加えたのは、中佐ご自身と聞いていますが」

「あくまでテスト要員として、よ。実戦部隊にまで志願されるとは思わなかったわ。たしかにあなた達の経験と技量には助けられているけれど、……あなた達のような少年兵が前線に出るのは、私は本当は反対なのよ。ましてあなた達、エイティシックスは特に、ね」

　見返すと、グレーテは肩かたをすくめた。

「私もオペレーターだったわ。十年前、〈レギオン〉との戦争が始まった時。今のあなたと同じ年だった。……空軍の士官候補生だったんだけど、空は〈レギオン〉に奪うばわれてしまったから」

　対空砲兵型シュタッヘルシュバインの対空砲ほう火かと阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングで、競合区域コンテスト・エリアから〈レギオン〉支配域の制空権は奪うばわれたままなのは連れん邦ぽうも共和国と変わらない。

「同じ士官候補生の仲間も一いつ緒しよに志願して、……たくさん死んだわ。のろまの〈ヴァナルガンド〉で、もたもた動いている間に回り込まれて。もっと足の速いフェルドレスがあればって、何度も思ったわ。〈レギンレイヴ〉を造らせたのも、そのため」

　追つい憶おくに伏ふせた眼まな差ざしで言い、目を上げてグレーテはふっと笑った。

「……忌き憚たんのない意見をありがとう、少尉。貴方達も。……次の改修では、もうちょっとマシな意見を言わせてみせるから、期待していて？」

　基地のゲートを出、舗ほ装そうを敷しき直なおしたばかりの真新しいアスファルトの道を歩く。終わってもなお進み、夏の緑濃こい草原に踏ふみ込こんだ。

　途と中ちゆう越えた、草に埋うもれたレールにふと、目が留まった。

　複々線の八本の軌き条じように覚えがあった。

　ここは。

「あなた達が前に通った時は、ここはまだ〈レギオン〉の支配下だったけれど」

　振ふり返かえってグレーテは笑う。誇ほこらしげな、赤い唇くちびる。

「この半年で。私達はここまで取り返したのよ」

　あ……、と背後で誰だれかが零こぼした嘆たん息そくが、耳に届いた。




　夏の濃こい緑に白い花の映える草原に、五機の共和国機──四機の〈ジャガーノート〉と〈スカベンジャー〉一機が、見慣れない硝子ガラスの棺ひつぎに納められて擱かく座ざしていた。




「戦線を押し上げた時に見つかったの。不ふ愉ゆ快かいだろうとは思うけど、色々調査もさせてもらったわ。この慰い霊れい碑ひの名前もそれで。……プレートは、記録を取った後にきちんと元の場所に戻もどしたから安心して」

　言いい添そえ、グレーテは硝子ガラスケースの傍かたわらにひっそりと建てられた石せき碑ひに手を触ふれた。連れん邦ぽうの慰い霊れい碑ひの様式だと、以前訪れた国立墓地で見たからシンにはわかった。

「共和国はどうだか知らないけど、連れん邦ぽうでは護国の英えい雄ゆうは称たたえられて然しかるべきものよ。だから戦死者の名前は、必ず国立墓地の慰い霊れい碑ひに遺のこされる。……あなた達の仲間は、でも、あなた達が辿たどり着ついたこの場所に眠っているのでしょうから。この場所に遺のこされるべきだと、それでこうなったの」

「……」

　別に、と。少し乾かわいた思いが胸裏きようりをよぎった。

　彼らも、自分も、こんな風に小こ綺ぎ麗れいなモニュメントとして、永ながく残りたかったわけではないのだけれど。

　ただ、自分を知っている人がせめてひととき、忘れずにいてくれればよかっただけで──。

　──少佐はおれ達のことも、忘れないでいてくれますか。

　あの時、炎ほのおの花が夜空に散る下で。望んだのは、ただ。

「……少しよう尉い？」

「いえ」

　小さく首を振ふった。そのあたりの感覚が、連れん邦ぽう人じんと自分達ではどうやら違ちがう。理解されるとは思えなかったし、……それでも彼らなりの気き遣づかいは、少しだけありがたかったから。

　残していったプレートを──仲間達の名を刻んだ彼らの墓標、彼らが存在した証あかしを、もう要いらぬと、あるいは何かの資料にと、どこかに移してしまわずにいてくれたことも。

　それにしても随ずい分ぶん長い任務を命じてしまったな、と、硝子ガラスの棺ひつぎの中に封ふうじられたファイドの残ざん骸がいを見て思った。

　朽くち果はてるまで任を全うしろ。

〈レギオン〉側にも擱かく座ざした残ざん骸がいの回収機──回収輸送型タウゼントフュスラーがいる。その彼らに食くい尽つくされるまで、あるいは風雨にさらされて崩くずれるまでの。大して間をおかず斃たおれるはずだった自分達が力ちから尽つきた、その少しだけ後まで……その程度のつもりだったのだけれど。

　聞き覚えのある足音が、背後に近づいてきて止まった。

　がしゃがしゃとやかましい、四脚きやくの。

　振ふり返かえると、〈スカベンジャー〉の巨体が黙もく然ねんと佇たたずんでいる。

　角ばった本体に、短い四本の脚あし。二本のクレーンアーム。不ぶ恰かつ好こうな、共和国の各戦区でももうほとんど見かけなくなった、ごく古い型の。

　ぱたぱたと今度は軽い軍靴ブーツの足音が駆かけこんできて、丁度ぶつかる位置にいたライデンが避よけてやったらフレデリカだった。

「こら！　急せくのはわかるが、何も振ふり落おとさんでもよかろうが！」

　膝ひざに手をついてぜえはあ言っているのに、クレナが横から手を出して長い髪かみや軍服についた葉っぱだの花びらだの色鮮あざやかな何かの幼虫だのを払はらってやる。

「そういえばフレデリカ、どこ行ってたの？」

　会議には出席しないのについて来て、そうかと思ったら気づいたらいなくなっていたが。

「こっ、こやつの起動に、研究室に行っておって、その、さぷらいずというやつを、前々からグレーテと研究員やらと、」

「サプライズ？」

「っていうか、研究室から走って来たの？　大だい丈じよう夫ぶソレ。死なない？」

「途と中ちゆうまでは、そやつに、乗っていたのじゃが、姿が見えたら突とつ然ぜん加速して振ふり落おとしおって、」

「フレデリカちゃん、とりあえず息整えましょ。それから話して」

「……んで。なんだこいつは」

　フレデリカはしばらく息を整え、それから得意げに身を反らした。

「よくぞ聞いてくれたのライデン。こやつはの、」

「──ファイド？」

　遮さえぎって、というか、そこまでのやりとりを全く聞いていない様子で呟つぶやいたシンに、ライデンがげんなりした顔になる。

「お前、ひょっとしなくてもペットには全部ファイドってつけるタイプだろ」

「そうじゃなくて……」

　ほう、とフレデリカが嬉うれしそうな顔をする。

「やはりわかるのじゃの。そう、こやつはそなたらと共にあったファイドじゃ」

　一いつ瞬しゆん間まが空いた。

「「「「はあ!?」」」」

　揃そろった声は四人分だけだ。

　シンはファイドの巨体を見上げたまま、彼には珍めずらしくわずかに目を見開いて動かない。

「その墓標の調査の際に、こやつも調べられての。インターフェースは破は壊かいされておったが、コアユニットはなんとか無事であったので、こうして復元されたわけじゃ。ああ、機体についてはこやつが制せい御ぎよできる範はん囲いで性能を上げてあるからの、今後の戦せん闘とうでは期待するがよいぞ」
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　見た目が不ぶ恰かつ好こうなままなのは、機体を組み上げた研究班長のユーモアじゃ、とつけくわえた。

　愛機や戦友達の形見と一いつ緒しよに遺のこしていったのなら、エイティシックス達にとっては思い入れのある随ずい伴はん機きだったのだろう。それなら見た目はそのままの方が喜ぶだろうからと。

「もっとも、こやつ自身も〝死んだ〟と思っておったのであろうな。新しい機体に載のせ替かえてやっても最初は起動もせなんだ。それが動いたのは、」

　ふっとフレデリカはどこかほろ苦く笑った。

「そなたの名前を聞いた時じゃ、シンエイ。……慕したわれておるの」

　その声に潜ひそむわずかな羨せん望ぼうの響ひびきに、気づいた者がいたか否いなか。

　少なくともシンは気づかなかった。正直なところ、聞いてすらいなかったから。

　立たち尽つくす眼前に、ファイドが歩み寄る。手の触ふれる距きよ離りで、足を止めた。

「……ぴ、」

　おずおずと窺うかがうように光学センサを向けてくるのに、小さく嘆たん息そくした。

「朽くち果はてるまで全うしろと命じたろ。その任務はどうした」

「ぴ……」

　途と端たんにしおしおとうなだれる（センサと機体全体の動きがそんな感じだった）様子に、知らず、小さく笑みが零こぼれた。

　触ふれた冷たい金属の機体に、かつてあった細かい傷はないけれど。

「まあでも、……また会えてよかった」

「ぴっ」

　ゴミ拾い機にも感かん極きわまるということはあるのだろうか。涙なみだぐんで目をしばたたかせるようなテンポで光学センサが激しく明めい滅めつし。

「ぴ……！」

　多分、人間なら抱だきつくとか胸に飛び込むとかそういうノリで、十トン強の巨体が突とつ撃げきをかました。

　予想していたシンはひょいと避よけた。

　勢い余ったファイドはそのまま草を踏ふみ潰つぶしつつ突とつ進しんし、放置されていた戦車型レーヴェの残ざん骸がいに激げき突とつして止まった。ごーん……、と、鐘かねでも撞ついたような重々しく間ま抜ぬけな音が響ひびき渡わたった。

　そのまま沈ちん黙もくしているファイドに視線を向けたままセオが言う。

「うわー、お約束」

「っ、そなたら少しは心配せぬか！」

　慌あわてているのはフレデリカ一人だ。

「別に、あれくらいでファイド壊こわれたりしないわよ」

「シンエイの話じゃ！　避よけられたから良いものの、今危なかったであろうが！」

「シン君、ファイドがどう動くかとか何となくわかるらしいから」

　それが五年に亘わたる付き合いの結果か、ファイドが自分に合わせる形で学習を積んだからかは、興味もないし、知らないが。

　実際、多分そうだろうと思ったとおりにすごすご戻もどってくる様子に、シンは笑えみを深め。







　見守っていたグレーテはそっと微笑ほほえむ。

　よかった。

「……やっと笑ったわね、少しよう尉い」




　　　†




　第一七七師団司令部基地に本ほん拠きよを置くノルトリヒト戦隊のプロセッサーは、一応は基地の隊舎に自室を与えられている。

　とはいえ配属からこの方、救きゆう援えん任務でひたすら各前線基地を飛び回っていたから戻もどってきたのも久しぶりだ。自室という感覚も薄うすい、狭せまい簡素な個室で読みさしだった哲てつ学がく書しよに読むともなく目を落としていたシンは、控ひかえめなノックの音に顔を上げた。

　夕食から就しゆう寝しん時刻までの間の自由時間。隊舎からは遠い格納庫の騒そう音おんはここには届かないが、食堂で騒さわいでいる連中の声が遠くするのは連れん邦ぽうも八六区の隊舎も変わらない。

　扉とびらを開けると、フレデリカだ。

　何な故ぜかぎょっとこわばった顔をしていて、一いつ拍ぱくおいて大きく息を吐き出して言う。

「っ……、そなたいい加減、その足音を立てずに歩く癖くせを改めぬか……！　心臓に悪いわ！」

　と、言われても。

　変えようとして変わるものでもないから癖くせなんだろうと、改善する気の全くない思考を巡めぐらせていることはもちろんフレデリカは知らない。

「というかそなた、その軍靴ブーツでどうやったら足音が立たぬのじゃ……？　今、床が軋きしむ音もせなんだぞ」

「別に、ことさら消してるつもりもないんだけどな」

　そういえば、いつのまにか後ろにいるとか本物の死神みたいで怖こわいからやめてくれと、ダイヤやカイエやキノから、言われたこともあったか。

　内開きの扉とびらの前から立ち位置をずらして招き入れてやると、成程こつこつと足音を立てつつ入ってくる。硬かたいベッドにちょこんと座り、簡素にすぎて無機質な、ほとんど牢ろう獄ごくじみた室内を見回して顔をしかめた。

「殺風景じゃのう……。写真なり絵なりの一枚も貼はるか、気に入りの書しよ籍せきの一冊でも飾かざるがよいぞ。寒々しい」

「寝るだけの場所だろ。物が増えると片付けるのが面めん倒どうだ」

　そもそも読書自体、好きだからしているのでもないのだ。他のことを考えている間は、意識しないでいられる。耳を塞ふさぐことのできない亡ぼう霊れい達の声から、一ひと時とき気を逸そらすためだけの。

　かつてのスピアヘッド戦隊の自室には簡単な書しよ棚だなを作ってはいたが、あれも廃はい墟きよの図書館に戻もどしに行くのが億おつ劫くうだったからというだけだ。

　連れん邦ぽうに拾われて一年近く。シンが物事に示す関心や執しゆう着ちやくは、相変わらずその程度には薄うすい。

　見み透すかしたようにフレデリカが顔をしかめる。

「眠るだけではないわたわけ。そなたがいる場所で、帰る場所じゃ。たとえ一時の仮宿だとしても……そこを空のままにしておくのは、良いことではないわ」

　八六区やスピアヘッド戦隊とやらでは、それでも良かったのかもしれんがの、と嘆たん息そくする。かの国のエイティシックス達は、いずれ二度と帰らぬ者達であったのだからと。

「ユージンの部屋は、写真だらけであったようだぞ」

「片づけを？」

「どこも人手が足りぬでの。少し、遺品の整理を手伝ったのじゃ。……妹君の写真ばかりであった。親御の写真が残せなんだから、最後の家族だけでもと思うたのであろうな」

「……」

　ユージン自身の写真は、きちんと妹の元に残していたのだろうかと、微かすかな痛みとともに思った。

　首都の図書館で一度だけ見かけた、年の離はなれた小さな少女。

　同じくらいの年ねん齢れいで両親とも兄とも永遠に離り別べつしたシンは、その後の苛か烈れつな戦せん闘とうの日々にも依よるとはいえ、誰だれの記き憶おくもまともに残っていない。

　せめて妹だけでも幸せにしたいと戦い、最さい期ごまで彼女を想って死んでいったユージンがその妹の記き憶おくから消え果てしまうのは、……少し、憐あわれな気がした。

「……名前、聞かなければよかったな」

　フレデリカの異能は、顔見知り程度ではどうやら対象とならない。名を聞き、言葉を交わして初めて、その者の過去と現在を透すかし見るその『目』に映るようになる。

　あの朝話をしていなければ、その日のうちにユージンが死ぬところなど、フレデリカは見なくてすんだ。

「そなたは知り合うた後に死んだ者について、そうは思わぬのであろ。わらわも同じじゃ。たとえいずれ死別するにしても……会わぬよりは会うた方がよい。覚えておいてやれるからの」

　シンは一つ、ゆっくりと瞬まばたく。

「必要がないなら、誰だれかの死になんて関わらない方がいい」

　家族を皮切りに、プロセッサーとなってからも激戦区ばかりに配属されて、立て続けに所属戦隊の仲間達を全ぜん滅めつという形で喪うしない続けたシンの、それが偽いつわらざる本心だ。

　最初の部隊で仲間と交わした約束を、後こう悔かいはしていない。

　その時の連中からこれまで、共に戦って死んだ全員を、連れていくと自らに決めたことも。

　それでも喪そう失しつの瞬しゆん間かんには何も感じないというわけではなくて、……ただでさえ自身の騎き士しという亡ぼう霊れいを抱かかえる彼女が、この上負うべき責務ではないと思う。

　ふん、とフレデリカは鼻を鳴らす。

「そなたがそれを言うか。……お人好しの死神め」

「ところで、何しにきたんだ？」

　まさか今いま更さら、部屋の品評をしに来たわけでもなかろうが。

　フレデリカはきょとんと瞬まばたいてから、思い出したのか突とつ然ぜんうろうろと視線を彷徨さまよわせた。

「いや、そのじゃな。実は……」

　しばらく迷ってから、結局目は合わせないままぽそぽそと言う。

「……朝は、すまなんだの。その……」

　ああ、とシンは淡たん々たんと頷うなずく。朝の一件か。

　キリ。

　そういえば名前も知らない、フレデリカの騎き士し。

「そんなに似てるのか？」

「瓜うり二ふたつ、とまではいかぬが。背恰好はそっくりじゃ。半分とはいえ同じ一族の者じゃからの」

　虚きよを突つかれて見返すと、フレデリカは悪戯いたずらを成功させた子供の顔で笑った。

「我が騎き士し、キリヤ・ノウゼンは、そなたと同じノウゼンの一族の者じゃ。……父君の系けい譜ふも、父君から聞いてはおらぬのかの」

「ああ」

　そういう話をしたことはない。あるいは、聞いたけれどもう覚えていない。

「知らずともそなたのルーツであるぞ。少しは関心を持てと言うに……。ノウゼンは、帝てい国こく黎れい明めい期きからの夜黒種オニクスの武門の一族じゃ。およそ戦せん闘とうについて傑けつ出しゆつした才を血脈に受うけ継つぎ、代々皇こう帝ていの守護者を輩はい出しゆつしていた。……貴種はかつて王おう侯こうとして異能、異才を持ち、古い貴族には未だそれを受うけ継つぐ血統が稀まれに在る。その異能を保つため、混血は嫌きらわれたのじゃが……シンエイ、そなたの両親が共和国に移り住んだも、おそらくはそのためだったであろうの」

　そう言われてもやはり、何の感慨も湧かなかった。

　連邦に連つらなる両親の系けい譜ふも。二人が共和国に移り住んだ経緯も。覚えてないから。──否。

　──お前のせいだ。

　思い出そうとするとどうしても、その光景ことばが先さ頭きにくる。自分のせいでないと、わかっていても。

　──母さんが死んだのも、俺がこれから死ぬのも。何もかも全てお前のせいだ。

　フレデリカは追想に沈み、静かに身を強こわ張ばらせたシンの様子に気づかない。

「キリヤはノウゼン侯こうの直系ではなかったから、そなたとそう血は近くはないが。年はそなたより四つ上で、……最後に見た時は、今のそなたと同じ年じゃった」

　即そく位い直後に市民革命が勃ぼつ発ぱつし、帝宮を追われたフレデリカは、物心ついた時には辺境の城じよう塞さいに独裁者一派と近この衛え兵へい達と立たて籠こもっていた。紅薔薇の砦ローゼンフォルト。帝てい国こく黎れい明めい期、城じよう壁へき一面を蛮ばん族ぞくの血で薔ば薇らの散ちり敷しくように紅あかく染めながら陥かん落らくしなかった伝説を持つ、帝てい国こく最後の抵てい抗こう拠きよ点てん。

　大人ばかりの城じよう塞さいの中で、一番年の近い十年上のキリヤだけが遊び相手だった。

　髪かみを梳すいて。庭の花をとってきて。どんな我わが儘ままも、嫌いやな顔一つせず付き合ってくれた。

　思いだす眼まな差ざしでそこまで語って、不意にフレデリカはふふ、と笑った。

「あやつときたらまた、とかく生き真ま面じ目めで融ゆう通ずうの利きかぬ性た質ちでのう。ライデンならクソ真面目、とでも言うのかの。……シンエイ、もしそなたと出会っていたら、さぞ不仲であったろうな」

　からかう調子で言われて、ふん、とシンは鼻を鳴らす。

　会ったこともない騎き士しの人となりなど知る由よしもなかったが、今、話を聞く限りでは。

「たしかに、苦手なタイプみたいだけど」

「目に浮うかぶようじゃ。やれ人と話をする時は書物から目を上げろ、やれ規律と軍令はきちんと守れとやいのやいの言うて、そなたはどうせ全部無視するのじゃろうからそれにまた怒おこって……懐なつかしいの」

　同じ血を継つぎながら生前会うことはおろか互たがいの名も顔も知らぬ二人の少年が言葉を交わす、現実には存在しない光景を夢想したのか、淡あわく笑ったまま目を落とす。

「一度だけ、言うておったぞ。共和国にいる同胞はらからのことを、……会うてみたい、と」

　逐ちく電でんしたご子息を、ご当主様は表向きにはお許しにならなかったが。

　本当は会いたかったのだと思う。下の孫が生まれた時に、俺おれにくださったのと同じ絵本をこっそり贈おくったと聞いた。ご子息からの手紙も、本当は捨ててなかったと。

　そう話した時、キリヤは笑っていたが手は震ふるえていた。

　革命当初の帝てい都とでの戦せん闘とうで、キリヤの家族は皆みな死んだ。友人であった貴族階級の者達も。

　独裁政権ともキリヤの父君とも折り合いが悪かったノウゼン候こうは早々に政権を見限って市民の側につき、連れん邦ぽう成立後も一族の地位と命脈を保っていたのだが、それをフレデリカが知ったのもエルンストの庇ひ護ごを受けてからだ。市民の軍勢に包囲されて辺境の城じよう塞さいに閉じ込められていた当時のキリヤに、知る術などあるはずもなかった。

　会いたい。会って、今からでも同どう胞ほうだと名乗れたら。

　一人きりなのは、……支えてくれるものが何もないのは、辛つらすぎるから、と。

「……」

　シンにはその感覚は理解できない。

　家族は亡なくし、その記き憶おくすらも曖あい昧まいで、故郷と呼べる場所もなく、それで不都合だとも思わない。

　何にも拠よらず、己おのが身一つ恃たのみに生きる。その生き方を是ぜとしたエイティシックスの彼には、自分の形を保つのに自分以外の何かが必要だという感覚は理解できない。

「どうして〈レギオン〉に？」

　フレデリカはしばらく、口を噤つぐんだ。

「……ローゼンフォルトの防衛戦も激戦じゃった。連れん邦ぽう軍ぐんは、わらわ達を捕とらえれば〈レギオン〉も止められると、そう思っていたゆえの」

　確かに宰さい相しようや近この衛えの将軍は〈レギオン〉への司令権限を持っていたし、抵てい抗こう拠きよ点てんの防衛に〈レギオン〉を投入してもいた。けれど元々、捕ほ虜りよもとらず民間人の区別もせず、敵地の全てを薙なぎ払はらっての制圧を目的に開発された〈レギオン〉は、あまり複雑な命令には対応できない。どうしても人間の近この衛え兵へいを運用せねばならない局面は多く、人間との協同作戦を事実上できない禁則事項プロテクトも相まって、大勢の近この衛え兵へい達が戦って死んでいった。

　キリヤもまた、最年少の近この衛え騎き士しとして、フレデリカの騎き士しとして、日々、連れん邦ぽう軍ぐんとの戦せん闘とうに参加していた。

　かつて帝てい国こく最強の戦士の血統と謳うたわれた名のとおり、──日々、連れん邦ぽう軍ぐんの同じ人間の兵を大勢殺していた。

「そのうちに──キリヤはおかしくなっていった」

　革命で家族も知ち己きも失い、生まれ育った故郷はいまや敵地。共に戦う近この衛え兵へい達も櫛くしの歯が抜ぬけるように戦死していって、──おそらく、キリヤは無くしすぎたのだろう。

　フレデリカを守ることだけが全てになり、そのための戦いをむしろ望むかのような言動が目立つようになって。連れん邦ぽうの兵士を踏ふみ潰つぶして血みどろのフェルドレスを傍かたわらに、平然とフレデリカに笑いかけることも珍めずらしくなくて。

　平然と。晴れやかに。

　──姫ひめ様。

「わらわはそれが、……恐おそろしかった」

　だからフレデリカは城じよう塞さいから逃にげた。

　逃にげ出だして、あっというまに連れん邦ぽう軍ぐんに捕つかまった。

　同じ戦場に、エルンストが督とく戦せんに来ていたのは全く幸運だった。女じよ帝ていの死の証あかしとして吊つるし上あげられたのは、着ていた赤と黒の皇こう帝ていのマントだけで済んだのだから。

　キリヤは、それを見てしまった。

　見知った者の過去と現在を見る力が、キリヤがそれを見たことをフレデリカに伝えた。

　前後して城じよう塞さいも陥かん落らくして、連れん邦ぽうの部隊は撤てつ収しゆうした駐ちゆう屯とん地ち跡あとで。捕とらえた兵士が負傷していたせいで血に汚よごれた、吊つるし上あげられた女じよ帝ていのマントを。主君を救い出そうと戦って戦って、大勢殺してその場所に辿たどり着ついた、ようやく十六になったばかりの少年が。

　その時キリヤが何を思ったのかまでは、フレデリカの力ではわからない。

　ただ、その時周辺には回収輸送型タウゼントフュスラーがうろついていた。彼らの戦せん闘とうに再利用可能なあらゆるものを探して這はいずりまわっていた。

　共和国の〈スカベンジャー〉と異なり、回収輸送型タウゼントフュスラーは死体の回収も禁じられてはいない。

　人間の脳構造が中ちゆう枢すう処理装置として有用なことも、とうに彼らは学習していた。

　高価値の『鹵ろ獲かく品ひん』を回収しようと近づく鋼鉄の大おお百足むかでから、……立たち尽つくしたきり、キリヤは逃にげなかった。

「わらわがキリヤを、あのような化物にしてしまった」

　フレデリカが見ている今の〈キリヤ〉の姿は、同じものを見られないシンにはわからない。連れん邦ぽうの知覚同調パラレイドは、聴ちよう覚かくしか同調しない。

　けれど、二度遭そう遇ぐうした超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほうの、あの剣けん吞のん。

　己が騎士と慕したっていたフレデリカでさえ化物と言うのも、──仕方ないほどの。

「〈レギオン〉はじきに攻せめてくると、そなたは言ったな。……おそらくキリもその時に来るじゃろう。その時は……」

「わかってる」

　くどいほどに念を押おす少女に、苦笑して応じた。

　けれどフレデリカはその答えにこそ苦笑する。

「わかっておらぬ。……その時は、危のうなったら無理をせず退くが良い」

　見下ろした先、フレデリカはこちらを見ない。

「忘れておったのだ。──人はたやすく死ぬのじゃな。どれほど先を望んでいても」

　昨日死んだ、ユージンのように。

「……先程そなたの言うたとおりじゃの。人の死に触れるのは──知り合うた者が死ぬのはわらわは嫌じゃ。キリを救うためにそなたやライデン達が犠ぎ牲せいになるでは間尺に合わぬ。そなたらには先がある。それを失わせてはならぬ」

　先。

「──未さ来き、か」

　フレデリカが呆あきれたような、少し気がかりなような顔をする。

「やはり考えてはおらなんだな、まったく……。例えは良うないが、そなたはユージンを見習うべきじゃの。次の休暇きゆうか、行きたい場所、いずれ成したいこと。そんなもので良いのじゃ。少しは……考えてみぬか」

「……」

　──退たい役えきしたら。

　ふと、いつか聞いた銀ぎん鈴れいの声が聞こえた気がした。

　クジョーが死んだしばらく後。まだ互たがいに名も知らず、その必要も感じていなかった頃の。

　──何かやりたいことはありますか？　行きたいところや、見たいものとか。

　あの時はただ、面めん倒どうという以上の関心も無かった。考えたこともないと切って捨てて、今もその答えは変わらない。

　けれどもし、同じことを訊きいたら。彼女は何と答えたのだろう。

　そもそも彼女は、戦うことを放ほう棄きした共和国の中で、何を思って、ハンドラーとして戦おうとしていたのだろうか──。







　戦場の夜は早い。

　戦争とは日々、膨ぼう大だいな物資、労力を喰くらい続ける怪かい物ぶつだ。無む駄だなエネルギーを供給する余よ裕ゆうは兵へい站たん部門にも連れん邦ぽうそのものにもないし、暗い戦場の夜に下手に明かりを灯していると砲ほう撃げきの恰かつ好こうの的になる。最低限の必要な部署を除いて灯火管制がかかるのは、八六区でも連れん邦ぽう西部戦線でもさして変わりはない。

「シン、フレデリカ知らねえか？　……って」

　就しゆう寝しん時刻の少し前。フレデリカが戻もどってこないとクレナに言われて探しに出たライデンは、ノックして開けたシンの部屋の扉とびらの前で立ち止まる。

　ベッドとデスクで一杯になる、棺かん桶おけか牢ろう獄ごくみたいな狭せま苦くるしい個室のその狭せまいベッドの上。いつかの隊舎でそうしていたように枕まくらをクッション代わりに背を預けて何事か考え事をしていたらしいシンの横で、そのシンにおもいきり凭もたれかかってフレデリカが寝ね息いきを立てていた。

「なんだ、ここにいたのか。慕したわれてんな、お兄ちゃん」

「……重ねてるだけだろ」

　一いつ瞬しゆん微び妙みような間があったのは、どうもお兄ちゃん呼ばわりされたのに違い和わ感かんがあったものらしい。そういやこいつはそう呼ぶ方だったか、と、元々上も下もいなくてその呼こ称しように馴な染じみのないライデンは少々どうでもよく考える。

「ああ、件くだんの騎き士しにか。……けど、お前の方こそそうなんじゃねえのか？　ずいぶん入れ込んでんじゃねえか」

　同じエイティシックスの仲間達や、……あの最後のハンドラーに抱いだいているそれとは、また違う種類の情なのだろうけれど。

　シンは少し考えたようだ。

「ああ……そうかもしれないな。……同じだから。昔のおれと」

「どうだかな」

　見返す赤い瞳ひとみに、ライデンは指先でとんとんと自分の首をついてみせた。今は軍服の襟えりで隠かくれて目には触ふれないが。

　フレデリカの騎士とやらはそれをフレデリカにはつけず。

　それを付けたお前の兄貴は、もうどこにもいないのだろうと。

　ともあれ知覚同調パラレイドを起動し、クレナに発見の連れん絡らくと回収の依い頼らいをして切る。しばらくしてどかどか歩いてきたクレナが、もー何やってんの！　とか言いながらフレデリカを荷物のように担かつぎあげてまたどかどか出て行った。

　見送って、ライデンは勝手にデスク備え付けの椅い子すを引いて座る。

　シンのレイドデバイスはデスク上に無造作に投げ出されていて、寄りかかって寝こけられたせいで取れなかったようだが。

「……上じよう申しんなんか、出してたんだな」

　連れん邦ぽうに来た当初、お前のそれについては黙だまっておけよと、釘くぎを刺さしたことは忘れていないはずだが。

「伝えるだけは一応、伝えておこうと思っただけだ。戦力はなるべくなら、多い方がいい」

「やめとけって。実際聞くまで誰だれも信じねえから言わねえって、昔お前自身が言ってたことだろ。それに、仮に信じられたとしても、今度はその後どう転ぶかが読めねえ。戦せん闘とう中ちゆうに知覚同調パラレイド使や一発かもしれねえが、……それでどうなったか忘れたわけじゃねえだろ、〝死神〟」

　共和国で、シンと知覚同調パラレイドを繫つないで亡ぼう霊れいどもの絶ぜつ叫きようを聞き、その後再び同調できた者は最後のハンドラーを除いて誰だれもいない。誰もが恐れ、〝死神〟と忌み嫌った。

　同じエイティシックスのプロセッサー達は耐たえられたが、それは彼らが日常的に仲間の無む惨ざんな死に接し、人の死にも断だん末まつ魔まにも慣れていたからだ。それでもシンを忌き避ひする者は少なくなかったし、耐たえきれない者は死んでいった。知覚同調パラレイドを繫つなげなくなって、〈レギオン〉どもの声から戦場を俯ふ瞰かんする〝死神〟の加護を受けられずに。

　それが原因でシンを嫌きらう者も、やはり少なくはなくて。

　そうした顚てん末まつを知っているから、全ての〈レギオン〉の声が聞こえるというシンの異能が、この連邦でどう受け止められるかは、悪い予想しかつかない。

　合わない搭とう乗じよう者しやを片かた端はしから壊こわそうが〈ジャガーノート〉の運用は中止されず、得体が知れずとも知覚同調パラレイドは人体実験同然の試験運用を続けている。その程度には連れん邦ぽうは冷れい酷こくにできている。

「連れん邦ぽうの連中は連中自身が思ってるほど聖人君子ってわけじゃねえし、所しよ詮せんここでも俺達エイティシックスは連れん邦ぽう人じんとは同格じゃねえ。……結局、どこでも変わんねえってだけかもしれねえけどな」

　憐あわれみも侮ぶ蔑べつも、下に見るという意味では大差ない。まして一方的な同情はむしろ理解の放ほう棄きに他ならない以上、いつ善意の皮を被かぶった、あるいはむき出しの悪意に転じるかなど知れたものではない。

　化物、と区別され。

　その上で有ゆう為いだと、判断されたら。

「人の脳ミソ取り出したがんのは何も〈レギオン〉だけじゃねえんだ。お前がモルモットになるのは勝手だが、とばっちりで人質にされるのは俺おれはごめんだ。馬ば鹿かな真ま似ねすんな」

　もちろん、そのまま本心ではない。

　シンには奴やつ自身よりもむしろ、周りの人間を人質にする方が歯止めになる。

　シンは緩ゆるく瞑めい目もくすると、小さく息をついた。

「……悪い」

「あそこまで伝えてやっただけでも充じゆう分ぶんだ。……信じる信じないは、連れん邦ぽうの勝手だ」

　悪い国ではない。なるべくなら死なせたくないとも思う。

　けれど自分や仲間を犠ぎ牲せいにしてまで守ってやるほどの義理はない。それだけの話だ。

　ただ、とわずかに目を眇すがめた。

　シンとてそういう、ある種冷れい酷こくな割り切りをしない奴やつではなかったはずだが。

「お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

「──何が」

「余計なこと考えてんじゃねえのかって言ってんだよ。……エルンストのおっさんが言ったことでも気にしてんのか」

　シンはしばし、沈ちん黙もくした。

「フレデリカにはむしろ、考えろと言われたけど。……別に、考えたことはないな。その必要もなかったから」

　兄と相あい討うちになるか、特別偵てい察さつに果てるか。そのどちらかの未来しかないはずだったから。

　今ここに在ること自体が言ってしまえば想像の埒らち外がいだ。

　ましてや、その更さらに先など。

　お前は、と問われて、ライデンは肩かたをすくめる。

「ま、何とかなるだろとは思うけどな。何をしてるのか、なんざ想像もつかねえし、そもそも本当に戦争が終わるとも思えねえけど。何かやって、稼かせいで食って……。それは別に、〈レギオン〉とやりあうよりは難しいことじゃねえだろうよ」

　確かに考えたこともなかったが、ライデンにしてみればさして難しく考えるものでもない。

　死にたくないから、生きる努力をする。どうせ生きるなら多少はマシな暮らしをしたい。それは多分、八六区の戦場でも、見たこともない戦争の終わった未来とやらでも、大して変わりはないのだと思う。その最さい期ごの瞬しゆん間かんまでは全ぜん霊れいを以もつて生ききるという彼らエイティシックスの在り様に、実のところそれほど反するものでもない。

　ただ。

　黙もつ考こうしているらしい、伏ふせられた紅あかい双そう眸ぼうを見やって思った。

　軍服の襟えりからわずか覗のぞく、兄貴に殺されかけた時のそれだという斬ざん首しゆの傷のような無残な痕あと。

　兄の亡ぼう霊れいを討うち果はたした後もシンを捕とらえる──呪のろいのような。

　そういう奴にとっては、自分のような人間とは違ちがって、ただ生きていくにももう少し別の何かが要いるのかもしれない。

　呪いに対する何か。対峙する、あるいは打ち消すための。そういう何かが。

　視界の端はし、無造作に投げ出されているものを見やった。

　ベッドの隅すみ、しおり代わりの何かのメモを挟はさんで読みさしのまま閉じられた、愚ぐにもつかない哲てつ学がく書しよ。

　共和国、第一戦区の。スピアヘッド戦隊の隊舎にいた時なら、今時分は丁度、あの最後のハンドラーが知覚同調パラレイドを繫つないできた時間だ。

　その時間にこいつは、何を考えて。あるいは。

　何を待って。

「……少佐は元気でやってんのかね」

　シンはちらりとこちらを見返してから、無言で肩かたをすくめた。

　まったく素直じゃねえなとライデンは長く息を吐く。














第五章　クライズ・テイク・エイム









　電子の波に乗った機械の言葉が、戦地の空を駆かけ巡めぐる。




《──ノゥ・フェイスより第一広域ネットワーク》




《これより掃そう討とう作戦を開始する》

《当とう該がいネットワーク所属の全〈レギオン〉は待機を解除》

《繰くり返かえす。これより掃そう討とう作戦を開始する》

《目標、東部戦域、ギアーデ連れん邦ぽう》

《北部戦域、ロア＝グレキア連合王国》

《南部戦域、ヴァルト盟約同盟》

《西部戦域、サンマグノリア共和国》




《当とう該がいネットワーク所属の全〈レギオン〉に告ぐ》

《ただちに撃げき滅めつを開始せよ》




　　　†




　同日同時刻。

　ギアーデ連れん邦ぽう西部方面軍第一七七師団ノルトリヒト戦隊の隊舎で、一人の士官が飛び起きた。




　　　†




　崖がけから落ちる夢を見た。

「──起きろ」

　頭がマットレスに墜つい落らくする衝しよう撃げきとその言葉が同時だ。若じやつ干かん寝ね違ちがえた気のする首をさすりつつ、ライデンは隊舎の硬かたいベッドに起き上がる。

　明かりもつけていない狭せまい部屋の月つき闇やみの中、引ひっこ抜ぬいた枕まくらを片手にシンが立っている。

「お前なあ……せめて言葉と行動を逆にしてくれよ……」

「そんな場合じゃない」

　短く返された。

　その声が緊きん迫ぱくしている。

　夜中だというのに着込んだ、連れん邦ぽう軍ぐん制式の鋼はがね色いろの搭乗服パンツァーヤッケ。

　いっぺんに目が醒さめた。

「……とうとう来たか」

「ああ」

　窓の外、遥はるか西の空を染め上げる──夜の闇やみすら埋うめ尽つくすほどに濃のう密みつな阻電攪乱型アインタークスフリーゲの銀の雲。

「敵の総数は？」

「計算したくもないな。七つの封ふう印いんでも解けたのかって感じだ」

「元ネタがわかんねえよ」

　らしくもない冗じよう談だんを言っているあたり本当にやばいらしいということだけわかった。

　紅あかい瞳ひとみは戦場の彼方に据すえられたまま、冷れい徹てつに眇すがめられている。

「……想定していた中でも、最悪に近い状じよう況きようだ。他の三国に振ふり分わけると思ってた兵団の一部が連れん邦ぽう側に向かってる。〈レギオン〉にとっても、この西部戦線が一番の重点らしいな」

「そいつぁまた、光栄な話だな」

　皮肉にぼやき、一挙動で立ち上がった。

　三日月の鋭するどく青い月光に浮うかび上あがる横顔を、改めて見やって眉まゆをひそめる。

「……お前、」

「──今日の戦せん闘とうは、知覚同調パラレイドの同調率を最低から上げない方がいいな」

　隠かくすつもりもないのか、あるいはこの鉄面死神が隠かくし通とおせないと思ったのか。見返した血赤の双そう眸ぼうが苦く笑う。

　白はく皙せきの容よう貌ぼうが、月光のためだけでなくわずかに青あお褪ざめている。不断の苦痛を堪たえるように微かすかに歪ゆがんだ紅あかい瞳ひとみ。

「なるべくなら必要な時以外は繫つなぐな。……慣れたつもりだったんだけど、正直、今夜のこれはきつい」

　亡ぼう霊れいの絶ぜつ叫きように心を凍こおらせ、ついには探し求めた兄の霹へき靂れきのような絶ぜつ叫きようにさえ、眉まゆ一つ動かさなかった死神が。

「──了解」

「出しゆつ撃げき準備は任せる。他の連中も起こしておいてくれ」

「お前は、」

　シンは視線だけで振ふり返かえると、サイドホルスターの拳けん銃じゆうを軽く叩たたいた。連れん邦ぽう軍ぐんでフェルドレスのオペレーターに支給される自決用の小型拳けん銃じゆうではない。より大型の、かつての共和国軍制式の自動拳けん銃じゆう。

「もう黙ってるとか、そういう状じよう況きようじゃないだろ。──全軍叩たたき起おこしてくる」










　理り不ふ尽じんと突とつ然ぜんが軍隊の常とはいえ、気持ちよく眠っていた真夜中に叩たたき起おこされて、プロセッサー達は機き嫌げんが悪い。

　まして正規の命令ではない、戦隊長の独断専行だ。いくら本物の死神みたいに腕うでが立つとはいえ、警報もなければ広域レーダーにさえ警告も出ていないのでは流石さすがに腹も立つ。

「くそ、これで訓練でしたとか言ったら次の戦せん闘とうで誤射してやるぞあの鉄面死神が……」

「むしろその場で射殺してやる。流ながれ弾だまだ、流ながれ弾だま」

　可能な限り迅じん速そくに、と出しゆつ撃げき準備を命じられた〈ジャガーノート〉の格納庫は、整備クルー達の胴どう間ま声ごえとガントリークレーンの稼か働どう音おん、砲ほう弾だんやエナジーパックを運ぶ重機の走行音で慌あわただしく騒そう々ぞうしい。その騒そう音おんに紛まぎれたつもりで不平を零こぼすプロセッサー達に、通りかかったベルノルトが鼻を鳴らした。

「お前ら程度じゃ返かえり討うちにあうだけだ。戦隊長が配属されたばっかりの頃、ケンカ吹っかけて逆にぼこぼこにされたのは誰だれだったよ」

　まだシンがエイティシックスと知られていなかった頃だ。貴種の血の色いろ濃こい外見から、お貴族様風ふ情ぜいが、と甘く見てくってかかり、手ひどい返かえり討うちにあった隊員はかなり多い。

「軍ぐん曹そう。けどですよ、」

「それと、お前らは直属じゃなかったから実感ねえだろうけどな。こと屑くず鉄てつどもの動向については、レーダーよりも何よりも、戦隊長が一番正しいんだ」

　サイレンが鳴なり響ひびいた。

　怒ど号ごうも騒そう音おんも一いつ瞬しゆん竦すくんで沈ちん黙もくする。その間かん隙げきに不ふ吉きつな警報音が突つき刺ささる。

〈レギオン〉の襲しゆう来らいを告げる警報だ。

　啞あ然ぜんと見返すプロセッサー達に、ベルノルトは肩かたをすくめた。

「……ほらな？」







　第一防ぼう衛えい線せんの一角、堅けん牢ろうに築かれた塹ざん壕ごうとトーチカの中で、装そう甲こう歩兵達は固かた唾ずを吞のんで敵の出現を待ちうける。

　西部戦線が主戦場とする廃はい墟きよも森林も、運悪く存在しなかった戦域だ。それでも〈レギオン〉の猛もう攻こうに抗こうするべく防ぼう御ぎよ施し設せつは堅けん牢ろうを極きわめ、相そう互ごに援えん護ご射しや撃げきが可能なよう計算された配置。榴りゆう弾だんの破は壊かい的てきな爆ばく風ふうを減げん衰すいするために正確な直角で小刻みに折れ曲がる塹ざん壕ごうと、濃のう密みつに対戦車地じ雷らいの敷ふ設せつされた地じ雷らい原げん、陣じん地ち後方にずらりと並んだ八八ミリ対戦せん車しや砲ほう。

　幸いというか、警報の鳴動が早かったために近くに宿営していた機き甲こう部隊もおっとり刀で駆かけつけて来ていて、その存在の頼たのもしさが闇やみと死に怯おびえる人の本能をわずか和やわらげる。

「──隊長、」

　全身を装甲強化外骨格アーマードスケルトンに鎧よろった兵士の一人が指さす先。地平線の彼方に夜の闇やみを更さらに黒々と切きり抜ぬいて、無機質に獰どう猛もうな、どこか超現実的シュールレアリスティックな鉄色のシルエット。

　次の瞬しゆん間かん視界に長々と横たわる、果ての無い地平線の稜りよう線せん一帯が鉄色に染まった。

「なっ……!?」

　まるで津つ波なみの瞬しゆん間かんだ。波は濤とうが崩くずれ、破は壊かい的てきな波が押し寄せるように無数の影かげが稜りよう線せんを越え、夜よ闇やみの平原を鉄色に埋うめ尽つくしながら疾しつ走そうする。ひたひたと水の迫せまるように、炎が燎りよう原げんを舐なめるように、骨の擦すれるが如ごときささやかな駆く動どう音おんを潮しお騒さいと響ひびかせ、しかも地平線の向こうから現れる後続は先頭がどれほど進んでも尽つきぬ。その膨ぼう大だい。

　およそこの世ならざる光景だ。

　見み渡わたす限りを埋うめ尽つくす影かげ。鬨とき声ごえも無く無音のままに、不ふ吉きつな闇やみそのもののように広がり駆かける。

　あれが──全て。

「〈レギオン〉……」

　我が名は軍勢レギオン──数多あまたなれば。

　遠えん雷らいが鳴る。

　砲ほう弾だんが宙を裂さく金切り声が、天頂から鉄てつ槌ついの如ごとく落下する。

　口火を切る長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの砲ほう撃げきだと、咄とつ嗟さに思えぬ者も大勢いたろう。それほどに非現実的な──古い聖典の黙示録にある裁きの日のような、いっそ宗教的な光景だった。

　第一射が、連れん邦ぽうの防ぼう御ぎよ陣じん地ちを大きく外して後方に着ちやく弾だん。

　ついで今度は前方、ぐっと近づいた距きよ離りに第だい二に撃げき。

　誤射ではない。数十キロの向こう、地平線に隠かくれて目標の見えない遠方に砲ほう撃げきを叩たたきこむのが砲ほう兵へいの戦せん闘とうだ。最初の数すう撃げきは照準修正のための試射、それが済めば次は当然──。

「効力射が来るぞぉぉぉぉぉおおおおお！」

　轟ごう音おん。

　斉せい射しやされた無数の榴りゆう弾だんが、銀色に染まる夜空を真っ黒に塗ぬり潰つぶし、そして塹ざん壕ごうに降り注いで炸さく裂れつした。

　一五五ミリ榴りゆう弾だんの強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はが駆かけ抜ぬけ、一いつ瞬しゆん遅れて高速の砲ほう弾だん片へんが質しつ量りよう弾だんと化して塹ざん壕ごうと装そう甲こう歩兵を諸共に引ひき裂さく。

　更さらに着ちやく弾だん。着ちやく弾だん。着ちやく弾だん。半径四五メートル圏けん内ないの人間の半分を殺傷する破は壊かいの豪ごう雨うが、何十発、何百発と降り注ぐ。豪ごう雨うのような砲ほう撃げきが怒ど号ごうも悲鳴も消し飛ばし、なおも延々と降りしきる。

　釘くぎづけにされた装そう甲こう歩兵達の防ぼう御ぎよ陣じん地ちに、鉄てつ色いろの激流が迫せまる。

　整然と砲ほう口こうを並べ、巨大な楔型機甲陣パンツァーカイルを組んで疾しつ走そうする、それは重戦車型ディノザウリアの大軍勢だ。

　間かん断だんなく降り注ぐ長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの猛もう砲ほう撃げきの下を、けれど恐きよう怖ふを知らない〈レギオン〉は友軍の砲ほう火かを浴びながら驀ばく進しんする。堅けん牢ろうな装そう甲こうに物を言わせて突とつ進しんし、一〇〇トンを超すその超重量で防ぼう御ぎよ陣じん地ちの生なま半なかな障害物を踏ふみ潰つぶしながら。

　その先頭に配された斥候型アーマイゼの一団を見て取り、意図に気づいて装そう甲こう歩兵達は戦せん慄りつする。

　地じ雷らい原げん啓けい開かいのための猛もう砲ほう撃げきが〈レギオン〉突とつ撃げき部隊の前方に集中。地じ雷らいもろとも抉えぐり飛とばされ焼けた荒こう野やに斥候型アーマイゼが踏ふみ込こむ。

　処理しきれなかった対戦車地じ雷らいが作動。数機が爆ばく散さん。

　その残ざん骸がいをも踏ふみ潰つぶして重戦車型ディノザウリアが前進する。戦略的価値の高い重戦車型ディノザウリアを守るため、価値の低い斥候型アーマイゼがその身を以もつて地じ雷らい原げんを啓けい開かいする、およそまともな人間には決して真ま似ねのできない、戦せん闘とう機械の狂きよう気きの自己犠ぎ牲せい。

　無傷で地じ雷らい原げんを踏ふみ越こえた鋼はがねの巨きよ獣じゆうが、辛かろうじて猛もう砲ほう撃げきを生き残った装そう甲こう歩兵の塹ざん壕ごうに到とう達たつする。

「くそッ、死守、死守だ!!　死んでも退くんじゃねえぞ野や郎ろうどもぉぉぉおおおおおッ!!」







　サイレンを聞いて飛び起きたのは兵卒や下士官、下級士官だけでなく指揮を司つかさどる佐官・将官クラスも同様で、最低限軍服に着替えた程度の身み繕づくろいで誰だれもが自分の持ち場に飛び込む。

　広域レーダーが電磁妨害ジャミングに塗ぬり潰つぶされる中、〈レギオン〉の接近を検知したのは設定範はん囲い外がいの異様な遠方にまで出向いていた無人索さく敵てき機きだったが、何な故ぜそんなところになどと考えて時間を無む駄だにする者は連れん邦ぽう軍ぐんの将官にはいない。敵機検知から時を置かず破は壊かいされた索さく敵てき機きの代わりに残りの機を向かわせ、送信された兵数と編成から全体の総数と編成を算出。

　その膨ぼう大だいに、誰だれもが青あお褪ざめた。

「そんな……西部戦線全域が、大規模攻こう撃げきを受けているというの……!?」

　第一〇二八試験部隊、管制室。そのメインスクリーンに表示される〈レギオン〉の予測分布を見上げ、グレーテは呻うめく。

　表示された第一七七師団の戦域図、その上位たる第八軍団、さらには西部戦線全域の戦域地図の第一防衛線が真っ赤に染まっている。敵性ユニットの赤い色しき彩さいは気の遠くなるような縦じゆう深しんで、対たい峙じする青色──第一防衛線配備の友軍ユニットの数は頼たよりなく少ない。

　大規模攻こう撃げきは予測していた。いずれ来ると備えていた。けれどその規模と兵数が──予想していたよりも遥はるかに大きい。現状の第一防衛線の戦力では、どう死力を尽つくしても手に余る。

　無論、後方拘こう置ちの機動防ぼう御ぎよ部隊も出しゆつ撃げき準備を始めているだろうが、その準備の時間も稼かせげるかどうか。扱あつかうあらゆるものの重量が重く、何をするにも専用の機械が必要になるのが機き甲こう部隊の大きな欠点だ。

　そして最前線が保たなければ、後方で緊きん急きゆう展開の準備を始めているはずの即そく応おう予備も間に合わなくなる。西部戦線が崩ほう壊かいする……！

　部隊指揮官用のヘッドセットから、師団司令部と上級の軍団司令部の交信の声が聞こえる。ロア＝グレキア連合王国、ヴァルト盟約同盟も同様の大規模攻こう撃げきを受けている。全力で対応にあたっているが、対処しきれるかは不ふ透とう明めいだと。

　人類は、まさか。今日で終しゆう焉えんを迎むかえるのだろうか──。

　格納庫から通信が入った。

『中佐』

「ノウゼン少しよう尉い。──状じよう況きようは？　いつ出られる？」

『いつでも。ノルトリヒト戦隊は出しゆつ撃げき準備を完了しています』

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとグレーテは『ＳＯＵＮＤ　ＯＮＬＹ』のホロスクリーンを見返した。管制要員も啞あ然ぜんとしている。

　シンの声こわ音ねだけ、普ふ段だん通りの平へい淡たんさだ。

『ご命令はありませんでしたが。𠮟しつ責せきは後でお受けします』

　𠮟しつ責せきどころか懲ちよう罰ばつものの独断専行だったが、懲ちよう罰ばつを受けることはないと確信しているような、あるいはそうなろうと構わないと思っているような、至し極ごく平然とした口調だった。

　グレーテの紅こう唇しんが吊つり上あがる。色を失ってもそれを部下に悟さとられないよう、どんな時でも口くち紅べにだけは欠かさない唇くちびる。

　どうやらまだ、その必要はなかったらしい。

「石頭のクソジジイどもがグダグダ吐ぬかしても絶対に庇かばってあげるわ、少しよう尉い。……他の部隊も準備が完了次第出しゆつ撃げきさせる。それまで、何としても前線を維い持じして頂ちよう戴だい」

『了解』







　その成立当初から軍事国家であった旧ギアーデ帝てい国こくでは、多くの都市は戦時に敵の侵しん攻こうを阻はばむ要よう塞さいとして機能するよう設計されている。

　決して都市中心部にまっすぐに到とう達たつしない、一定以上の広さを持たない街路。あえて都市を分断する形で残された河か川せん。不規則に残る古代の石積みの街がい壁へきに、ごちゃごちゃと入り組むように建てられた石造りの家々。

　とはいえそれも、所しよ詮せんは同じ人間相手の戦せん闘とうを想定しての対策だ。

「退たい避ひしろ、早く！　戦車部隊が来るぞ！」

　複雑に折れ曲がる石いし畳だたみの道を、壊かい乱らんする装そう甲こう歩兵の一団が駆かけ抜ぬける。

　殿しんがりの兵士が今しも曲がり切った角の向こうで、骨の擦すれるようなささやかな駆く動どう音おん。直後に間の建物などまるで無視した一二〇ミリ砲ほうの砲ほう撃げき。

　厚さ六〇〇ミリの圧延鋼板をもぶち抜ぬく戦せん車しや砲ほうの前に、石いし壁かべなど全く無力だ。罅ひびの入った硝子ガラスのように打うち砕くだかれ、砲ほう弾だんの直ちよく撃げきに殿しんがりの兵士が粉ふん砕さい、飛散する石いし壁かべの破は片へんに周りの兵士達が装そう甲こうもろともずたずたに引ひき裂さかれる。

「隊長ぉぉおおおっ！」

「よせ戻もどるな！　あれじゃ誰だれも助からん！」

　崩くずれた石いし壁かべの向こうから陽炎かげろう立つ砲ほう身しんが現れ、戦車型レーヴェの鉄てつ色いろの巨きよ軀くが悠ゆう然ぜんと角を曲がる。街路を埋うめる瓦が礫れきの山など、その多た脚きやくはものともしない。

　逃にげる間などもうない。立ちすくみ、せめてもと自らを屠ほふる相手を睨にらみつける装そう甲こう歩兵達に、戦せん車しや砲ほうの砲ほう口こうがゆっくりと向けられ──。

　鋭するどく重い金属が硬かたい石いし畳だたみを駆かけ抜ぬけ、踏ふみ割わって跳とぶ破は砕さい音おんと、重い風切り音。

　装そう甲こう歩兵達の頭上を純白の影かげが飛び越える。

　街路左側のアパルトメントの壁へき面めんに着地、三さん角かく跳とびの要領で方向転てん換かんしつつの再さい跳ちよう躍やく。ありえない機動に探知が遅れたか、今いま更さら馬が棹さお立だちになるような機動で砲ほう口こうを撥はね上あげようとした戦車型レーヴェの、砲ほう塔とう上面に砲ほう撃げきを叩たたきこむ。

　貫かん徹てつ。内部で炸さく裂れつ。自身の砲ほう弾だんに誘ゆう爆ばくした戦車型レーヴェが、装そう甲こうモジュールを脱だつ落らくさせて火を噴ふく。

　空間を走った衝しよう撃げき波はと爆ばく炎えんは、眼前に着地した白いフェルドレスの装そう甲こうが遮さえぎって歩兵達には届かない。

　その純白の装そう甲こう。首を無くした白骨死体のような四脚きやくのシルエット。キャノピの下に小さく描えがかれた、シャベルを担かついだ首の無い骸がい骨こつのパーソナルマーク。

「レギン……レイヴ……」

〈レギンレイヴ〉の紅あかい光学センサがこちらを見た。

『他に残っている隊は？』

　いつのまにか背後に、街路左右のアパルトメントの平たい屋根の上に、白い機き影えいが佇たたずんでいるのに歩兵部隊の副長は気づく。

　建物の向こうでもがしゃがしゃとやかましい足音と駆く動どう音おんがして、それは強力なショックアブソーバーを搭とう載さいした〈レギオン〉ではありえない。〈ヴァナルガンド〉のそれよりも軽いから、今、周辺に展開しているのは目の前のこの〈レギンレイヴ〉と同じ。

　光学センサの紅あかい視線が向いたままだ。ようやく自分が問われていると気づいて、副長は慌あわてて答える。

　作戦域に生き残りがいるか否いなかで、取れる戦術は変わってくる。力及ばず敗走したならせめて、その程度の情報だけでも援えん護ごに来た仲間に渡わたさなければ。

「もういない、我々が最後だ！　他の隊は、……みな、屑くず鉄てつどもにやられた」

『そうですか』

　案じるでも悼いたむでもない、ごく平へい淡たんな、突つき放はなした響ひびきの声だった。

　噂うわさに聞く〝死神〟のパーソナルマークは、首の無い骸がい骨こつ。

　では──こいつがあの、エイティシックスの。

『後退して態勢を整えてください。それまではおれ達が支えます』







「──さあ、じゃあ始めるわね」

　試験配備が開始されて間もないＸＭ２〈レギンレイヴ〉──〈ジャガーノート〉は、連れん邦ぽうのフェルドレス開発史上前例のない高機動型という特性に最も有用な兵装と戦術を探るため、主しゆ砲ほう・格かく闘とうアームともに複数の選せん択たく兵装が用意されている。

　アンジュが駆かる〈スノウウィッチ〉は、基本的な主兵装である八八ミリ滑かつ腔こう砲ほうを廃はいし、代わりに多連装ミサイルポッドを搭とう載さいした面制圧戦仕様機だ。

　戦せん闘とう開始前に〈レギオン〉の展開状じよう況きようはシンから聞いている。時間が経過して随ずい分ぶん移動しているだろうが、どう動いたかは想像がつく。

　敵集団の位置の予測と、その集団に一いち撃げきで最大効率の破は壊かいをもたらす一点の看破。

　それが四年にも亘わたる〈レギオン〉との死し闘とうで彼女を生き残らせ、自らも練れん磨ましたアンジュの武器だ。

　支し援えんコンピュータに座標を入力し、トリガ。全ぜん弾だん発射したミサイルが煙けむりの尾を引き、迎げい撃げきを防ぐためのばらばらの軌き道どうを描えがいてそれぞれの目標に突とつ進しんする。

　設定座標に到とう達たつ。外がい殻かくの信管が破は裂れつして内部の子爆弾クラスターが飛散。上空からの榴りゆう弾だんの驟しゆう雨うを喰くらった〈レギオン〉部隊が慌あわてたように散開する。

　声こわ音ねは柔やわらかく、唇くちびるには微笑ほほえみ。

　だからコクピットの中でだけ彼女が浮うかべる、柔やわらかな微び笑しようの残ざん忍にんを、知る者はいない。







「出てきたわ。うじゃうじゃうじゃうじゃ、巣を壊こわされた蟻ありみたいに」

　精密照準用のゴーグル型ヘッドマウントディスプレイに、建物や瓦が礫れきの陰かげに潜ひそんで駆かける〈レギオン〉の機き影えいが映る。ミサイルがばら撒まく子爆弾クラスターを警けい戒かいした、散開気味の隊たい伍ご。

　由ゆい緒しよありげな古い教会の鐘しよう楼ろうに潜ひそんだ〈ガンスリンガー〉の中、クレナはその一機に照準を合わせる。

　狙そ撃げき仕様の〈ガンスリンガー〉は弾だん道どう安定性と初速に優すぐれた長ちよう砲ほう身しんの八八ミリ砲ほうを装備し、火器管制系と姿勢制せい御ぎよ系けいも専用のそれに換かん装そうしている。それらは高速で機動する〈レギオン〉に対しても予測射しや撃げきで命中させるクレナの技量と相まって、研究班が驚きよう嘆たんするほどの命中率を叩たたきだす。

　専用のヘッドマウントディスプレイに映る、風速や気温等の各種データと十字のレティクル。

　知覚同調パラレイドを通じて耳の奥おくに響ひびく亡ぼう霊れいの声に、わずかに目を細めた。

　嘆なげきの声も断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようも、恐おそろしくはない。シンのように哀あわれだと思うことも、それが仲間の〈黒羊〉でなければありえない。

〈レギオン〉はただ、彼女の大切な仲間達を──最前線で奴やつらと渡わたりあうシンを脅おびやかす、危険な敵だ。

　敵は。

　排はい除じよすべきだ。

　無意識に呼吸が止まる。金色の双そう眸ぼうが酷こく薄はくに凪なぐ。

　自然に、無造作にトリガが引かれ、遥はるか彼方で装そう甲こうを射い抜ぬかれた戦車型レーヴェが頽くずおれる。

「指揮官機から叩たたく。適当なところで移動するから、援えん護ごお願い」







「了解だクレナ、雑ざ魚こは任せろ！」

　ライデンの〈ヴェアヴォルフ〉は格かく闘とうアームの重じゆう機き関かん銃じゆうに加え、ガンマウントアームの主しゆ砲ほうも機き関かん砲ほうに換かん装そうしている。火力拘こう束そく──弾だん幕まくを張って敵を足止めし、僚りよう機きの前進を支し援えんする役割のためだ。

　前衛、それも近接戦せん闘とうに特化したシンと三年以上も組み続け、必然的にその援えん護ごに回ることが多かったがための戦術と兵装の選せん択たく。

　同時に部隊全員の援えん護ごを担当するその役割は、部隊全員の状じよう況きように目を配っているということでもあって、面めん倒どう見みのいいライデンにはうってつけの役目だ。ライデン自身は絶対に認めないが。

　重じゆう機き関かん銃じゆう二に挺ちようと機き関かん砲ほう一門は、それぞれが別々の目標をロックして射しや撃げき可能だ。二に挺ちようの重じゆう機き関かん銃じゆうの濃のう密みつな弾だん幕まくに前進しかけた斥候型アーマイゼと近接猟兵型グラウヴォルフが頽くずおれ、振ふり向むけた機き関かん砲ほうの弾だん雨うに戦車型レーヴェの二機分隊が立ち往生する。〈ヴェアヴォルフ〉の左右を二機の〈ジャガーノート〉が駆かけ抜ぬけ、〈アンダーテイカー〉が戦車型レーヴェの一機をすれ違ちがいざまに斬きり捨すて、高こう架かの上に跳とび上あがった〈ラフィングフォックス〉が二機目に砲ほう撃げきをぶちかます。

　そのまま〈アンダーテイカー〉は街路の向こうへ駆かけ抜ぬけていき、〈ラフィングフォックス〉は建物屋上にワイヤーを打ち込んで登とう攀はん、一つ隣となりの街路へ向かった。

　シンの支し援えんにはクレナが入れる。アンジュは後こう陣じんに下がってミサイルランチャーの換かん装そう中ちゆうだ。

　即そく座ざに戦せん況きようの判断を下し、〈ラフィングフォックス〉の援えん護ごに向かうべく、ライデンは〈ヴェアヴォルフ〉を回かい頭とうさせる。







〈ラフィングフォックス〉──セオの〈ジャガーノート〉の兵装構成は、現状の標準として準備されたそのままの至ってスタンダードなものだ。背部の八八ミリ滑かつ腔こう砲ほう、格かく闘とうアームの重じゆう機き関かん銃じゆう。四基のパイルドライバと二門のワイヤーアンカー。

　ただし得意とする戦法は、全く以もつてスタンダードではない。

「よいしょ、っと」

　戦車型レーヴェの砲ほう撃げきを避さけ、乗り捨てられた乗用車を足場に跳ちよう躍やく、空中でアンカーをビル壁へき面めんに撃うち込こんで更さらに上じよう昇しよう。追って壁へき面めんを駆かけ上のぼる近接猟兵型グラウヴォルフをあざ笑うかのように道の逆側のビルにアンカーを放ち、最初のアンカーを解放。巻き上げたワイヤーに引かれる形で宙を駆かける。

　戦車型レーヴェの上方に占せん位い。同時にトリガ。

　もっとも装そう甲こうの薄うすい後部上面装そう甲こうを正確に撃うち貫ぬかれた戦車型レーヴェが爆ばく散さんする。

　ワイヤーアンカーを多用しての三次元機動。

　五七ミリという貧ひん弱じやくな主しゆ砲ほうと、放ほう棄きされた国土を戦場にして市街戦の多かった共和国の特性。仰ぎよう角かくがとれず上面装そう甲こうが薄うすい、上からの攻こう撃げきが唯ゆい一いつ最大の弱点である戦車型レーヴェや重戦車型ディノザウリアとの戦せん闘とう。それらの条件から導き出し、その上で空間認にん識しきに優すぐれたセオだからこそ従ってこられた彼にとっての最適解。

　シンのように〈レギオン〉との近接白はく兵へい戦せんを演じて、生き残れるような格かく闘とうセンスは、自分にはないから。

　ロックオンアラート。

　移動前のビル屋上に辿たどり着ついた近接猟兵型グラウヴォルフがロケットランチャーをこちらに向ける、それを目の端はしに再びアンカーを射出。数すう棟とう離はなれた別の建物に食い込ませたアンカーを支えに壁へき面めんを駆かけ抜ぬけ、背後で爆ばく発はつの轟ごう音おんが響ひびくと同時に反転、近接猟兵型グラウヴォルフに機き銃じゆう掃そう射しやを喰くらわせて黙だまらせる。

　その一いつ瞬しゆん、街並みの向こうに垣かい間ま見みえた光景に、口の端はを下げた。

　ノルトリヒト戦隊の戦せん闘とうの、最前列。〈レギオン〉どもの隊列深部に斬きり込こんで、文字通り四方からの砲ほう撃げきをかいくぐりながら撃げき破はを重ねる〈ジャガーノート〉の白い残ざん影えい。

　死神に好かれているというか、むしろやっぱり彼自身が死神なんじゃなかろうかというか。

「ほんと、……なんでシンってあんな無茶して死なないんだろうね」







　前線で戦せん闘とう要員達が死し闘とうを繰くり広ひろげている時、後方要員もまた、彼らの戦争を戦っている。

『──砲ほう弾だんとエナジーパックはありったけだ！　準備できたトラックから出発しろ！』

『軍ぐん曹そう、予備機の準備できました！』

『要よう請せいあり次第出せるようにしとけ！　──いいか、ファイドに取りに来させんじゃねえぞ！　あいつは隊長どもの支し援えんに集中させるんだ！　ピザの配達はあたしらの仕事だからな！』

　強大を極きわめた〈レギオン〉を相手に、砲ほう弾だん切ぎれやエナジー切れを気にしながら戦っていたら戦せん闘とう要員は負けて死ぬ。消しよう耗もう物資の円えん滑かつな補ほ充じゆうこそが今戦っている仲間にできる最大の援えん護ごだと、知っているから後方の彼らも必死になる。

　騒そう音おんの中ならこちらの方が確実だからと知覚同調パラレイドを介かいして格納庫で交わされるやり取りを、レイドデバイスをつけて隊舎の自室で聞きながら、フレデリカは今すぐ駆かけ出だしていきたい気持ちを必死に押さえつける。

　何でもいい、手伝えることがあるはずだと感情が喚わめく。けれどそれこそが自己満足だと、わかっているから喚わめき散ちらす心を必死に理性で押さえつけている。

　格納庫では、重い砲ほう弾だんとエナジーパックを運ぶため、専用の重機が駆かけ回まわっている。

　管制室では、フレデリカには及びもつかぬ専門の知識を以もつて、グレーテと管制要員が声を嗄からしている。

　非力で無力な子供の自分に、この状じよう況きよう下かで出来ることなど何一つない。

　重装輸送車で管制の真ま似ね事ごとをしていたのさえ、シンやライデン達が甘えさせてくれていただけだったのだと、今いま更さらのように思い知る。

　せめてもと〝目〟を開き、彼女の騎き士しを戦場に探した。

　最前線で〈レギオン〉と戦っているシンには、キリヤ一人を気にしている余よ裕ゆうはおそらくない。位置がわかれば、行動がわかれば、あるいは警告を発してやるくらいはできるかもしれないから……。

〝目〟に映った彼女の騎士の姿に、その立つ戦場に、凍こおりついた。

　レイドデバイスを探さぐり、接続対象の設定を切きり替かえる。半ば呆ぼう然ぜんとしたまま、急きこむようにその名を呼ぶ。

「シンエイ、」

　答えはない。

　知覚同調パラレイドは繫つながっている。

　シンと同調すると常に聞こえる、亡ぼう霊れい達のさざめきが耳の奥おくに響ひびく。その向こうで、この狂きよう乱らんの戦場でなおも冷れい徹てつな、シンの目標指示の声が聞こえてくる。

　同じエイティシックスの仲間達に、ノルトリヒト戦隊のプロセッサー達に、時に無線と外部スピーカーを通じて他隊の兵士にさえも。おそらくは自らも敵てき陣じんのただ中で数多あまたの敵機と斬きり結むすびながら。

「シンエイ、……キリがおらぬ」

　答えはない。

　聞こえていないのだと、なぜか考えたくはなくて繰くり返かえす。

「この戦場にキリがおらぬ」

　答えはない。

　かっと頭に血が昇のぼった。

　怒いかりにではなく、……得体の知れない恐おそれのために。

「聞いておるのかシンエイ！　今、キリがいるのは……！」

　その時目に映る対象が切きり替かわった。

　繰くり返かえし呼んだ、強く意識したその相手に。

　夜よ闇やみの廃はい墟きよの市街を疾しつ走そうする、四脚きやくの蜘く蛛も。

　白いはずの機体だったが、もはや純白ではなかった。硝しよう煙えんと、戦せん塵じんと、斬きり捨すてた〈レギオン〉の流体マイクロマシンの返り血で鉄灰色と銀色に汚よごれて、総身は斑まだらに染まっていた。

　かつて見た光景がフラッシュバックする。

　踏ふみ潰つぶした兵士の血に塗まみれて斑まだらに赤いフェルドレスと、その傍かたわらで晴れやかに笑うひと。

　そのくせ黒い瞳ひとみは凍こおりついて動かない。

　姫ひめ様。

　そう言いながら──彼女のことさえ、その瞳ひとみはもう見てはいない。

　同じ色しき彩さいの紅あかい双そう眸ぼうが、白い装そう甲こうの向こうに見えてしまった。

　稼か働どうを止めたブレードを力任せに敵機に叩たたきつけ、半ばで折れ飛ぶのも気にせず次の敵機に向かう。至近距きよ離りで炸さく裂れつした近接信管の砲ほう撃げきに砲ほう弾だん片へんがコクピットに飛びこみ、サブスクリーンの一枚を叩たたき割わるのに視線も揺ゆらさぬ。ただ目の前の敵機だけに意識の全てを向けている、鋭えい利りに凍こおりついた紅あかい瞳ひとみ。

　へた、と足の力が抜ぬけて座り込んだ。

　どうしてこんなにも重ねてしまうのか、ようやくわかった。

　似ているから、ではない。同じだから。どうしようもなく似通った二人は、おそらくその根本さえも。

　ばかものめ、と声にならない言葉が零こぼれ落おちた。

　馬ば鹿か者め、シンエイ。そなたまだわかっておらぬのか。

　もうやめよ。

「そなたはそのまま、戦ってはならぬ……！」
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　銀の薄うす雲ぐもの向こう、西の空に三日月は傾かたむき、深しん更こうの廃はい墟きよは灰銀にくすむ。

　突とつ然ぜんすぐ近くで多た脚きやくの重い足音が止まって、周囲の〈レギオン〉の声から分布状じよう況きようを確認していたシンはわずかに息を吞のんで振ふりむく。〈ジャガーノート〉搭とう載さいのレーダーは欺ぎ瞞まんされ、役に立たない敵味方識別ＩＦＦはとうに切ってしまった阻電攪乱型アインタークスフリーゲの鎖とざす空の下。

『──おっと、撃うつなよノルトリヒトの！　友軍だ！』

　視線の先、佇たたずんでいたのは第一七七師団、第六七機き甲こう戦隊の中隊章の〈ヴァナルガンド〉だ。視線追従式に設定していてきろりと向いた紅あかい光学センサの先、五〇トン超の重量にも関わらずどこか軽い足取りで歩み寄る。

　戦せん闘とう機動で足回りに負ふ荷かがかかっていない。……警報で飛び起き、出しゆつ撃げき準備に入った機き甲こう部隊がようやく戦場に出始めたようだ。

『首のない骸がい骨こつのパーソナルマーク。お前が戦隊長だな？』

「ノルトリヒト戦隊戦隊長、シンエイ・ノウゼン少しよう尉いです。……状じよう況きようは？」

〈ヴァナルガンド〉の車長はどうやら笑ったようだ。

『第六七戦隊戦隊長、サムエル・ルツ大尉だ。攻こう勢せいを仕し掛かけた〈レギオン〉の第一陣じんは、どうやら撃げき退たいに成功した。他の戦区も同じだ。緊きん急きゆう出しゆつ撃げき組ぐみのお前達が戦線を支えた結果だ。よくやってくれたな』

　訊ききたかったのは味方の状じよう況きようで、〈レギオン〉先せん遣けん隊たいが全戦線で後退し始めたのは認にん識しきしているが、言っても詮せん無ないことなのでそれは流す。それよりも、ここまでの戦せん闘とうで上がった息を少しでも静めたかった。

『残っていた他の隊も全て出しゆつ撃げきしている。……もう大だい丈じよう夫ぶだ。下がって補給を受けるといい。その後は司令部の指示に従え。ここから先は──我々連れん邦ぽうが引き受ける』

　お前達エイティシックスは、無理せずもう退がっていろ、と。

　まだ少し荒あらい息を飲みこみ、吐き出すとともに言った。

「お言葉ですが、大尉」

　傍かたわらに控ひかえるファイドの補ほ充じゆう物資の残量を確認し、周辺に分散した各〈ジャガーノート〉の機体ステータスを多目的ウィンドウに呼び出した。……万全ではないが、不足でもない。各機とも戦せん闘とう続行は充じゆう分ぶん可能だ。

「先の〈レギオン〉部隊は先せん遣けん隊たい、次の第二陣じんが本隊です。……今退がれば、この戦区が陥かん落らくする」

　ふっと〈ヴァナルガンド〉の車長の声から笑みの気配が消える。

『……なんだと？』

「ここの防衛はお任せします。こちらは本隊の迎げい撃げきに出る。進軍の先頭を叩たたけば、少しは勢いを削そげるでしょうから」

『待て少尉！　それは──』

「交信終了。──戦隊各位」

　一方的に無線を切り、知覚同調パラレイドで呼びかけた。立たち尽つくす〈ヴァナルガンド〉を後目しりめに〈アンダーテイカー〉を回かい頭とうさせる。

　先せん遣けん隊たいに露つゆを払はらわせ、動き出した〈レギオン〉本隊──遠いここからでも耳を聾ろうする嵐あらしのように嘆なげきの声の群を吹ふき荒すさばせる大軍に向けて。

　回答は一いつ斉せいに応と返る。弾はずむ息を押さえ、淡たん々たんと、時に獰どう猛もうな薄うす笑えみの気配を伴ともなって。

「聞いていたな。──死にたくなければついて来い」
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〈レギオン〉の本隊が襲しゆう来らいし、前後して前線に到とう着ちやくした連れん邦ぽう軍ぐん機き甲こう部隊が強固な防衛線を構築して、膨ぼう大だいな群の津つ波なみと堅けん固ごな機き甲こうの壁かべがぶつかり合った戦せん況きようはそのまま、一進一退の膠こう着ちやく状態に陥おちいる。

　夜が明けたことに、銃じゆうを握にぎる手が肉眼でも見えるようになって誰だれかが気づいた。

　その光は赤かった。

　塹ざん壕ごうの中で、崩くずれた建物をバリケードにした陰かげで、狭せま苦くるしいフェルドレスのコクピットの中で、銃火じゆうかの合間、兵士達は天を仰あおぐ。

　空は、真しん紅くに染まっていた。

　全天を埋うめ尽つくす阻電攪乱型アインタークスフリーゲの翅はねに朝焼けの光が乱反射し屈くつ折せつして、明けたはずの空は血の色をした赤い闇やみに、燃え上がるように鎖とざされていた。

　赤い空の下、戦せん闘とうはまだ続いている。

　影かげ絵えのように黒々と、廃はい墟きよの、塹ざん壕ごうの、擱かく座ざした残ざん骸がいの、死体の山の輪りん郭かくが赤い光を切きり抜ぬいて、そのただなかで、なおも機械の魔ま物ものと人間の死し闘とうはやむことなく続いている。炎と血を吐き散らし、頽くずおれて動かぬ影かげと化して、赤と黒に染まる世界を更さらなる赤と黒で塗ぬり潰つぶして。

　それは、地じ獄ごくのような光景だった。







　赤と黒の地じ獄ごくの中、白い悪夢を見た者がいた。

　それは鮮せん烈れつな幻げん視しのように閃ひらめく、疾しつ走そうする白い悪夢。

　戦せん塵じんと細かい擦さつ過か傷しように汚よごれてなおも白い、戦いくさ乙おと女めの名を冠かんした首の無い骸がい骨こつだ。

　そこが陥かん落らくすれば周辺の防衛線全てが雪崩なだれを打つ、そういう重要拠きよ点てんでそいつらは戦っていた。押し寄せる〈レギオン〉の大群を向こうに回して一歩も退かず、狂くるった獣けものが嚙かみ合あうような乱戦と、相反する精確に敵機の位置を特定した砲ほう撃げきでその大群を屠ほふりながら。

　他部隊からの救きゆう援えん要よう請せいは、あるいはもういいから退がれと案じる声は、全て、そいつらからは捨て置かれた。尽つきることのない〈レギオン〉の軍勢を相手にしながら救きゆう援えんに兵力を割く余よ裕ゆうはいかな彼らにもなく、自分達が磨すり潰つぶされても退けないことを彼らは承知していた。また、かつて祖国の地じ雷らい原げんによって退路を断たたれた戦場で戦い続けた彼らに、退たい却きやくという思考はそもそもなかった。

　撃げき破はされた〈レギオン〉の残ざん骸がいが折り重なって連なり、それを足あし掛がかりや遮しや蔽へいにして彼らは戦い続けた。

　けれど戦っていれば弾だん薬やくは尽つきる。エナジーパックも枯こ渇かつする。まして機動性能を追求して軽量化を突つき詰つめた〈レギンレイヴ〉は携けい行こう可能な弾だん数すうが少ない。後方の基地から輸送されてもなお足りぬそれらを、〈レギンレイヴ〉は撃げき破はされた僚りよう機きの残ざん骸がいから剝はぎ取とって補ほ充じゆうした。従う機械仕じ掛かけの〈死肉漁りスカベンジャー〉に仲間の死し骸がいを漁あさらせ、引きずり出したその内ない腑ふを拠きよ点てんの周辺に積み上げながら。

　帝てい国こく黎れい明めい期きの遥はるか昔から代々国境の戦闘属領ヴォルフスラントに生き、戦場こそが故郷となった旧戦闘属領兵ヴァルグス達は、その戦いぶりに感かん嘆たんした。

　頼たのもしい戦友がまた増えたと、死し闘とうの合間に口の端はを緩ゆるめさえした。

　けれど多くの連れん邦ぽう軍ぐんの将兵は、そうはいかなかった。

　戦場で、その得た光学情報をデータリンクで受領した指揮車や発令所で。装そう甲こう歩兵の兵卒が、オペレーターの士官が、指揮官の上級士官達が一様に、茫ぼう然ぜんと呻うめく。

「エイティシックス……あれが……！」

　それは祖国であるはずの共和国から人型の豚ぶたと扱あつかわれ、共和国によって戦場に棄すてられた、まだ少年の同どう胞ほう達。

　憐あわれな子供達だと、思っていた。

　人権を剝はく奪だつされ、自由を奪うばわれ、家族も故郷も名前さえも奪うばわれて。まだ背も伸のびきらぬうちから戦場に送り込まれ、必死で戦たたかい抜ぬいたその挙句に無意味な戦死を命じられて。だからせめて連れん邦ぽうでは幸せに暮らさせてやりたいと、誰だれもがそう思っていた。

　その祈いのりを、けれど、彼らは彼ら自身で切り捨てた。

　自ら戦場に舞まい戻もどり、こうして最も危険な戦場に進んで身を晒さらす。戦う理由など何一つない。守るべき祖国も家族も、理念さえも彼らにはないというのに。実際奴らは何も守らない。助けを求める友軍の声はそのまま聞き捨て、僚りよう機きの死し骸がいを食くい荒あらして戦せん闘とうを継けい続ぞくする。ただ戦せん闘とうを──意味も理由もない果て無き戦せん闘とうだけを、希求してでもいるかのように。

　彼らは、迫はく害がいに傷つき何もかもを奪うばわれた、無む垢くな憐あわれな子供などではない。

　あそこにいるのは化物だ。

　戦場の酷こく薄はくと共和国の悪意によって作り上げられた、人の姿の殺さつ戮りく機械。与えられた慈じ悲ひも救済も理解し得ない戦場の悪あく魔ま。人として生まれながらそうも捻ねじ曲まげられてしまったのは彼らの罪ではないのだけれど、そうも歪ゆがんでしまった心に、──救う術などもうありはしない。

「化物め……」

　当のエイティシックス達が聞いているかもしれない無線に零こぼれた、その呟つぶやきを咎とがめる者は、最も早はや誰だれもいなかった。
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　即そく応おう予備部隊の大型輸送機の一団がＦＯＢ一五周辺に着陸し、慌あわただしく降りた機き甲こう部隊と機械化歩兵部隊が前線へと向かったのがしばらく前だ。

　青い友軍ユニットのブリップが大おお幅はばに増えた、赤と青の光点が明めい滅めつしながらモザイクのように混じり合うメインスクリーンを睨にらみつけていたグレーテは、ふと、それまでは無かった赤いブリップの動きに気がつく。

　混じりあっていた赤と青が、分ぶん離りする。砂時計の砂が落ちるように、赤い色しき彩さいがスクリーン西側、彼らの支配する領域の方へと零こぼれ落おちていく。

「──〈レギオン〉が……」







　時間の感覚は、とうの昔に麻ま痺ひしていた。

　光学スクリーンに映る機外はいつまでも赤く、倒たおした敵の数も残りの敵の数も覚えていない。襲しゆう撃げきと襲しゆう撃げきのわずかな合間に戦せん闘とう糧りよう食しよくの固形食しよく糧りようを齧かじり、ごく短い間目を閉じるだけの休息を取る。作戦も策略も何もなく、群がる〈レギオン〉を片かた端はしから叩たたいていく戦せん闘とうとも言えぬような原始の死し闘とう。

　敵味方の識別は辛かろうじてついていたが、それもこれ以上長引いていたらどうなっていたか。

　雨が降っている、と気がついて、ふと、シンは目を上げる。

〈ジャガーノート〉の聴ちよう音おんセンサが捉とらえるホワイトノイズと装そう甲こうを叩たたく微かすかな雨音。戦場の喧けん騒そうの中ではあまりに幽かそけき、静せい寂じやくの音。

　その音が聞こえる理由に、疲労に鈍にぶい思考が随ずい分ぶん経って思い至る。

〈レギオン〉達が撤てつ退たいを始めている。

　嘆なげきの声が遠い。長ス距コ離ル砲ピ兵オ型ンの放つ牽けん制せいの砲ほう撃げきと追つい撃げき部隊の戦せん闘とう音おんだけが、断続的に響ひびいている。

　もう随ずい分ぶん長いこと鎖とざしていたようにも感じるキャノピを開け、蕭しよう々しようと降る細い雨に身を晒さらして長く息をついた。

　薄うすい雨雲の切れ目は朱あかく、今が北の夏の遅い夕暮れだと彼に知らせた。

「──戦隊各位」

　声は、少し掠かすれた。喉のどの渇かわきを今いま更さらのように意識した。

　応答の声は出しゆつ撃げき時じより随ずい分ぶん少ない。疲ひ労ろうに上がる呼吸で応える余よ裕ゆうのない者もいれば、必要を感じず応えない者もいる。

　もう二度と答えられない者も、また。

「〈レギオン〉は全機撤てつ退たいを開始した。──おれ達も帰投しよう」







　格納庫の駐機ちゆうき位置に〈アンダーテイカー〉を停めて降りると、フレデリカが立っている。

　寝ていないのか眼の縁ふちが赤い。いつも誰だれかしらが梳すいてやっている長い髪かみもほつれてひどい有様だ。まさか出しゆつ撃げきした直後から、待っていたわけではないだろうけれど。

　目が合うと幼い顔がくしゃりと歪ゆがむ。安あん堵どのようで、同時に酷ひどく打ちのめされたような眼まな差ざしが潤うるんで、耐たえかねたようにしがみついてきた。

「シンエイ。このばかものめが」

　意味がわからない。

　そのくせ珍めずらしく軍ぐん帽ぼうを被かぶっていない、小さな頭に手を伸のばしたのは完全に無意識だ。ほつれた黒くろ髪かみを軽く撫なでると、しがみつく華きや奢しやな手に力がこもる。

「そなたは、キリと同じじゃ。──おおばかものめ」




　　　†




〈レギオン〉の再さい攻こう撃げきへの警けい戒かいは予備部隊に引ひき継ついで、西方方面軍の司令官達にはそれでもまだやるべきことが山積みだ。この戦せん闘とうでごっそり失われた装備と兵員の補ほ充じゆうの手配。負傷者と戦死者の後こう送そう。防ぼう御ぎよ施し設せつの補修。戦せん闘とうの分ぶん析せき。そして論功行賞。

　まず称たたえられるべきは、期待されていたよりも遥はるかに早く敵てき襲しゆうを察知し、他の戦域にも正確に索敵範囲を指示、結果西部戦線を崩ほう壊かいの憂うき目めから救った索さく敵てき機き管制官だろうと、司令官達の意見はそれで一いつ致ちした。

　ところが当の管制官から異論が出た。

　問題の範はん囲いを探たん索さくさせたのは、自分ではない。

　どうしてもその地点を探たん索さくするよう、説得に来た士官がいた。先せん遣けん隊たいの発見も他戦域への指示も、その説得に応じてのことだ。

　功績というならその士官のものだ。







「──管制官は穏おん当とうな表現ですませたが、実際にはなかなか暴力的な手段を使ったようだな、シンエイ・ノウゼン少しよう尉い」

　帝てい国こく時代の設しつらえと調度がそのまま残る司令官執しつ務む室しつで、重じゆう厚こうなマホガニーのデスクにかけて少将は言う。ずらりと並んだ略綬リボン・バーと首にかけた十字勲くん章しよう。無くした片目を覆おおう黒い眼帯。

「連れん邦ぽう軍人の銃じゆうはすべからく敵に向けられるべきものであり、同どう胞ほうを脅きよう迫はくするためのものではないのだがな。たとえ、実際には銃じゆう口こうそのものは向けていないとしてもだ」

「……敵機発見の功績はその謝罪のつもりでしたが。言わなければ昇しよう進しんの足しくらいにはなったでしょうに」

　淡たん々たんと応えると少将が目を眇すがめ、背後でグレーテが額を押さえる気配がした。

　その中間、デスクの前に『休め』の姿勢で立つシンは眉まゆ一つ動かさない。独断専行の数々と軍規違い反はん。必要だったからしたこととはいえ、詰きつ問もんも懲ちよう罰ばつもむしろ当然のことだ。

　違い反はんの内容からして拘こう束そくくらいはされるだろうと思っていたが、今のところ尋じん問もん程度で済んでいるのは、扱あつかいを測りかねているものか。

　革かわ張ばりのデスクチェアを回して横を向き、タブレット端たん末まつを一いち瞥べつした少将が片方だけの視線を上げる。

「憲兵部の聴ちよう取しゆに対し、なかなか面白い回答をしているな。……〈レギオン〉どもの声が聞こえる。それで連中の居場所がわかる、とは」

　耐たえかねたようにグレーテが口を挟はさんだ。

「少将。信じがたいでしょうが、事実です。レイドデバイスを用いてノウゼン少しよう尉いと聴ちよう覚かくを同調した隊員から、裏付けとなる証言が上がっており……」

「誰だれが発言を求めた、中佐。そういう能力者が存在することは知っている。証言も目を通した。だがそれだけでは今回の件の証明にはならん」

　手元の情報端たん末まつを操作し、デスク上に戦域の地図を表示させた。ホログラムの地図の向こうから、漆黒の瞳ひとみがこちらを射る。

「どこにいる。──近いものから十か所、示してみろ」

　ちらりと目を向けた先、天てん井じよう近くにカモフラージュされた監かん視しカメラがあって、加えてこちらに画面が見えないように持ったタブレット端たん末まつと髪かみに隠かくしたインカム。レーダーで捕ほ捉そくしている情報とリアルタイムで突つき合あわせて確かめるつもりらしい。

　原理はともかく、真しん偽ぎを証明するにはそれが一番確実か、と内心嘆たん息そくした。

「……失礼します」

　直近の集団の位置を地図上に探し、それを元に指定された十か所を順に示した。〈レギオン〉の居場所は距きよ離りも方角も正確に聞き取れるが、それは一いつ般ぱん的てきな距きよ離り単位で認にん識しきしているわけではない。慣れた共和国の戦区の範はん囲いならともかく、それより遥はるかに広い師団用の戦域地図には、感覚的には置おき換かえられない。

　七か所目で少将がわずかに目を剝むき、インカムに何事か命じたのは、把は握あくしていない〈レギオン〉集団だったためか。

　回答を終え、元の位置に下がると、少将は長く、嘆たん息そくした。

「……一つ、聞いておきたいのだが」

　しばし考える間をおいてから口を開く。

「貴様、何な故ぜこんなやりかたをした？　結果的にそれで西部戦線は助かったとはいえ、貴様自身の立場は相当に危あやうくなる行こう為いだと、まさかわからなかったはずはないな。何な故ぜわざわざ危険を冒おかした？」

「正規の手順を取っていては、迎げい撃げきが間に合わないと判断しました。……それに、あの時同じことを言っても信じてはいただけなかったでしょう」

「答えになっていない。貴様自身の保身は考えなかったのかと、そう聞いている。……警カ報ナ装リ置アとして、実験動物モルモットとして扱あつかわれることになるやもしれぬと、エイティシックスの貴様が考えなかったわけはなかろう」

　実際に人の形の家か畜ちくとして、祖国に使い捨てられたエイティシックスが。

「ええ。……ですが、それで〈レギオン〉に敗北したのでは元も子もありません」

　少将は数秒、沈ちん黙もくした。

「なるほど。──敵を鏖おうすためには己が身をも惜おしまぬ。それが貴様ら、エイティシックスか。まるで氷ひよう刃じんだな。斬り伏せた後のちはそのまま折れ砕けるも是よしとするか」

　眉まゆを上げて何か言いかけたグレーテをうるさげに片手を振ふって控ひかえさせ、少将は言った。

「今回の件は不問に付す。……今後も同様の危機を察知した場合、貴様からも報告が上がることを期待してよいのだな？」

「ええ」

「中佐、その時は貴様が聞け。緊きん急きゆうなら直接私に報告しても構わん。副官には話を通しておく」







　司令官執しつ務む室しつを出るなり、ため息交じりにグレーテが口を開いた。

「あまりひやひやさせないで頂ちよう戴だい、少しよう尉い。内容もそうだし、将官に対する口の利き方でもなかったわ」

「すみません」

「まったく……。それと、これからは自分の身を守ることも、もう少し考えなさい。結果的にそれが周りを守ることにも繫つながるんだから、──ノウゼン中尉」

　見返すと、グレーテは肩かたをすくめた。

「上の階級が軒のき並なみ死んだのよ。連れん邦ぽう軍ぐんじゃよくあることだわ」

　自身、無茶な野戦任官が繰くり返かえされた果てに二十代半なかばで得てしまった中佐の階級章を襟えりに光らせて苦笑する。

「貴方は元々事実上の中隊指揮官として働いてくれてたわけだから、丁度良かったわ。……本当はもう一つ上にしてあげたかったんだけれど、今回はこの件で相そう殺さい」

「……」

「少しは喜ぶなり残念がるなりしなさいな。とりあえずお給料はあがるのよ、実感ないでしょうけど」

　必要経費は天引きされているし、その他には使うあてもないので、そう言われても実際何の感かん慨がいもなかったが。

　グレーテが苦く笑しようする。

「まったくもう……。私からは以上よ。お疲れさま、中尉ちゆうい」

「……失礼いたします」

　執しつ務む室しつに戻もどるグレーテと別れ、絨じゆう毯たんの敷しかれた長い廊ろう下かを歩き出しながら、さて、と胸中で嘆たん息そくした。

　とはいえ先日の戦せん闘とうで壊かい滅めつ的てきな損害を受け、戦線の防衛は予備部隊に任せて再編中の西方方面軍には、さしあたってすることがない。とりあえずここ数日の尋じん問もんでほとんど確認できていない自隊の状じよう況きようを確かめようと、一時的に再び司令部基地に戻されているノルトリヒト戦隊の隊舎に足を向けようとして。

　そこでふと、シンは駆かけ寄よってくる軽い足音に気がついた。

　目を上げると、フレデリカだ。硬かたい軍ぐん靴かの靴くつ底ぞこで絨じゆう毯たんを踏ふみつけ、戦せん闘とう中ちゆうの緊きん張ちようは薄うすれた今の基地の雰ふん囲い気きにはまるでそぐわぬ、必死の形相で駆かけてくる。

　遥はるか遠く、向けられる視線の気配を知覚した。

　憎ぞう悪おに凍こおりついた、黒い瞳ひとみ。




『──殺してやる』




　ぞ、と背筋が粟あわ立だった。

　何な故ぜ──忘れていたのか。

　二度、遭そう遇ぐうした。〈レギオン〉にとっての切札だと認識していたはずだった。

　それなのに無意識に脅きよう威いとしての認識から排はい除じよしていたのは。

　それに戦域後方の要よう塞さいが、国が、人類そのものが滅ぼされても、自身にはなんの関わりもないと、心のどこかで考えていたからだ。

　敵ばかりに囲まれた戦場をこそ故郷に、眼前の敵に対たい峙じし、いずれはその敵の手にかかって果てる、エイティシックスの自分たちには──。

　あの、八六区の戦場から。自分は本当の意味では抜ぬけ出だしていなかったのだと、自覚した。




　フレデリカが叫さけぶ。

「伏ふせよ！　キリが──」

　超ちよう高こう速そく弾だんが大気を引ひき裂さく悲鳴と、超重量が高速で着ちやく弾だんする衝しよう撃げきはほぼ同時。

　窓の外で閃せん光こうが広がる。

　視界を白く塗ぬり潰つぶすほどの。




　あまりの大きさにいっそ無音に聞こえる大だい音おん響きようが、落らく雷らいの如ごとく大気を引ひき裂さき、伴ともなう衝しよう撃げき波はが要よう塞さい全体を揺ゆるがした。














間章　ウェン・〝ジョン・ドゥ〟・カムズ・マーチング・ホーム









『──北部戦線第一区第一戦隊〝スレッジハマー〟より、この無線が聞こえている全エイティシックス。プロセッサー各位へ』







　傍かたわらに擱かく座ざした相棒ジャガーノートは、戦せん闘とう重量五〇トンを超す戦車型レーヴェの猛もう烈れつな蹴しゆう撃げきに砲ほう身しんも装そう甲こうも激しくひしゃげて、もう二度と動かない。

　圧あつ潰かいした機体から無理矢理這はい出でた彼自身、潰つぶれた右半身を引きずり、戦区の外れの古い橋の、崩くずれ残った石積みの欄らん干かんに背を預けているので精せい一いつ杯ぱいだ。目を開けているのももう辛つらい。夜目にも赤い、乾かわいた骨の色の装そう甲こうにべったり塗ぬりたくられて自分の体の下に続く鮮せん血けつの昏くらい色しき彩さい。

「こちらはスレッジハマー戦隊長、〝ブラックバード〟だ」

　戦隊の仲間達は、全員戦死した。

　同じ戦区の他の隊についても、いまや生き残りがいるかどうか。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、と言ってよかった。

　元より〈ジャガーノート〉などとは比ひ較かくにもならぬ、圧あつ倒とう的てきな高性能を〈レギオン〉は誇ほこる。それが地の果てまで鉄色に染める、見たこともない大軍勢を以もつて突とつ如じよ、攻せめ寄よせてきたとなれば、寡か兵へいの彼らに勝ち目などあろうはずもない。

　それでも彼らは出しゆつ撃げきした。背後に在るは守るべき祖国などではなく、その元に帰るべき家族ももういない。

　それでもなお、戦ったのは。

「俺達の戦争は終わった」

　それが彼らエイティシックスに残された、唯ゆい一いつの誇ほこりだったからだ。

　艶つや消けしの装そう甲こうに月明かりをわずか弾はじき、金属の総身の膨ぼう大だいな重量を理り不ふ尽じんにもほぼ無音の足音で駆く動どうさせながら、一輌りようの戦車型レーヴェが彼の元へ歩み寄る。

　くたばり損そこないのネズミ一匹ぴきをひねり潰つぶすには銃じゆう弾だん一発も惜おしいのか、威い圧あつ的てきな一二・七ミリ重じゆう機き関かん銃じゆうも凶きよう悪あく極きわまりない一二〇ミリ戦せん車しや砲ほうも、照準すらこちらに合わせていない。肉にく食しよく獣じゆうの傲ごう慢まんと悠ゆう然ぜんで、橋の全ぜん幅ぷくをその巨体で占せん拠きよしながら進んでくる。

　迫せまりくる鉄色を最も早はや身動きもならず見上げながら、彼は薄うすく笑った。

　オープン回線の無線の向こう、一方向通信で送信状態のまま話しているにもかかわらず、その向こうで数多あまたのエイティシックスの同どう胞ほう達が耳を傾かたむけているのが、何な故ぜかわかった。

「聞こえているプロセッサー各位。戦たたかい抜ぬいた各位。生き抜いた各位。ようやく──退役だ。お互たがい、よく頑がん張ばったな」

　救いも報むくいもありはしない、どう足あ搔がこうと死ぬ以外に道のない、この地じ獄ごくの、戦死者ゼロの戦場で。

　言うべきことを言い終えて無線を切り、ヘッドセットを投なげ棄すてた。代わりのように、潰つぶれた右手がいまだ摑つかむ、粗そ末まつなリモコン装置を左手に持もち替かえて持ち上げる。

　戦車型レーヴェが迫せまる。眼前に。橋の石積みに力無く身を凭もたれされた彼の目の前の──橋の上に。

　五年前。最初に配属された戦隊の戦隊長はかつての共和国正規軍の生き残りで、そのまま戦場に棄すてられたエイティシックスで。戦い方や生き残り方や、これの使い方を教えてくれた。

　こういうことができる者も、白ブタどもにはもはや、一人だっていはしない。

　焼やけ爛ただれた唇くちびると皮ひ膚ふが裂さけるのも構わず、いっそ晴れ晴れと、彼は笑った。

　絶望に屈くつして生きることを諦あきらめたりない。憎ぞう悪おで矜持きようじを穢けがしはしない。

　そうあらんと自らに定めて、ここまで戦たたかい抜ぬいた。

　けれど最さい期ごにこれだけ、言うくらいは赦ゆるされるだろう。

　踏ふみ潰つぶさんと頭上に持ち上げられた鋼鉄の節足を見上げ、笑ったまま、起き爆ばくスイッチを押し込んだ。

　戦いを投げだし、現実に目を瞑つぶり、それ故ゆえに抗あらがう術も知らなければこうして己の死に様を選ぶこともできない、無様で惨みじめな、共和国の白ブタども。

「──ざまあみろ」

　橋はし桁げたに仕し掛かけた、プラスチック爆薬ダイヤモンド・チャージが作動。

　渡と河かの要所たる古ぼけた橋と、陸戦の覇は者しやたる鋼はがねの獣けものが、戦死者の一人にも数えられない死しに損そこないのエイティシックスとともに、爆ばく炎えんに吞のまれ、闇の河に崩れ落ちた。







　共和きようわ暦れき三六八年八月二五日。二三時十七分。

　その警報が国軍本部に鳴なり響ひびいた時、ハンドラー共用のオフィスにいた誰だれも、何の警報かを理解できなかった。

　ある意味では無理もない。

　それが設定されたのは、もう十年近くも前。

　彼らの前に国防を担になっていた、その任に殉じゆんじて後方要員に至るまで戦せん闘とうに赴おもむいて殲せん滅めつされた共和国正規軍が、この警報だけは何としても鳴動させてはならじと不退転の覚かく悟ごを定めつつ、設定していったものだから。

　ブリーフィング用の巨大ホロスクリーンが自動で起動。壁かべ一面のホログラムのスクリーンが、　夜の闇やみと電磁妨害にちらつく、粗あらい映像を表示する。

　怪け訝げんに、あるいはうるさげにスクリーンを見やる同どう僚りよう達の中、一人得体の知れぬ緊きん迫ぱくに喉のど元もとを締しめ上あげられながらレーナもその映像を見上げる。

　天を衝つくほどの頂いただきから地表に至るまで無む惨ざんに崩ほう落らくした、装そう甲こう板ばんと小さな家ならそのまま埋うまってしまいそうに分厚いコンクリートの壁かべの建造物。

　建造物のあまりの巨大さゆえに渓けい谷こくのような破は壊かいの跡あとを続々と踏ふみ越こえる、膨ぼう大だいに過ぎて鉄色の濁だく流りゆうのような、──殺さつ戮りくという機能を極限まで研とぎ澄すませて禍まが々まがしい、多た脚きやく機械の大軍勢。

　戦せん慄りつが背筋を駆かけ登のぼった。

「なんだこれ。映画か？　面白そうだな」

「それより誰だれか警報とめろよ。うるっせえな」

　そいつらを見たことがないために眩暈めまいがするほど吞のん気きな同どう僚りよう達の中、よろめくように一歩、後ずさる。

　十年間エイティシックスだけに戦争を押しつけ、偽いつわりの平和に閉とじ籠こもって目と耳を塞ふさいだ共和国市民は、軍人でさえも彼らの敵を見たことがない。ここにいる中でそいつらの姿を知っているのは、実際に目の当たりにしたレーナだけだ。

　六年前、亡き父とともに訪れ、父を失い、レイに救われた最前線で。

　そして丁度一年前。スピアヘッド戦隊を援えん護ごするためにライデンと同調した視覚の中に。

　濁だく流りゆうの先頭で軍勢を先導する、人食魚のように鋭えい角かく的てきなフォルムは、斥候型アーマイゼ。

　六脚きやくの驚異きようい的てきな運動能力で、崩ほう落らくした壁かべの不規則な断面を足場に跳とび渡わたるのは近接猟兵型グラウヴォルフ。

　一二〇ミリ戦せん車しや砲ほうの砲ほう口こうで四方を睨にらみ据すえ、整然たる隊たい伍ごで疾しつ走そうする戦車型レーヴェ。

　その超重量で瓦が礫れきを踏ふみ潰つぶし、蹴け散ちらし、無人の沃よく野やを征ゆくが如ごとく驀ばく進しんする、重戦車型ディノザウリア。

　無む惨ざんに崩ほう落らくした、いかにも頑がん丈じよう一点張りの無骨な建造物は──あれは、グラン・ミュール。




　これは。

　最終防衛線陥かん落らくの警報だ。




「…………！」

　とうとう──来たのだ。

　阻電攪乱型アインタークスフリーゲの電磁妨害ジャミングの陰かげで戦力を増強した〈レギオン〉が攻こう勢せいに転じる日。脆もろい夢の中に閉じこもり、現実に目を塞ふさいだ共和国が、その怠たい慢まんゆえに滅ほろびる日が。かつてシンが残した予言のとおりに。

〈レギオン〉達は続々と、続々と、続々と崩ほう落らくしたグラン・ミュールを越えてくる。

　もはや遮さえぎるものもない八五区の中に。永遠の安あん寧ねいに満たされたつもりの、自らを守り戦う術さえ忘れたサンマグノリア共和国に。

　おそらく大半は〈黒羊〉だろう。戦死者の脳構造を取り込み、定められた寿じゆ命みようを克こく服ふくした〈レギオン〉達。共和国が戦場に棄すて、使つかい潰つぶし、葬ほうむってさえやらなかった幾いく百ひやく万まんのエイティシックス達の、その亡ぼう霊れいの群。

　亡ぼう霊れいの軍勢が、帰き還かんする。

　崩くずれ果はてた要よう塞さい壁へきの狭はざ間ま、鉄の津つ波なみと夜よ闇やみの向こうの遥はるか遠くに、何かが光った。

　深い暗い森の中、人を底なし沼ぬまに誘さそい込こむという鬼おに火びのように芒ぼうと蒼あおいそれは、光学センサの煌きらめきだ。

　月明かりにそのシルエットがわずか滲にじむ。遠近感が狂って見える巨大な──ビルディングか神話の怪かい物ぶつのように長大な影かげ。

　ぐわりとその前半分が持ち上がる。

　ホロスクリーンの映像を搔かき乱みだすノイズが、なぜかきつくなる。

　唐とう突とつに気づいた。

　巨人が幾いく度ども殴なぐりつけ、無理矢理打うち砕くだいたかのような、砕くだかれ割れて崩くずれ果はてたグラン・ミュールの惨さん状じよう。

　あれは──砲撃の破は壊かいだ。

　閃せん光こう。

　直後に映像が消失。ホロスクリーンが一転して暗黒に染まる。カメラが……その設置されていた場所が、おそらくはそれの砲ほう撃げきによって吹き飛ばされた。

　警報は鳴り止まない。

　あの時。

　第一戦区の戦場でスピアヘッド戦隊が遭そう遇ぐうし、東部戦線最さい精せい鋭えいの彼らがなす術もなく撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。火か砲ほうにはありえぬ異様な超高速と超長射程、絶大な威い力りよくの砲ほう撃げきを雨と降らせた、あの新型の超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほう。

「──電レ磁ー加ル速ガ砲ン、」

　呟つぶやき、屹きつと唇くちびるを引き結んだ。

　相変わらずがやがやと危機感のない、少しばかり不ふ審しんげなだけの同どう僚りよう達の中、一人決然と踵きびすを返してオフィスを出る。かつかつと軍ぐん靴かの踵かかとを鳴らし、寄木の廊ろう下かを足早に自身の管制室へと向かう。

　じん、とレイドデバイスが幻まぼろしの熱を帯びた。

　知覚同調パラレイドが起動する。相手は研究部の一角と、遥はるか遠とおい〝女王の家臣団〟の戦区。

『レーナ！　今の警報って……！』

『一応知らせとくぜ女王陛下！　北部戦線が……！』

「ええ、アネット、キュクロプス。把は握あくしているわ。──ついに来た」

　レイドデバイスの設定を変へん更こう。同調可能な全対象を選せん択たく、接続を開始。本来ハンドラーが同調可能な一個戦隊だけでは足りないからと、アネットに協力させて一年かけて仕込んだ裏設定。

　共和国が戦場に棄すて、使つかい潰つぶした、数えきれないエイティシックスの亡ぼう霊れいの軍勢。

　抗あらがうにはこちらも、全戦力を結集する必要がある。

　抗あらがうために。

　最後に彼らが残してくれた言葉に応え、生ききるために。




「──〝鮮血の女王ブラッディレジーナ〟より、全戦線のプロセッサー各位！」







　連れん邦ぽう軍識別名、電磁加速砲型モルフォ。

　ただ一機にてグラン・ミュールを陥かん落らくせしめ、連れん邦ぽう軍ぐんの要よう塞さい基地を焼やき尽つくした新型〈レギオン〉の、──崩ほう落らくした国軍本部の中から発見されたこれが、観測された最初の映像だ。





（つづく）
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あとがき






　パイロットスーツなんて飾かざりです！　こんにちは、安あ里さとアサトです。

　私は常々、「いわゆる『パイロットスーツ』はどうして『ピチピチの全身タイツ形状』でなければならないのだろう？」と不思議に思っていました。

　もちろん色々と機能・設定はあるのですが、パイスーがあの形になる必然性はないような？　特に陸戦専用かそれに近いロボットは、実際の戦車兵のようなタンカーズジャケットではどうして駄だ目めなのか？

　いや、わかってますよ？　パイスーの女の子は可愛かわいいです。可愛かわいいは正義なのです。でも、本作の主人公、シンは男の子なのです……！

　そんなわけで本作『86─エイティシックス─』は、あえてパイスーではなく野戦服で搭とう乗じようさせています。この巻からはパンツァーヤッケですが。

　幸い、一巻改かい稿こうで「できればパイスーは避さけたいのですが……」だの、二巻プロットでＡ４用紙半分使って「パイスーは嫌いやだぁぁあああああ！」だの、変な主張を繰くり返かえす私に、心こころ優やさしい担当様は快く頷うなずいてくださいました。やったね！

　そして「でも、レーナのパイスーはそのうち見たい」との意見も一いつ致ちしましたので、女子パイスー勢の方はお楽しみに、かつ気長にお待ちください。

　いえ、ぶれてません。可愛かわいいは正義。女子パイスーは正義なのです。




　さて。

　改めまして、二巻です！

　続きました！　続きましたよ!!　これも読者の皆々様の熱い応おう援えんのおかげです！　ありがとうございます!!

　そしてすみません、いきなり上下巻です。

　当初一冊の予定だったのですが、書くべきことと書きたいことを詰つめ込こんでいたら、予定より大おお幅はばに長くなってしまいまして……。

　内容としては、一巻終章にて一名が言っていた色々のうち、人数多い側の色々についての話です。また、一巻がどちらかといえばレーナ視点の物語であったのに対し、二・三巻はシンにフォーカスした物語となります。

　本作のタイトルは『86─エイティシックス─』です。

　共和国によってつけられた蔑べつ称しようであるはずのその名が、共和国の戦場を逃のがれてからも何な故ぜタイトルに冠かんされるのか。そもそも、エイティシックスとは何なのか。むしろこの二巻からが幕開けとなる彼と彼女の物語を通じ、書いていければと思います。







　今回も注ちゆう釈しやくというか。

・ジャガーノート主しゆ砲ほう

　作中、ジャガノ主しゆ砲ほうの八八ミリ砲ほうに「ラッチュ・バム」のルビを振ふってますが、現実世界では「ラッチュ・バム」は主にソ連の七六ミリ対たい戦せん車しや砲ほうの愛あい称しようのようです。

　なんで素直に八八ミリ砲ほうの愛あい称しようを使わないのかって？　第二次世界大戦ドイツの八・八センチ砲ほう、Ｆｌａｋ36の愛あい称しようを検けん索さくした後、本書の表紙かカバー後ろの折り返しをご覧ください。




　……わかりましたね？　考えなしにペンネーム決めると、後で困るっていう典型例ですよ。




・タイトル

　ペンネームついでに、あちこちで聞かれるタイトルの「86」の由来。

　これは英語のスラングで「入店拒きよ否ひ」や「お断り客」の意。転じて「排はい除じよ」「処分」「殺害」等の意味となります。







　最後に謝辞を。

　初期プロットからどんどん変へん貌ぼうしていく原げん稿こうと迷めい走そうする私に根気よくお付き合いくださり、的確なご指し摘てきの数々をくださいました、担当編集、清きよ瀬せ様、土つち屋や様。

　殺さつ伐ばつとした本編を美び麗れいなイラストで彩いろどってくださいます、しらび様。今回は女子新キャラが多いので華はなやかですね！

　私の趣しゆ味み全開の謎なぞ設定を恰かつ好こうよく強そうな新〈ジャガーノート〉に起こしてくださいました、Ｉ‐Ⅳアイフォー様。三巻のあいつも楽しみにしております。

　そして、本書をお手に取ってくださったあなた。下巻もバリバリ執しつ筆ぴつしていますので、なるべく早く、三巻『─ラン・スルー・ザ・バトルフロント─〈下〉』にてお会いしましょう！




　それでは、陽の生まれる果てを目指す旅路に。北の軍国の夏の戦場に。鉄血吹ふき荒すさぶ戦野を再び駆かけ抜ぬけんとする彼らの側に。あなたをひととき、お連れすることができますように。





あとがき執しつ筆ぴつ中ちゆうＢＧＭ：Run Through The Jungle




（Creedence Clearwater Revival）
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安あ里さとアサト

さすがに欠陥機は反省した、自律式空想製造システム。というわけで二巻はパワーアップして高機動型！　という名の紙装甲微妙火力の搭乗者クラッシャーです！　……私は重装甲大火力に何か恨みでもあるのか……？
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イラスト／しらび

小説の挿絵・ゲームイラスト等を多数手がけるイラストレーター。代表作は『りゅうおうのおしごと！』（ＧＡ文庫）『無彩限のファントム・ワールド』（ＫＡ エスマ文庫）ほか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「安里アサト先生」係

「しらび先生」係

「Ⅰ‐Ⅳ先生」係
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